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食と花の世界フォーラム組織委員会
会長　 新潟市長  篠田　昭

ご あ い さ つ

　「食と花の世界フォーラムにいがた2016 」へ、ようこそおいでくださいました。国
内外から参加された多くの皆さまを心より歓迎申し上げます。
　今回は、食の分野で世界に貢献された業績を顕彰する「第4 回食の新潟国際
賞」、「食と健康」をキーワードに有益な情報を提供する食の国際シンポジウム「フー
ドフォーカス in にいがた」、そして、本州日本海側最大規模の食の国際見本市「フー
ドメッセ in にいがた」の3事業を朱鷺メッセで開催いたします。
　本市は、平成26年5月に農業分野で地域経済の活性化を図る国家戦略特区の
指定を受け、規制緩和を活用したさまざまな連携や効果が生まれています。（株）
ローソンや（株）セブン＆アイ・ホールディングス、ＪＲ東日本（株）などの大手企業や、

（株）新潟クボタ、新潟麦酒（株）、（株）ひらせいホームセンターなど地元企業が、地
元農家と連携し、9社の特例農業法人を設立しました。そして、規制緩和により農
用地での設置が可能となった農家レストランが3軒オープンし、多くの方でにぎわ
いを見せており、アグリツーリズムの核となる魅力を備えています。規制緩和以外で
も、ＩＣＴ農業やゲノム解析、ドローンの実証プロジェクトなどさまざまなアグリプロ
ジェクトが展開しています。
　また、今年4月に G 7農業大臣会合が本市で開催され、「食と農」の魅力やおも
てなし文化の素晴らしさを世界に発信する機会となりました。
　さらに、高速バスを運行するウィラーグループが開発したレストランバスが、日本
で初めて本市で運行され国内外からの注目を集めたほか、農業以外の分野でも、
AKB 48の姉妹グループ NGT48が昨年新潟に誕生し、今年6月にはＡＫＢグルー
プの選抜総選挙が本市で行われ、市内外から6万人の観光客が訪れるなど、新潟
での事業展開に多くの企業・団体から注目していただいていると感じています。
　今後も国家戦略特区の規制緩和を活用し、さらなる拠点化を進め、本市の魅力
である食と花で世界に貢献できるよう、都市ブランドの構築に向けて取り組んでい
きます。
　結びに、本フォーラムの開催にあたり、関係団体ならびに企業の皆さまから、ご
理解と多大なご協力を賜りましたことに感謝申し上げ、あいさつといたします。

開 催 概 要

11月9日（水）

11月10日（木）
　　〜11日（金）

11月16日（水）
　　〜18日（金）

食と花の世界フォーラムにいがた2016
会　期

主　催

特別協賛

協　賛

後　援

■ 開催実績

来場社数

食の新潟国際賞  11月 9 日（水）

食の国際シンポジウム（フードフォーカス in にいがた）  11月10日（木）〜11日（金）

食の国際見本市（フードメッセ in にいがた）  11月16日（水）〜18日（金）

合　計

   652名（海外3ヶ国から4名参加）

   468名（海外4ヶ国から4名参加）

 9,277名

 10,397名

公益財団法人 食の新潟国際賞財団（食の新潟国際賞）
食と花の世界フォーラム組織委員会、新潟市（フードフォーカス in にいがた 2016）
フードメッセ in にいがた運営会議、新潟市（フードメッセ in にいがた 2016）

（株）ブルボン、亀田製菓（株）、JAグループ新潟、新潟万代島総合企画（株）

亀田郷土地改良区、（一財）亀田郷地域センター、ＪＡ新潟市、ＪＡ新潟みらい、新潟日報社、一正蒲鉾（株）、ＮＳＧ
カレッジリーグ、新潟県蒲鉾組合、新津商工会議所、新潟薬科大学、ＪＡ越後中央、亀田商工会議所、（株）サンプラ
スト三笠、（株）第四銀行、（株）北越銀行、（株）大光銀行、ＪＡ新津さつき、新潟観光コンベンション協会、新潟経
済同友会、新潟商工会議所、新潟水産物卸業協同組合、（株）藤井商店、ホテル日航新潟、三菱商事（株）新潟支店、
新潟県総合生活協同組合、三幸製菓（株）、ホテル イタリア軒（順不同）

国際連合食糧農業機関（FAO）日本事務所、駐新潟大韓民国総領事館、在新潟ロシア連邦総領事館、中華人民共和国駐新
潟総領事館、日本貿易振興機構（ジェトロ）新潟貿易情報センター、（株）第四銀行、（株）北越銀行、（株）大光銀行、（株）日
本政策金融公庫、（公社）新潟県栄養士会、（公社）全日本司厨士協会関東総合地方本部新潟県本部、（一社）新潟県商工会
議所連合会、新潟県商工会連合会、（一社）新潟県調理師会、新潟市食品衛生協会、新潟市食品衛生指導員協議会、新潟市
旅館ホテル協同組合（順不同）
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会場全体図

④

In Memory of Sano Touzaburo

Niigata International Food Award

□ 日 時：2016年11月9日（水）
□ 場 所：朱鷺メッセ　新潟コンベンションセンター
　　　    　　　　　　4階 国際会議室（マリンホール）
　　　    ホテル日航新潟　4階 朱鷺

食の新潟国際賞

フードメッセ in にいがた

フードフォーカス in にいがた

④
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受賞者ご紹介 佐野藤三郎記念 第4回食の新潟国際賞 表彰式典プログラム

岩永 勝氏（日本）
国立研究開発法人 国際農林水産業研究センター（JIRCAS） 理事長
国際トウモロコシ・コムギ改良センター（CIMMYT） 元所長

増本 隆夫氏（日本）
国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構（NARO）
農村工学研究部門 地域資源工学研究領域 領域長

宇賀 優作氏（日本）
国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構（NARO）
次世代作物開発研究センター 基盤研究領域 育種素材開発ユニット 上級研究員

マーシー・ニコル・ワイルダー氏（米国）
国立研究開発法人 国際農林水産業研究センター（JIRCAS）
水産領域 主任研究員

　生物資源の保存活用研究に従事し多くの業績を上げ国際的に高い評価を受けている。
　海外国際農業研究機関で30年近く活躍した。特に2002年には「緑の革命」の功績によりノー
ベル平和賞を受賞した国際トウモロコシ・コムギ改良センター (CIMMYT／メキシコ）の所長に
国際公募で選ばれ、財政難の組織を再建し、長期研究戦略を設定、職員数800人を超える世界
で最も優秀な国際研究機関へと飛躍させた実績は世界的に高い評価を得た。

　長きにわたる国際的な研究活動での広汎な人脈を培い、世界的に影響力を持つ農学研究者及び指導者として、
2006年には世界食糧賞から特別感謝状を受賞。国連世界食料安全保障委員会のパネラーなど国際機関や国際会
議において理事に就任するなど重責を果たしている。（65歳）

　高度な国際協力の達成に寄与。
　低平地帯の排水改良、排水問題を検討し排水施設の最適規模研究では、雨量計や排水施設
の配置、規模計画手法を開発し、現場での計画管理に直結する技術開発に多数研究実績をあげ、
水田の洪水防止機能評価法の開発でも、先駆的で高度の研究業績をあげた。
　アジアモンスーン水田地帯にも対象を広げ、国際河川メコン河の研究では、4研究機関を率い

るリーダーとして、世界的情報発信が可能な研究成果体制の構築を図り、行政の事業実施指針・計画基準に反映さ
せ、高く評価された。（58歳）

　平成28年11月9日（水）、第4
回食の新潟国際賞表彰式典およ
び関連記念事業が開催されまし
た。
　日本で唯一食の分野における
国際賞の表彰式は、各界から数
多くの御来賓のご出席のもと､国
際色豊かに、厳粛かつ賑やかに
開催されました｡

　一貫してイネの根の構造と機能に関する遺伝育種学的研究を展開し、基礎から応用に至るまで
の研究に多くの成果をあげ、国際誌に論文を掲載し、高い評価を得ている。
　地球温暖化が一層深刻化する中、干ばつによる大きな影響を受け、東南アジアでの稲作の乾
燥耐性強化は喫緊の課題である。フィリピン在来品種に見いだした根の形態や構造の変異に着
目し、遺伝子座を検出し、栽培稲の耐干性の向上に大きく貢献した。

　研究業績は基礎研究にとどまらず世界の稲作の安定化に貢献し今後の研究の進展が期待される。(41歳 )

　エビ類の研究により、稚エビの培養方法で多大な成果を上げ、学会産業界で高い評価を得る。
ベトナムの国際プロジェクトの主担当者として、淡水エビの養殖産業の発展に貢献。屋内型エビ
生産システムの開発と普及による安全安心な養殖の実現をした。
　世界のエビ養殖の8割を占めるバナメイエビの、養殖場の造成による環境汚染、高密度養殖に
よる病害、大量薬物投与などの解消に、屋内型エビ生産システムを企業と共同開発した。この技

術で、妙高市「妙高ゆきエビ」を商業ベースに乗せ、モンゴルでも養殖を開始。将来多くの発展途上国において、動物
性タンパク質の増産安定供給が期待できる。（50歳 )

佐野藤三郎
特別賞

21世紀
希望賞

佐野藤三郎
特別賞

本　賞
事業名称 日　程 会　場

記者会見

11月9日（水）午後
朱鷺メッセ　新潟コンベンションセンター
4 階 国際会議室（マリンホール）表彰式

受賞者記念講演会

受賞者祝賀会・交流レセプション ホテル日航新潟　4 階 朱鷺

第４回食の新潟国際賞表彰式典開催

正賞モニュメントを手にする受賞者４名
( 左より：宇賀優作氏、増本隆夫氏、岩永勝氏、マーシー・ニコル・ワイルダー氏 )

表彰式風景
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　表彰式は約260名の各界の御来賓や財団
関係者の見守る中、厳かに開会され、唐木英
明選考委員長 (（公財）食の安全・安心財団
理事長 ) の選考報告に続いて、池田弘財団理
事長から各受賞者に対し、表彰状ならびに正
賞モニュメントの他、副賞で本賞には1,000
万円、佐野藤三郎特別賞には200万円、21
世紀希望賞には100万円の目録の贈呈が行
われました。続いて受賞者４名による喜びの
受賞スピーチが行われました。
　表彰式では御来賓の農林水産省農林水産
技術会議事務局研究総務官　井上龍子様、
国際連合食糧農業機関（FAO）駐日連絡事務所副所長　渡辺和眞様、独立行政法人国際協力機構（JICA）
農村開発部部長　三次啓都様からそれぞれご祝辞をいただき、在日米国大使館農務担当公使ゲーリ・マイ
ヤー様よりメッセージをいただきました。
　また、国連世界食糧計画（WFP）日本事務所代表 スティーブン・アンダーソン 様、駐新潟大韓民国総領
事館 総領事 趙建熙 様、中華人民共和国駐新潟総領事館 領事 岳倩 様（総領事何平様代理）もご臨席され
ました。
　そして表彰式の最後に、当財団を代表して副理事長の亀田製菓（株）代表取締役会長 CEO 田中通泰か
ら感謝の言葉で幕を閉じました。

　表彰式、記念講演会に続いて行われた 受賞祝賀会・交流レセプションには、国内外からの参加者も含め多
くの皆様の出席により開催されました。
　受賞者を囲んで和やかな雰囲気のうちに交流が行われ、当財団副理事長の新潟市長　篠田昭による乾杯
の御発声で祝賀会が開宴されました。　
　祝賀会では以下の御来賓の国際連合世界食糧計画 (WFP) 日本事務所代表　スティーブン・アンダーソン
様、新潟県副知事　寺田吉道様よりご祝辞をいただきました。
　閉会のご挨拶を兼ねて、当財団副理事長の株式会社ブルボン社長　吉田康が、財団および賛助会を代表
し感謝のスピーチを述べ、めでたくお開きとなりました。
　また表彰式に対し各界の多数の方からご祝電を頂戴致しました。心より御礼申し上げます。

第4回食の新潟国際賞表彰式 受賞祝賀会・交流レセプション

井上 龍子 様

　正賞として授与されたトロ
フィーは、新潟県佐渡市出身
の世界的な金属工芸作家であ
り、前東京藝術大学学長・現
文化庁長官の宮田亮平先生に
よって制作された「シュプリン
ゲン」です。
　テーマは「跳躍。そして希
望」。
　未来に向かって２頭のイル
カが力強く宙を舞います。

渡辺 和眞 様

スティーブン・アンダーソン 様

篠田 昭 副理事長

会場の様子1

寺田 吉道 様

古町芸妓の舞

会場の様子2

吉田 康 副理事長

池田 弘 理事長

会場の様子3
唐木 英明 選考委員長

三次 啓都 様

田中 通泰 副理事長

スティーブン・アンダーソン 様

篠田 昭 副理事長 古町芸妓の舞 池田 弘 理事長

会場の様子1 会場の様子2 会場の様子3

寺田 吉道 様 吉田 康 副理事長

池田 弘 理事長
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　米国の農学者ノーマン・ボーローグ博士は、日本のコム
ギ品種「農林１０号」をもとに、倒伏しづらく多収量のコム
ギを開発しました。後に「緑の革命」と呼ばれることになっ
た、この驚異的な食糧の増産は、多くの人 を々飢餓から救
いました。博士は後にノーベル平和賞を受賞します。
　「緑の革命」によって、世界の食糧問題は解決したかに思
われましたが、２０５０年には９０億人以上に増加する世
界人口に対応するため、今後３５年間で食糧を６０％増収
させなくてはなりません。そのためには、地域の特異性や多
様性を生かし、持続的に発展できる農業改革が必要です。
　「緑の革命」と対比させ、私はいろいろな「色」がグラデー
ションで共存できる「虹色革命」と名付けて推進してきま
した。
　私が「国際トウモロコシ・コムギ改良センター」（メキシコ）
の所長であったとき、干ばつに強くて栽培もしやすく、栄養
価の高いトウモロコシの開発と普及の大型プロジェクトを
スタートさせました。１５年までにアフリカ13カ国で栽培
が進み、栽培面積は２５０万ヘクタールを超えています。
　現在、国立研究開発法人「国際農林水産業研究セン
ター」では、西アフリカ起源のササゲ（大角豆）の新品種
開発と普及に力を入れています。多くの伝統的な品種を交
配して作った新しいササゲは生産性が約３倍に拡大。栄
養価も高く、おいしいので高価格で売れ、農家の収益も約
２倍に増えています。
　今回の受賞を励みにして、世界の食糧問題解決のため、
一歩でも前進できるよう努力を続けたいと思います。

（※当日講演内容を抜粋）

　私は、持続的な水田農業を追求しています。日本のよ
うな湿潤地帯ばかりでなく、世界では乾燥・半乾燥地
帯など、さまざまな気候の下で稲作が行われています。
持続的な稲作のためには、資源としての水管理、水循
環の把握が重要。このため、農業水利用を考慮した分
布型水循環のモデル化に取り組んできました。
　これまでの研究活動で評価された点は、大きく二つ
あると思います。まずは地域への貢献。亀田郷や白根
郷など、低平地帯の排水問題に対応するため、雨量計
や排水施設の配置、施設の規模を決める手法を開発。
また、排水管理研究の一環として開発した水位予測シ
ステムは、亀田郷土地改良区で利用されました。
　次に国際展開。開発した排水モデルや水管理モデ
ルをモンスーンアジア水田地帯も研究対象として、農
業という人為的な水管理が特徴的な広域水循環に展
開しモデル化を図りました。受賞を機に、今後は畑作
農業を中心とした地域にも広げ、将来にわたる安定し
た農業用水の確保に貢献したいと思います。

（※当日講演内容を抜粋）

受賞者記念講演 受賞者記念講演

岩永 勝氏
国立研究開発法人 国際農林水産業研究センター（JIRCAS） 
理事長
国際トウモロコシ・コムギ改良センター（CIMMYT） 元所長

増本 隆夫 氏
国立研究開発法人　農業・食品産業技術総合研究機構

（ＮＡＲＯ）　農村工学研究部門　地域資源工学研究領域
領域長

食の新潟国際賞 【本賞】 食の新潟国際賞 【佐野藤三郎特別賞】
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　近年、エビ養殖業は急速に発展し、２兆円規模の産
業になっています。一大生産地であるアジアの発展途上
地域では、事業の拡大に伴い海洋汚染が進行。またエビ
の病気を防ぐため、不適切な大量の薬物投与が行われて
います。
　持続的なエビの養殖技術を開発しようと、ベトナムのカ
ントー大学と共同でオニテナガエビの養殖に取り組むと
ともに種苗生産技術を開発。稚エビの安定的供給を可能
にしました。
　２００７年９月から妙高市で、世界初の屋内型エビ生産
システムを設置しました。育成プール内で水を垂直に動か
し、平面的にしか飼育できなかったエビを立体的に飼育
できるようになり、安全でおいしいバナメイエビの商業的
生産が始まりました。現在も「妙高ゆきエビ」として広く
販売されています。
　この養殖技術は15年８月にモンゴルに導入され、ラオ
スでも検討されています。
　今後も安全安心で環境に優しいエビの生産方法を提
供したいと思います。

（※当日講演内容を抜粋）

　イネは人類にとって重要な作物の一つ。将来の人口増
加に伴う食糧不足を回避するうえで、干ばつ地域でのコ
メ増産は重要な課題です。
　一般に、水稲は根が浅く干ばつに弱いですが、陸稲は
水稲に比べて、根が土中深く伸びるので干ばつに強いで
す。ただし、陸稲は収量が低く、味もよくない。そこで水
稲と陸稲の「いいとこ取り」で干ばつに強いイネ作りに
着手しました。
　６年間かけて根を深くする遺伝子「ＤＲＯ１」を発見
し、水稲に導入しました。その水稲は２倍以上根が伸び、
１カ月以上水をやらない乾燥ストレスにも耐え、収量も
高いという成果を得ました。
　たった一つの遺伝子を変えることで、作物の干ばつ耐
性をこれほど飛躍的に高めた例は初めて。「地下革命」
として世界的に注目されました。
　これからも、もっと干ばつに強いイネを作り、この成
果を世界中に届けたい。その一念で研究を進めていき
ます。

（※当日講演内容を抜粋）

受賞者記念講演 受賞者記念講演

マーシー・ニコル・ワイルダー氏
国立研究開発法人 国際農林水産業研究センター（JIRCAS）
水産領域　主任研究員

宇賀 優作 氏
国立研究開発法人　農業・食品産業技術総合研究機構

（NARO）　次世代作物開発研究センター　基盤研究領域
育種素材開発ユニット　上級研究員

食の新潟国際賞 【佐野藤三郎特別賞】 食の新潟国際賞 【２１世紀希望賞】
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□ 日 時：2016年11月10日（木）～11日（金）
□ 場 所：朱鷺メッセ　新潟コンベンションセンター
            　　　　   　４階 国際会議室（マリンホール）

新潟市長 表敬訪問

記 者 会 見

　１１月９日午前、受賞者４名は 池田理事長同行のもと、篠田昭新潟市長を表
敬訪問しました。
　表敬訪問は、新潟市役所の市長特別応接室で終始和やかな雰囲気の中で
行われました。
　篠田市長からは各受賞者へのお祝いの言葉と、国際賞の創設意義また食の
新潟の歴史や背景などの紹介がありました。
　受賞者からは、それぞれの喜びと、これまでの活動の取り組みが語られ、今
後国際賞の受賞を契機に さらに活動を続けるとともに「食の新潟国際賞」の
存在を世界に発信したいという挨拶がありました。

　１１月９日、表彰式前に朱鷺メッセで行われた記者会見には、多くのマスコミの皆様にお集まりいただき、
国内外に国際賞の発信がされました。



16

開 催 概 要

□ 日 時：2016年11月11日（金）
□ 場 所：朱鷺メッセ　新潟コンベンションセンター
　　　　 　　　　　　４階 国際会議室（マリンホール）

コンパスステージ

公開シンポジウム
「健康と和食と新潟」和食の魅力と新潟の世界への発信
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（学）服部学園　理事長・服部栄養専門学校　校長／医学博士、健康大使、和食親善大使。東京都出身。
立教大学卒。昭和大学医学部博士課程修了。
藍綬褒章及びフランス大統領よりレジオン・ドヌール勲章シュヴァリエ、国家功労勲章シュヴァリエ並びに農事功労勲
章オフィシエを受章。厚生大臣表彰・文部大臣表彰受賞。(公社)全国調理師養成施設協会会長、(一社)全国栄養士養成施
設協会常任理事、(一社)和食文化国民会議議長、NPO日本食育インストラクター協会理事長、農林水産省「食育推進会議」
委員、内閣府・厚生労働・農林水産・文部科学各省委員、「早寝早起き朝ごはん全国協議会」副会長、東京都「地域特産品認
証委員会」委員、昭和大学（医学部）客員教授、広島大学（医学部）客員教授、東京農業大学客員教授、東京大学(総合癌研究
国際戦略推進)講師、他多数。ＴＶやラジオでも活躍。著書に「食育力」(マガジンハウス)、「家庭の食育」(キラジェンヌ)、「食
べて元気！」(デアゴスティーニ)、その他多数。

1971年 味の素㈱入社。1999年 取締役就任。
2003年 味の素冷凍食品㈱代表取締役社長、2006年 味の素㈱代表取締役専務執行役員を経て2009年に味の素㈱代表
取締役 取締役社長 最高経営責任者に就任。2015年6月より現職。
日本経済団体連合会の審議員会 副議長、農林水産省 食料・農業・農村政策審議会 食料産業部会長、日本アドバタイザー
ズ協会 理事長の他、日本航空㈱およびヤマハ㈱ 社外取締役も兼任。

（学）服部学園 理事長／
新潟市食と花の総合アドバイザー

日本料理 行形亭 11代目 新潟県酒造組合 理事／
新潟県酒造組合 新潟支部長

食と料理の研究家／
6次産業化プランナー

よね蔵グループ 海老の髭
香港CWB店 料理長

フードフォーカスinにいがた2016 
コンパ ス ステ ージ 総 括

　フードフォーカスの中で、特に食に関係する企業や機関・団体関係者を対象に開催されてきた公開シン
ポジウム「コンパスステージ」の今回のメインテーマは「和食と健康」とした。新潟が誇る和食と和食文化
を通じて、新潟の日本国内外への発信と共に、食産業の発展にいかに連携するか企画した。
　基調講演には、日本はもとより世界の食品メーカーのリーディングカンパニーである味の素（株）代表取
締役会長の伊藤雅俊氏から和食をキーワードとして御講演いただいた。
　伊藤会長からは、食の持つ多面的な役割について広い角度から分析し、食と人間との関係や食のもの
づくりの基本的な姿勢や味の素の誕生と企業マインドの必要性、これからの食品産業のあるべき方向性
など、哲学的に多く事例をあげた貴重な講演であった。
　特別講演には、新潟市の食と花の総合アドバイザーでもあり、和食のユネスコ無形文化遺産登録運動の
中心的役割を果たされた（学）服部学園理事長の服部幸應氏から和食の魅力と地域振興について御講演
いただいた。
　服部氏は和食の持つ健康的効果や和食文化の特有な礼儀作法、多角的な調理方法と健康、和食による
食育の重要性など、和食の持つ優位性とともに、和食を活用した地域振興アピールについて講演された。
　また、「新潟和食の魅力と世界への発信」をテーマに、地元新潟に関係のある和食関連の企業や料理人、
料理研究家によるパネルディスカッションを服部氏のコーディネートのもと4名のパネラーそれぞれから報
告と提言をいただいた。
　新潟の老舗料亭行形亭１１代目の行形和慈氏から、日本料理の魅力と市民の和食離れや老舗として
の料理屋の経営の厳しさについての話があり、また、伝統的な和食を守るとともに新たな挑戦にも言及
した。
　新潟の和食に重要な役割を果たす「日本酒」について、新潟県酒造組合新潟支部長の塩川英男氏から、
消費者の日本酒へのトレンドや需要、嗜好の推移、そして新潟清酒の魅力について報告があった。
　和食材と料理について、食と料理の研究家木村正晃氏から、地方のもつ食材の魅力や特に新潟産品の
和食との関係など報告があった。
　新潟の和食の料理長として海外の第一線で活躍されているよね蔵グループ海老の髭香港 CWB 店料
理長の高見信和氏から、「海外での和食の発信と外国人から見た和食」をテーマに海外での和食の評価
と問題点について報告があった。
　実践編として、新潟の老舗料亭の歴史や旬の食材を使っての新潟伝統和食料理の交流会「新潟和食
の夕べ」を開催。特に、新潟の料理人の伝統料理を伝えてゆく真摯な姿と伝統から新しい創作料理への
挑戦など、話題豊富なディスカッションは大変興味深く、新潟の和食材の豊富さをあらためて感じる事
ができた。

公益財団法人　食の新潟国際賞財団
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　我々が毎日楽しんでいる食は、様々な重要な役割
があると思います。「人は何故食べるのか」と普段
は考えません。
　和食の特徴である「栄養バランスに優れた健康
的な食生活」では、うま味を上手に使うことによっ
て、動物性油脂の少ない食生活、長寿、肥満防止
に役立っています。我々はこれを証明するための研
究を行っています。海外の学者が「うま味を食べる
ことは食後の満足感を得ることに貢献し、食べる
量が減る」という研究を行っており、我々はこれが
日本人の BMI の低さ、長寿の素なのではないか
と思います。そして、南デンマーク大学の Ole G. 
Mouritsen 教授は著書で「長寿は、うま味を引き
出す生理（動物）的欲求」と書いてあり、うま味は民
族を超えて世界に広がるのだと思います。
　私が子どもの頃は出汁を昆布と鰹節で取る時、
鰹節を削るのは私の仕事でした。今は弊社の製品
である「ほんだし®」を入れれば出来ます。これは
かなりの時間短縮になります。このように現代では
美味しさを保ったまま効率的に調理ができる食品
マーケットが沢山あります。
　家庭で作るのと工場で作るものでは、調理の時
間、あるいは廃棄のロス、エネルギー効率、資源効
率などが圧倒的に工場で作る方が良いということ
になります。そして調理場の労働から開放されるこ
とが進んでいます。また、一方で二酸化炭素や廃棄
物、食材の使用量も抑制できます。
　弊社の製品である「Cook Do® 回鍋肉（3 ～ 4
人前）」の例ですが、年間3千万個の製品出荷数で、
食数が1億2千万分と仮定した場合、一次産品で
ある食材キャベツ (750万個 )、ピーマン（6000万
個）、豚バラ (5,500万トン )、長ネギ (1400万本 )
などの使用にも貢献します。そしてこれらがまた人
間の栄養の摂取にもなります。また、弊社の「Cook 
Do®」シリーズと「鍋キューブ®」シリーズだけで相

当な食材の使用量となり、そのような調味料が弊社
だけでなく他社からも色々な形で出すことで、日本
人の食と栄養を支えています。更には食材の使用に
より一次産業と一緒に仕事をしています。
　日本人のより良い栄養補給、一次産業の付加価
値化に貢献し、時間を創造することで男女の社会
参加へ向かっています。女性が活躍する社会が叫
ばれていますが、男性の家事、育児進出が必要であ
ると思います。労働生産性を上げて早く出社、早く
帰宅し家事、育児ができるように考えています。男
性も家事、育児ができるような形に変えなければい
けません。
　我々食品業界の役割は元 「々栄養摂取する」、「調
理を支える」、「新しいメニューを提供する」、「品質
を保証する」という従来の役割以上に「1人で食べ
ていると人のことが分からなくなる」と言われてい
ますので、社会的役割として家族や人と人をつなげ
る共食、女性の社会参加を促進させて、一次産業を
支え、日本の食を守ります。
　元 、々味の素㈱の創業が1909年で「うま味を通
じて美味しく食べて、国民の栄養を改善する」とい
う社会的な目標を持って、科学者の池田菊苗と事
業家の鈴木三郎助が一緒に始めました。我々は現

在も美味しく栄養を摂ることを通して世界の各地
の健康に貢献し、持続性食資源、健康な生活に向
かっています。これらを昔から行ってきて、これから
もより深くやっていきたいと思っています。
　食は栄養だけではありません。お腹が空いたから
食べるだけでなく色んな役割があります。食は生き
る栄養ですが夫婦、親子、家族、仲間、人と人、国と
国までつなげます。また、食は人をもてなし、食は経
験で記憶です。記憶にあるものだから「美味しそう」
と思えるのです。みなさんの頭の中にはそういう情
報が詰まっているので、瞬時に食べていいのかどう
か、美味しそうか不味そうなのかわかります。
　食はローカルで、戦いでもあり、また政治でもあ
ります。首脳同士が食事をするのも、より深く知り
合うことでもあるので食は政治そのものです。そし
て食は神仏への感謝であり、風土、文化です。和食
は日本の風土がつくるものです。
　和食は日本の文化そのものです。日本人が長い
間に取得し伝達された精神性、暮らし方だと思いま
す。日本の風土については、海と山と里、これが日
本の風土の特徴です。黒潮、親潮の流れる海に囲ま
れて、発酵食品がよくでき、質の良い河川がたくさん
あるので水を調理に使いやすいです。はっきりした
四季があります。そして神仏への信仰も非常に重要
です。自然を尊重して神に感謝してまた収穫を感謝
し、漁の無事を祈ります。新しい季節を祝います。
　また、文化的なところでは、しつらえや季節ごとに
食器を変える文化は世界中にありません。目的別に
食器を変える文化は日本から世界に広がっていま
す。少し前まで西洋料理には丸皿しかありませんで
した。四角いお皿は日本から出ていった文化です。
もてなすというのは、お互いに思いやる心です。「い

ただきます」は神様への、「ごちそうさま」は作って
くれた人への感謝です。和食は和色でできていま
す。和色は日本人の風土と、文化から生まれた日本
人の暮らし方を象徴するものです。
　和食が世界無形文化遺産に登録されましたが、
遺産になったのは無形文化です。メニューではない
暮らし方が遺産になりました。従って我々がこれを
伝承しなければいけません。それができなければ取
り消されてしまいます。我々は2千年の歴史がある
和食を大事にしていかなければいけませんし、より
良くして変りながら守っていくことが必要だと思い
ます。
　ブリア・サバランというフランス人が言った「Tell 
me what you eat, I can tell you what you 
are.（あなたが食べているものを言ってごらんなさ
い。あなたがどんな人か言ってみせましょう）」とい
う言葉があり、食べるものはその人を表すというこ
とだと思います。私はそれに「誰と一緒に」「どこ
で」「いつ」「どうやって」と付け加えました。そして、
小説家の開高健は「心に通じる道は、胃を通る」と、
食べ物はただ食べるだけでなく、単に栄養を補給す
るものでもなく、それを通して仲良くなるということ
を見事に言っています。
　イギリスの諺で「You are what you eat.（食
は生きる基本）」とあり、その通りだと思います。味
の素は「Eat Well, Live Well.」と良く食べ、良く
生きるという事をスローガンに世界に貢献していき
たいと思います。

第1部 基調講演

「何故・人は食べるのか～食の多面的な役割を考える～」
味の素（株）代表取締役会長　伊藤 雅俊 氏
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　今はメタボリックシンドローム、心筋梗塞、脳梗
塞、虚血性心疾患など、我々の周りで色々な病気が
流行り始めました。あえて流行り始めたと申し上げ
ましたが、実は1965年から1985年までの20年間
が1番バランスの良い食生活を我々は行っていたと
いうことが、段々わかってきました。1965年以前の
食生活はイモや米という穀類、米類、芋類などの炭
水化物が中心となり、全体の77％を占めていまし
た。そして、低脂肪で低たんぱく質なものを食べて
きたのが日本人でした。ところがそれ以降は高たん
ぱく、高脂肪でそれまでの日本人にとっては不都合
な食べ方もし始めました。脂肪を多く取り過ぎ、そ
してたんぱく質も多く取り過ぎ、1985年代に気が
つくと外国風の食を大分口にしてきたのです。
　みなさんが日頃食べているものの中で、本来の日
本料理というのはどのくらいあるでしょうか。和食
を無形文化遺産に登録させるために、今からちょう
ど5年くらい前に委員会ができて、その時は「和食」
ではなく「日本料理」と言っていました。
　2年前に一般社団法人和食文化国民会議という
組織が出来ました。そこで私は議長を務めており

「和食の定義」を世の中に広める仕事をしています。
何故広める必要があるのかというと、「ラーメンと
は和食なのか」、「たこ焼きは和食なのか」、「カレー
ライスは和食なのか」とよく聞かれるので、日本の
文化の中で培われ、ある程度歴史として、今まで
我々の目の前に現れた食べものを、和食として定義
した方がいいということで「和食の定義」を作りま
した。この定義はほぼ99％変わることはないと思
います。
　無形文化遺産に登録された和食は、一汁三菜を
基本にしています。一汁三菜はお米と汁物と3種の
おかずが組み合わせてあり1つの形となっていま
す。これらは非常にバランスが良く、食を進めること
に適した形ではないかと言われています。定義には

「伝統的なすしや郷土の食はもちろん、日本で育ま
れ培われて日本人の生活に定着しているものは和
食の範囲に加えてよい」とあるので、「たこ焼きは
和食なのか」と聞かれたら「範囲に入れても良いの
ではないか」と答えています。
　外国ではたこ焼き、お好み焼き等の粉ものが流
行っています。その理由として、ヨーロッパなどでは
料理の中に砂糖を入れません。明治時代あたりにフ
ランスのシェフのエスコフィエがフランス料理の方
程式を決めました。その時、料理に砂糖を入れない
というのも決めたようです。ところが日本の料理は
最初から色々なところで砂糖を使います。たこ焼き
や焼きそばなどにはソースをかけます。ソースには
砂糖が使われており、海外の人たちはその甘さに惹
かれたのです。
　和食文化の特徴として、和食は行事食として昔か
ら脈 と々続いた食を今に伝えています。そして自然
の美しさや旬を体の中に取り入れていました。昔は
旬を「はしり」「さかり」「なごり」の3つに分け、そ
の時期ごとに楽しんでいましました。例えば、茶碗蒸
しでは旬によって中の具材が変ります。夏祭りの頃
には鱧がさかりの頃で入っていて、鱧がなごりの頃
になると松茸が出てきて、その頃の茶碗蒸しには鱧

と松茸の両方が入り、1つの器の中で季節の移り変
わりを楽しむことができます。この様な言葉が日常
的に普段から使われてきていましたが、近頃はあま
りその言葉を聞きません。現在、ほとんど食卓では
食事をしながらテレビを見ている人や、食べ物に関
してあまり関心がない人も多く「こしょく（孤食、固
食、個食、小食、濃食、粉食）」などという言葉も出て
きました。
　その他の特徴としては、健康的な食生活を支え
る栄養バランスが良く、先ほどの一汁三菜ですが、
海外の人たちはこれを「随分量が少ない」と捕らえ
ています。しかし、海外でも普段からコース料理な
どを食べている人はほとんどいなくて、私も海外で
生活していましたが、一汁三菜に当たるくらいの量
でした。量は非常に大事で、今もう一度1965年から
1985年の頃の食べ方に戻れば、伝統的な食べ方と
今の海外の新しい食べ方が組み合わさり、バランス
が良くなって量が偏ることもないと思います。
　日本の教育は「知育」「徳育」「体育」が基本で
すが、今それらが崩れてきたので、それらを支える
のが食育ではないのかということで食育基本法を
作りました。そして、今は80％が核家族になりまし
た。祖父母と暮らす機会がほとんどないのです。実
は祖父母がいることで、その家の伝承、家風など子
育ても含めそれらを引き継がせる役目をしていたの
です。私が食育基本法を作ったのはそれが崩れてき
たからでもあります。なんとかして戻したかったので

すが、核家族化は進むばかりです。
　5年前にロンドンオリンピックのお手伝いに行き
ました。JOC と IOC の方々からパーティを開く際
の段取りを依頼されたからです。その時「オリンピッ
クレガシーはオーガニック（有機栽培）でなければ
いけない」という言葉を聞いて、はたして日本の食
は大丈夫なのかとショックを受けました。
　オーガニックでなければいけないのは野菜や果
物だけでなく肉も魚もということでした。当時開催
国であった英国にはどれくらいあるのか調べたら、
耕地面積だけで56万ヘクタールありました。日本の
場合、当時の有機栽培の割合はかなり低く、「農薬
を使用していないから値段が高い」という認識くら
いしかありませんでした。また、アスリートたちの大
半はオーガニック食品を食べています。これはドー
ピングを未然に防ぐ意味もあります。ですが日本で
オーガニック食品を食べているアスリートはまだ少
ないのです。
　和食文化国民会議では、11月24日を和食の日
と制定して、昨年から小学校を対象に、その日は給
食の時間に出汁を味わってもらい、和食文化に興味
をもっていただく機会を設けました。今年は対象校
を更に広げ普及活動を続けています。そして無形文
化遺産に登録された日である12月4日を忘れない
為に、全国各地で和食文化を保護・継承に取り組む
方々の会合の場として「1204和食セッション」を開
催しています。

第1部 特別講演

「和食の魅力と地域振興」
学校法人服部学園　理事長　服部 幸應氏
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　私は行形亭という日本料理屋を営んでおりま
す。私どもの料亭は門を潜り、お座敷に向かう途中
で池の上を渡ります。元禄の頃に池の脇で茶店を
始めたのがこの料亭の始まりと言われています。
　日本料理屋というのは当たり前に日本の文化が
集まっている場所です。最近では日本料理屋とい
うものを、海外旅行に行くよりも遠い所と思ってい
る方がよくいらっしゃいます。毎日来るような所で
はありませんが年に一回とか、記念日、歳祝いな
どにこのような日本料理屋は利用される場所だと
思います。料亭には日本料理も含め、畳、掛け軸、
花が活けてあり、日本建築など日本文化が全て集
まった所だと思います。多少高額ではありますが、
玄関から入り、お座敷にたどり着くまでの空間全て
を楽しんでいただけたらと思います。130畳ある広
間は、2016年に行われました G7農業大臣会合
でも使われました。
　日本料理屋に欠かせないのが芸妓で、新潟には
古町芸妓があります。よく「縁のない世界」と言わ
れることもあります。しかし、おもてなしを受ける
際は肩肘張らずに、芸妓さんたちと一緒にお座敷
を楽しんでいただきたいと思います。新潟には昭和
62年に全国初の芸妓の育成、派遣を行う柳都振
興という会社が立ち上がり、来年で30週年を迎え
ます。今は12人の若手芸妓を含む27名がおり、こ
れだけの人数を抱えている花柳界は全国でも多く
ありません。仕事柄色んな花柳界を見にいきます
が、新潟には新潟市無形文化財の第1号である市
山流があり、それが新潟花柳界の技を確固として
いると思います。
　新潟市は戦火にあっていませんので行形亭含
め、いくつかの日本料理屋では100年以上経った
建物で商売をしています。100年以上経った建物
で商売をしている日本料理屋は全国で100店舗あ
りません。東京では花柳界はありますが、戦火に

あっているため100年以上経った建物で営んでい
る日本料理屋はないと聞いています。新潟はそれ
らも含めて、お米など様々な食材が豊富にある土
地なので、新潟という土地に済む方たちが新潟の
食の良さや、花柳界の良さ、新潟にある日本文化の
良さを、もっと認められたら海外からも沢山の方々
に来ていただけるのだと思います。
　日本料理屋というのは色んな方々に支えられて
おり、老舗というのは常に変わり続けています。私
たちの家訓には「一歩進むな、半歩遅れるな」とい
う言葉があり、時代に合わせてお客さまのニーズ
に応えながら、少しずつ進んで行かなければなら
ないと思います。
　大学時代にお寺に修行に行ったことがあり、そ
のお寺の方から「珠玉のように」というただ磨き上
げることで生み出される美しさがあるという意味
で、とても良い言葉をいただきました。行形亭も、
建物は古いのですが、それを更に磨き上げて良さ
をもっと出していきたいと思います。

　日本のお酒の歴史について文献によれば、紀元
前四世紀頃の縄文時代末期から弥生時代初期に
稲作が日本に伝わりました、それに伴い米を原料と
する酒造りが始まったのではないかと言われていま
す。作り方としては「くちかみの酒」といわれ、煮た
米を口で噛んで唾液を酵母の代用として仕込んだ
といわれています。アルコール度数は4 ～ 5% では
ないかと言われており、今のビールくらいです。
　日本酒の製造工程は酒造好適米やみなさんが毎
日食べている一般米を原料米とし、それを精米して
白米に変え、蒸します。次に酒母と呼ばれる工程で、
蒸した米に麹や清酒酵母を入れます。その工程が
終わると大タンクに仕込み、だいたい20 ～25日間
発酵させます。その後、上槽という絞り工程を行う
と清酒が出来上がります。この状態を生酒と言い、
一般的に店頭に並ぶお酒は、この後に蔵内濾過を
して火入れ呼ばれる加熱処理を行い、タンクに貯蔵
し、出荷前に濾過、割水を行って最後に瓶詰し出荷
という工程が行われます。
　酒造好適米として新潟県では越淡麗、五百万石
等で、その他有名なお米は兵庫県の山田錦など、全
国では190種類以上の酒造好適米があり、各県が
しのぎを削っていい米を開発しております。
　国内の清酒メーカーは全国で約1500社あり、そ
の内約1400社が営業しております。新潟県では新
潟県酒造組合に加入している蔵元は90社です。新
潟市では現在15社の蔵元あり、その他味噌、醤油、
ビール、ワイナリーがあり、どのメーカーも頑張って
おります。
　国内の製造及び出荷数量が1番多いのは兵庫県
の企業で、2番目が京都府、3番目に新潟県でこの
他に4位埼玉、5位秋田と続き、上位3社だけで日
本のシェア53.6% を占めています。
　新潟酒造組合では20数年前より、「淡麗辛ロタ
イプ」の酒を全蔵元が一丸となって全国に押し進め
て来ました。結果、新潟の酒はおいしい、旨いとい

われ現在に至っています。
　塩川酒造では海外向けに肉に合うお酒として「カ
ウボーイ」、魚に合うお酒「フィッシャマン」を作り、

「カウボーイ」は世界16 ヶ国に輸出しております。特
にアメリカ、カナダ、オーストラリア、ニュージーラン
ド、東南アジア、ヨーロッパなど肉の消費量の多い
国に輸出しております。
　新潟県の酒造組合に登録している蔵元で海外に
輸出している国の合計は約70 ヶ国です。その中で
も上位輸出国はアメリカで2位が韓国、3位は台湾、
4位が香港、5位中国となっております。金額ベース
だと1位がアメリカで2位が香港になります。また、
最近伸びている地域は東南アジアで、特にシンガ
ポール、インドネシア、ベトナムです。
　醸造の現状と未来について、醸造業界は厳しく、
先の見通しが悪く、アルコール飲料の消費は減少
し、逆に伸びているのはリキュール類大手メーカー
の商品、容器等の開発 ( 醤油メーカー ) などです。
　今後の展望と未来について、私たちの業界は良
い商品を開発提供すれば伸びる要素はありますが
一朝一夕では無理だと思います。今後更に地元の
消費の拡大を広げ、海外展開に目をむけて行かな
ければならないと思っています。

第2 部 パネルディスカッション「新潟和食の魅力と世界への発信」 第2 部 パネルディスカッション「新潟和食の魅力と世界への発信」

「新潟の料理人が語る新潟の和食の魅力と歴史」
日本料理 行形亭 １１代目　行形 和滋氏

「新潟の清酒の魅力と海外進出」
新潟県酒造組合　理事　塩川 英男氏
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　いくつかのキーワード挙げ、それについてお話し
ます。
　先ず「第5位」というキーワードで、新潟県は全
国第5位の面積があります。だいたい北陸三県くら
いの面積です。新潟県はものすごく縦に長く、広大
な面積で色んな作物が作られています。
　次に「1166本」は、河川の本数です。広い面積
の土地に千本以上の河川が流れています。稲刈り
が終わり、雪が1,000m 以上の山に降り積もり春
になると山に染み出して、またそれが川に入り、畑
や田んぼを栄養豊かにして、我々の血管のような非
常に重要な役割をしています。
　「635.6km」は海岸線です。新潟は島が佐渡ヶ
島と粟島の2つあり、非常に海岸線が長く、沢山の
魚介類、海藻などが取れます。
　「海の中の2つの山」は、新潟県には佐渡海嶺と
奥尻海嶺という2つの海嶺があり、それが海面上
に出ているのが佐渡ヶ島と粟島なのです。海の中
が起伏に富んでいることの良さは、浅い所、深い所
の生物がいて「日本海沖で生態系が完了する」と
言われるくらい豊富な種類の魚種が沢山います。
　「38度」は緯度です。38度線は新潟県の上の方
を通っていて、植物や動物にとってものすごく大切
な線です。北のものと、南のものが丁度入れ替わる
地点です。その丁度間にある新潟県は作物が濃い
所です。
　「りんごとみかん」は、りんごとみかんが両方とれ
る地域は新潟県だけだそうです。先ほどの「38度」
を証明しているかと思います。
　「－10℃　－40℃」は気温です。この厳しい温
度差というのが作物にとって独特の風味を与えた
りしています。
　「東日本と西日本の食文化」は、各県の食文化は
大体一緒ですが、新潟県の食文化は混ざっていま
す。佐渡が西日本、それ以外が東日本の食文化に
分かれています。
　「県内は4つ」は、新潟県は大きく分けると上、中、
下越、佐渡に分かれていて、山形県に接している下
越地方は山形の食文化の影響も受けており、上越

地方は富山の食文化の影響を受けています。
　料理について「対比と同化」ですが、実は料理は
対比と同化の2つの種類しかありません。あるメイ
ン食材に別のものを持ってきて対比させて料理を
作って行くのか、メイン食材に対して同じ様な味を
持ってきてより味を増幅させるかという2つしかあ
りません。
　「積極的に言葉や文へ」は、私も接客業とかして
いたこともあり、これができないとお客さんに上手
く伝わりません。「おいしい」だけでなく何故美味
しいのかというのを積極的に食に携わる側が言葉
や文などで、コミュニケーションをとっていく必要
があるのではないかと思います。
　「今昔」について、私は伝統野菜に取り組んでい
て、今研究会を立ち上げ昔100種類くらいあった
伝統野菜を復活させて、みなさんの食卓に届けた
いと思っています。
　最後に「美味しいのその先へ、前へ」ということ
で、他県では何故美味しいのかという科学的な証
拠、エビデンスを持ってきて説明する動きもありま
す。新潟県はお米、お酒が美味しいと言われていま
すが、単なる美味しいではなく、何故美味しいのか
を合理的に説明できないと、これから先はいけな
いと思います。

　私のモットーは「定番の美味しさの中に感動・サ
プライズのある料理を」で、常に心がけながら新し
い料理作りを目指しております。
　私が働いている香港での業務内容は、ほぼ日本
と同じですが、一番大変なのは香港人、フィリピン
人、中国人など国籍の違う人たちをどうやって指導
するかです。
　通訳を介しても伝わりにくいことが多く、また通
訳との信頼関係がないと彼らの解釈が違っていて、
通訳の意味がなされないこともあります。自分が一
生懸命仕事に取り組む姿勢を見せることで、信頼関
係が生まれていくのを強く感じました。
　香港の仕事事情としては、賃金や就業時間等の
条件が良いと直ぐに転職してしまいます。就職から1
年経って年末手当を貰うとあっさり辞めていくこと
もあります。
　香港の風土は温暖な気候で、周りを海に囲まれ
ていますがあまりキレイではありません。外は暑い
ため、室内では冷房が必須で尚且つ寒いくらい利い
ていています。
　農産物の環境は、中国野菜などは香港食物衛生
管理局の認定の元で輸入されています。しかし、野
菜を扱う時は流水で30分以上流し続けなければ
ならなかったり、生食はせずにニンニクと炒めて食
べられたり、レタスなども茹でてオイスターソースを
たっぷりかけて食べられます。野菜は大きな市場な
どで購入され、価格も安いのですが、鮮度の良いも
のとそうでないものとが一緒に並んでいるので見
極めが大切です。地元のスーパーでは日本食材が常
設されているコーナーもあるので、一般的な野菜は
手に入りやすいです。また百貨店の食材売り場には
日本産のお菓子やレトルト食品など、色んな食材な
どが手に入ります。
　嗜好と食事スタイルは、サーモンにカキ、トロマグ
ロなど脂っぽいものが好まれており、抹茶、明太子、
ゆず等も好まれて食べています。基本的にお酒をあ
まり飲む機会が少なく、食事の時はお茶が多いよう
です。

　健康意識は高く、漢方医学を尊重していて、体を
冷やす食材、温める食材等の組合せを考えながら
食べています。好きな食べ物は刺し身やウニなど
で、色んな国籍の人がいるので食べ方も多様です。
　香港での日本食の認知度は安心、安全で人気が
あります。香港に限らず和食といえば寿司、刺し身、
天ぷら、すき焼きなどが人気で、日本のウィスキー
の専門のバーや日本酒のバーなどが増えています。
和食店の店舗数も5年前から比べると600店舗か
ら1200店舗となり、既に飽和状態です。反面、家賃
の高さから契約更新時に閉店、移転、規模の縮小と
いうケースも非常に多いです。また、日式と呼ばれ
る香港人がオーナーで、日本人スタッフのいない日
本料理店の増加とレベルアップが注目されていま
す。
　新潟の存在については、今まであまり印象は無
かったようですが、最近頻繁に日本に訪れている人
たちが都会に飽きてきて四国や北陸、新潟の方にも
足を運んできているので、認知され始めています。
　このような中で、私たちは新潟の郷土料理、地酒
をコンセプトに香港のみなさんにアピールしていま
す。お米、お酒の評判が非常に良く、それを機会に
新潟に訪れてみようと興味を持つお客さんが増えて
きています。今後の新潟の知名度アップに期待して
います。

第2 部 パネルディスカッション「新潟和食の魅力と世界への発信」 第2 部 パネルディスカッション「新潟和食の魅力と世界への発信」

「新潟の食材の魅力とその活かし方」
食と料理の研究家／ 6 次産業化プランナー／野菜ソムリエ　木村 正晃氏

「香港の食事情と和食と新潟」
よね蔵グループ　海老の髭　香港 CWB 店　料理長　高見 信和氏
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新潟和食の交流会「新潟和食の夕べ」

　　今回の全体テーマである和食の実践編として、にいがた日本料理勉強会雪ひらの会の協力の元、新潟
の老舗料亭大橋屋を会場に、新潟の旬の食材を使って新潟和食の交流会「新潟和食の夕べ」を開催した。
　トークセッションではこの日のために考案された料理や、その料理に合わせるために市内の酒蔵から選出
したお酒の説明、新潟の日本料理を伝えてゆく取り組み等、各出演者からお話しいただいた。
　各出演者の豊富な話題は大変興味深く、和食は単に食のみに限らず、それらを取り囲む器や季節に合わせ
た会場の演出等も含めた複合的なものであり、正に日本の文化の1つを象徴しているのだと再認識できた。

トークセッション出演者：
日本料理大橋屋　　　代表取締役　大橋 正明 氏　　　礎町 秋やま　主人　　秋山 武志 氏
新潟調理師専門学校　教頭　鍵冨 茂 氏　　　　　　　地酒防衛軍吉川酒店　隊長　吉川 章大 氏

協力：にいがた日本料理勉強会　雪ひらの会

オニオンスッポンスープ

刺し身（寒鰤・ふなべた・あおり烏賊）
お酒（越乃梅里　大吟醸生原酒）

秋のっぺ
お酒（越乃寒梅　大江山）

胡麻豆腐正油あんかけ
湯葉

新之助・鮭子正油漬
味噌汁

深雪餅豚角煮
お酒（COWBOY）

抹茶豆乳ゼリー

□ 日 時：2016年11月10日（木）～11日（金）
□ 場 所：朱鷺メッセ　新潟コンベンションセンター
　　　　                  ４階 国際会議室（マリンホール）

アカデミックステージ

「健康と食品に関する新潟国際会議2016 」
～日本および海外の食文化における機能性成分と健康～

真鱈雲子ポン酢（左上）
吹き寄せ（紅葉麸・いちょう芋・銀杏・栗煎餅・南蛮海老真
丈揚げ・アンポ柿のクリームチーズ）（中）
かき合え生酢（右下）

献 立
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フードフォーカスinにいがた2016 
アカデミックステ ージ 総 括

　健康と食品に関する新潟国際会議（ICFHN2016 ）では、ユネスコの無形文化遺産にも登録された「和食」
の重要性および科学的役割を理解するため、また、和食を構成する食材の多くを高い品質で提供している新
潟の役割を明確にする目的で、国内をはじめフランス、アメリカ、オーストリア、韓国からの専門家を招聘して
幅広い議論を行った。
　新潟は食文化の一大中心として発展を目指す活動を積極的に行ってきた。和食は健康の観点から世界の
注目を集めており、和食の科学的な評価による健康への特徴づけはいろいろな分野からのアプローチがなさ
れている。和食と他国の食事を比較してそれらの特徴づけを行うことも重要な課題である。本会議の目的は、
和食及び世界各国の食文化に造詣の深い研究者や、それらの食品に関係する様々な分野の研究者が集まっ
て議論を展開することを目的として、今後の新潟の食文化の発展に寄与できる内容が多く発表された。第８
回目の開催である今回は、国内外から計10名の研究者を招き、それぞれのセッションの中で参加者との議論
を深めた。また、30題のポスター発表があり、それぞれの研究成果を共有し議論する場となった。
　新潟は、我が国における食の台所と称され、安心・安全な高い品質の食材を提供してきたが、今回の発表
や議論にもあるような機能性の付加や、美味しさの追求に関しても更に展開する余地があると言える。また、
食育に関しても人々の健康維持・増進に寄与するとともに次世代への影響があることが科学的に明らかに
なったことから、今後の活動の参考になればと考えている。

大会長　石黒 正路（新潟薬科大学 副学長）
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　食事性ポリフェノールは様々な疾病を予防また
は改善することが知られてきた。近年増加してい
る肥満による高血圧、高脂血症、肥満をはじめとし
たメタボリックシンドロームの予防にポリフェノー
ルが効果を示すことも数多く報告されている。本
発表では、ホップに含まれるポリフェノールである
xanthohumol の抗肥満作用について議論した。
xanthohumol は、肥満に伴う腸内細菌叢変化を
正常な状態に戻すことで抗肥満作用を示すことが
発表された。

  Linus Pauling Lecture-2

西田　浩志
（新潟薬科大学 応用生命科学部 応用生命科学科 教授）

「新潟薬科大学による LPI 微量栄養素情報
センター日本語版の公開と今後」

　食品成分の機能性については様々な論文や研究
機関の報告により、書面やインターネット上で論述
されてきた。しかし、これらの情報をまとめて紹介
している場は多くない。米国では、オレゴン州立大
学で食品科学研究に長年携わってきたノーベル賞
受賞者でもある Linus Pauling 博士の名を冠し
た「Linus Pauling Institute (LPI)」において、食
品成分の機能性を集約して市民に利用してもらい、
人々の健康維持・増進に寄与することを目的として、

微量栄養素情報センターを創設した。本発表では、
その膨大な資料を新潟薬科大学応用生命科学部
の教員及び関連有志により日本語に翻訳した内容
について紹介した。

  Plenary Lecture

的場　輝佳
（関西福祉科学大学 健康福祉学部 客員教授／奈良女子
大学 名誉教授）

「和食文化の成り立ちとその継承」

　和食文化がユネスコの無形文化遺産に登録され
たことから、国内はもとより世界的にも和食に対す
る注目と期待が集まっている。白米はどんな料理に
も合うだけでなく、酒、味噌、醤油、お酢などの製造
にも必須であり同様に和食文化を演出してきた。し
かし、近年の家庭における料理離れの傾向は和食
文化の継承を妨げていることから、発表者は幼少
期からの料理への興味を大切にした活動を続けて
いる。子供の頃の食体験も嗜好性においては重要
な位置づけでもあるため、和食を子供たちと作る場
を増やすことは重要である。本発表ではこれらの活
動状況について報告し、議論した。

アカデミックステージ（1日目） アカデミックステージ（1日目）

11月10日（木）

  Presentation-1　

門脇　基二
（新潟大学 副学長／大学院自然科学研究科（農）教授）

「米の新たな健康機能性」

　米は日本人の主食としてありながら、その機能性
について十分に調べられていなかった。これまで米
糠に含まれる栄養分析等は進められてきたが、白米
についての機能性分析に絞った研究は多くない。本
発表では白米に含まれる糖質ではなく、タンパク質
の機能性に着目した研究を紹介した。米タンパク質
は糖尿病に有効な消化管ホルモン GLP-1の分泌
促進効果を示すと同時に、腎臓病透析患者の食事
療法に効果的である可能性があることが明らかに
なった。健康な日本食素材として、白米の新たな可
能性について議論した。

  Presentation-2　
 Kyung-Hyun CHO

（韓国・ヨンナム大学 生命・応用科学部 医用生物工学
分野 教授）

「Treatment of Metabolic Syndrome 
via Enhancement of HDL Quality by 
Rainbow Policosanol」

　先進国では過食によるメタボリックシンドローム
が顕著になっており、韓国や日本など東アジアの先
進国でもその傾向は明らかである。本発表では、米
やサトウキビなど穀類の多くに含まれ、血中の善玉
リポタンパク質である HDL を増加させる効果を持
つポリコサノール（PCO）の機能性について議論し
た。特に高脂血症における PCO の摂取は、様々な
血液成分のバランスを整えたことから、高血圧や心
臓病など、脂質代謝異常を伴う加齢性疾患も抑制
できると考えられた。

  Linus Pauling Lecture-1　

Jan Frederik STEVENS
（米国・オレゴン州立大学ライナスポーリング研究所 
所長／教授）

「Polyphenols from Hops (Humulus 
lupulus) for treatment of metabolic 
syndrome」
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11月11日（金）

  Presentation-1

都築　毅
（東北大学大学院 農学研究科 准教授）

「日本食の健康有益性評価」

　日本は世界一の長寿国であることは周知であ
る。そこに日本食が大きく貢献していることは想像
に難くないが、個々の成分だけで無くメニューまる
ごとを総合して生体への影響を評価した例はこれ
までなかった。本発表では年代毎の日本食（1960
年、1975年、1990年、2005年頃）を代表するメ
ニューを管理栄養士の指導の下作成し凍結粉砕し
たサンプルを老化モデルマウスに摂取させた結果
を紹介した。最も寿命が延びたのは1975年代の日
本食であった。この要因は複雑で解析するのは容
易ではなかったが、少なくとも健常人ではストレス
軽減、運動機能向上、BMI 改善などの効果がみら
れること等が議論された。

  Presentation-2

伊藤　美千穂
（京都大学大学院 薬学研究科 准教授）

「それは食品か医薬品か？─いわゆる食薬
区分に関する話題から─」

　我が国の法律では、食品は食品衛生法に定めら
れており、医薬品を規定する薬機法にもとづく日本
薬局方に収載されていない事が条件となる（食薬
区分）。一方、特定保健用食品や栄養機能食品、さ
らに2015年度より設置された機能性表示食品な
どの保健機能食品の市場は、国民の健康志向の高
まりと共に大きな市場となっているが、薬機法に抵
触する可能性がある健康食品も多く出回っている。
本発表では、これらの具体例を示しながら、また海
外の例とも比較しながら、我が国の現状と今後の
政府の方針についても紹介・議論した。

  Presentation-3

Jean-Marie BARD
（フランス・ナント大学 薬学部 栄養生化学分野 教授）

「Potential benefits of seaweeds for 
cardiovascular disease prevention」

　ヨーロッパでは近年、植物由来の健康食品として
注目を集めるようになってきた。しかし、フランスで
はその消費量はまだ多くない。本発表では、海藻の
持つ機能性を明らかにすることでフランス国内及び
欧州連合における海藻の消費市場拡大を目指すた
めの取り組みを紹介した。海藻摂取により高血圧お
よび高脂血症が改善することが示された。ヒト試験
では血中 LDL コレステロールの低下と酸化 LDL
の減少が認められたと同時に、肥満予防や糖尿病
患者のインスリン抵抗性を改善する可能性も示唆
されたことについて議論した。

    Presentation-4

Karl-Heinz WAGNER
（オーストリア・ウィーン大学　栄養生化学分野　教授）

「Nut r i t ion  and Aging  -  wh ich 
Biomarkers reflect the Nutritional 
Status」

　老化を評価する際は様々なバイオマーカーが用
いられているが、個々の生活習慣や栄養状態が異
なる状況では、画一的な評価を下す指標となるもの
は今のところ見当たらない。本発表では現在までに
発表された論文やヒト試験結果をもとに老化の指
標を科学的に示す糸口を探る議論を行った。発表
者は栄養状態の違いによる骨格筋のタンパク質構
造および酵素群の活性変化について老化との関連
性が認められるとして、議論を行った。

  Keynote Lecture

阿部　啓子
（東京大学大学院 農学生命科学研究科 特任教授／神奈
川科学技術アカデミー（KAST）プロジェクトリーダー）

「統合食品科学の新たな息吹 ─ とくに味覚
研究を例として」

　近年、食品の栄養性、嗜好特性、生理特性の３カ
テゴリーの「統合研究」が重要であると考えられて
いる。食品に含まれる味物質の一部は、口腔・胃・
小腸の受容体に働き、食シグナルとして神経系に伝
えられることで脳腸相関を成立させて食行動やエ
ネルギー代謝を制御する。食と健康における味覚の
重要性は、幼少期からの食育や次世代への健康な
体質の保存にも及んでいること等について、広く議
論した。

アカデミックステージ（2日目） アカデミックステージ（2日目）
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□ 日 時：2016年11月10日（木）
□ 場 所：朱鷺メッセ　新潟コンベンションセンター
　　　　                  ４階 国際会議室（マリンホール）

ガイダンスステージ

第9回市民公開講座　新潟「食と健康」フォーラム
健康で長生きしましょう
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1943年福島県の酒造家出身。
東京農業大学名誉教授。農学博士。専門は食文化論、発酵学、醸造学。
現在、鹿児島大学、琉球大学、広島大学院医学研究科ほかの客員教授を務める。
特定非営利活動法人　発酵文化推進機構　理事長、「和食」文化保護・伝承国民会議委員（農水省）、全国地産地消推進協
議会会長（農水省大臣官房）など。
食に関わる様々な活動を展開し、和食の魅力を広く伝えている。
『食あれば楽あり』（日本経済新聞社）、『発酵食品礼讃』（文春新書）、『食と日本人の知恵』（岩波現代新書）、『食の世界遺産』
（講談社）執筆など多数。

1974年石川県出身。
2002年新潟大学医学部卒業後、新潟大学医歯学総合病院（研修医）勤務ののち、新潟県内の各医療機関で経験を積む。
2012年4月～2014年3月には新潟大学医歯学総合病院 腎・膠原病内科、農水省委託医農連携プロジェクト特任助教。
2014年4月～、新潟大学大学院医歯学総合研究科　病態栄養学講座特任准教授（現職）。

日本女子大学家政学研究科食物・栄養学専攻修士課程修了　（家政学修士）。
新潟大学大学院医歯学総合研究科地域予防医学講座社会・環境医学分野博士課程修了　博士（医学）。
［職歴］
・桜の聖母短期大学家政学科副手
・仙台市健康増進センター健康増進課
・新潟医療福祉大学設立準備委員を経て現職

フードフォーカスinにいがた2016 
ガイダ ンス ステ ージ 総 括

　フードフォーカスの中で市民向けであるガイダンスステージは、「健康で長生きしましょう」をキャッチフレー
ズに、多くの市民の健康志向がいかに大きな関心時であるかを証明する講座となり定着している。
　今回はメインテーマが和食なので、基調講演では和食の健康への関わり合いを発酵学の権威である小泉
武夫先生から、和食の代表でもある発酵食品という視点から健康に及ぼす効果を具体的な事例を挙げてお
話いただいた。
　また、医学的見地から見た「和食と健康」についての関係について腎臓病や糖尿病の研究の専門家である
新潟大学の細島康宏先生からお話をいただいた。
　そして栄養学の見地からみた「和食と健康」について効用や和食の魅力について新潟医療福祉大学の斎
藤トシ子先生からお話をいただいた。
　世界各地で和食が健康食と呼ばれ和食ブームがわき起こる中、ユネスコ無形文化遺産登録と相まって和
食が世界から健康食と認知され高い評価を受けて久しい。
　今回は身近な和食から健康との因果関係と効能について発酵、医学、栄養学の各面から貴重な講演をい
ただき聴講された市民の皆様には大変興味深く聞いていただいた。
　和食のイメージは新鮮、旬、地場産、発酵食品、乾物、干物が基本で五味、五色、一汁三菜、果物などを
あげられ、ユネスコ無形文化遺産への和食の登録を受け外国での日本料理の研究が盛んになり、国際学
会でも「うまみ」のセッションがあること、和食をこれからもグローバルな食事として守って行く必要性を指
摘している。
　3人の講師の皆様にはそれぞれの立場から和食と健康についての視点を変えての興味深いお話をお聞きす
ることができた。
　共通することはこの和食の持つ健康への効果だけでなく伝統や文化に裏打ちされた先人の工夫と料理方
法を今後伝えてゆく必要性を深く感じる講演会だった。
　まだまだ解明されていない「和食と健康」について今後も掘り下げ、農業を中心とする食料基地として和食
を中心とする新潟の食文化の発展を守り、発信する事が重要である事を再認識することができた。

公益財団法人　食の新潟国際賞財団
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　和食の基本は「一汁三菜」です。室町時代に確
立されました。この言葉の中に実は発酵食品が2
つ入っています。それが無いと和食は成立しませ
ん。「一汁」というのは味噌汁とごはんということ
です。味噌が1つ目の発酵食品です。「三菜」は3
つのおかずが必要ということで、その3つの中で1
つが特定されており、それは「香のもの」で漬物の
ことです。漬物が無いと和食が成立しません。漬
物というのは1グラムの中にものすごい量の乳酸
菌が入っています。
　和食は、世界一良い水で作ることができるとい
うのが最大の特徴の1つです。日本の水はものすご
く良い水だということが分かりました。何故日本の
水は良い水なのかというと、世界の水と科学的に
分析してわかったのは鉄分が少ないということで
す。食品科学では鉄分が多い水は酸化してしまう
のでよくありません。だから日本酒は海外の水で
は絶対にできません。お酒が赤く錆びて沈殿して
しまうからです。
　これは日本だけなのですが、調理する時にある
程度水分を飛ばさない為に、お釜やお鍋などの底
の深い物を蓋付きで使うのです。しかし海外では
フライパンか大きな底の浅い鍋しかありません。
戦後まではフライパンはほとんど炒る為にしか使
用されず普及しませんでした。何故かというとフラ
イパンは水分を飛ばす道具です。ところが日本の
和食の調理方は水分を抱き込むようなものばかり
だからです。
　味覚は5つ（五味）にわけられます。甘い、辛い、
酸っぱい、苦い、塩っぱい。これらが人間の舌が感
じるものだと50年前の生理学の本には五味とい
う表現で書いてあります。ところが今は六味になっ
ています。それは旨味です。これは日本の和食から
付きました。しかもこれは発酵食品です。鰹節から
できる出汁です。

　人間が口に入れる食べ物飲み物で、命のないも
のが2つしかありません。1つは水で、もう1つは塩
です。あとは全て命があります。それらに感謝して
食べることから、日本の和食は世界に類例のない
哲学的な要素を持っています。
　次の和食の特徴は健康に良いということです。
和食は何でできているかというと先ずは「根茎」。
ゴボウとか蓮根、自然薯、大根、株などの土の中に
生えているものです。2番目は「菜の葉」。白菜、ホ
ウレン草、小松菜などです。3番目は「青果」です。
青果の「青」は本来「漿（しょう）」という字で、ト
マト、きゅうり、瓜、スイカです。和食は季節によっ
て自然界から取ってきます。4番目は「山菜・茸」で
す。そして5番目は「豆（大豆）」です。我々は一日
中これを食べています。味噌汁で朝昼晩、納豆、豆
腐など本当によく食べられています。それから6番
目の「海藻」です。ひじき、わかめ、昆布などです。
世界中で海藻を食べる民族は日本人くらいです。
海外であまり食べられていないのは体が海藻をあ
まり受け付けない、消化できないのではないかと
言われています。そして最後は「穀物」です。米、麦、
蕎麦や雑穀などもこれに入ります。この7つが和
食の主材とし、肉、魚、卵を副材と考えます。
　これを見ると栄養学に詳しい方々は疑問を持ち

ます。なぜなら（動物性）たんぱく質がないとスタ
ミナが出ないからです。たんぱく質を摂取すると体
内の消化酵素でスタミナ源であるアミノ酸に変わ
ります。しかし日本人はスタミナが無かったいうわ
けではありません。昔の著書では、日本人は世界
3大労働民族であるそうです。何故そこまでスタミ
ナがあったのかというと、実はこの7つの主材の中
に肉があるからです。
　女子栄養大学が出した食品成分表があり、とて
も正確な成分表で文部科学省や厚生労働省も認
定しています。その成分表を見ると、和牛の平均
たんぱく質が17～19％で大豆のたんぱく質は16
～18％です。正に昔から言われている「大豆は畑
の肉」という言葉の通りになります。そこでこの冬、
元気に乗り切れるように、私が最近書いた本の中
に「江戸の健康食」というのがありますが、江戸
時代にものすごいスタミナ食が見つかりました。こ
の冬寒くなって「風邪かな」と思うような人、それ
から最近疲れがひどい人におすすめするのが、味
噌汁に豆腐を入れて、納豆を叩いて挽き割りにして
入れて、それに油揚げを乗せたものを1日朝夜2杯
飲みます。これはものすごい栄養源です。大豆＝肉
と考えると肉汁（味噌汁）に肉（たんぱく質）が3
つも入っていることになります。鹿児島大学に私の
管理栄養士の友人にこの味噌汁を現代の食に照
らし合わせた場合、有効たんぱく質はどれくらい

取れるか尋ねたら、1日平均の肉の摂取量よりも
上でした。これを現代の食に例えたら、スープに牛
肉、豚肉、鶏肉、羊肉を入れたものでたんぱく質は
同等になりますが、摂取を一週間続けたらコレス
テロールと中性脂肪がとてつもなく多くなります。
またこの味噌汁にも味噌と納豆の発酵食品が2つ
入っています。日本人はいざとなったら発酵食品頼
みになってしまうかもしれません。
　最近和食が減っていることから色々な弊害が起
こっていると言われています。例えばだいぶ前の
資料ですが、小中高校生の暴力事件が増えてきて
いるという新聞記事がありました。和食は繊維質
が多く、植物は育つ時に土からミネラルを吸収して
育ちます。植物の主食はミネラルで、それを摂取し
なくなった現代ではアドレナリンの分泌が激しく
なってきているのではないかと思います。
　和食というのは我々日本人に与えられた素晴ら
しい食べ物です。今の子どもたちにも和食の素晴
らしさをどんどん伝承していって、次の世代の人た
ちに元気になってもらうということが一番大切で
はないかと思います。

第1部 基調講演

「発酵食品と和食と健康」
東京農業大学 名誉教授　小泉 武夫先生
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　「医学から見た和食と健康」というテーマですが、
たんぱく質を中心にお話させていただきます。たんぱ
く質を多く含む食品として肉、魚、大豆などが挙げら
れますが、体内でのたんぱく質の働きは「1. エネル
ギー源になる」「2.体の組織をつくる（筋肉・内蔵・皮膚・
血液など）「3. 体を調節する（酵素やホルモンになる）」

「4. 体を守る（抗体をつくる）」などがあります。このよ
うに、5大栄養素（炭水化物・脂質・たんぱく質・ミネ
ラル・ビタミン）の中でもたんぱく質の働きは他の栄
養素と比べても多く、とても大事なものです。たんぱ
く質がないと人間は正常に働きません。
　たんぱく質の摂取が不足すると筋力の低下が起こ
り、サルコペニアなどから寝たきりの状態になること
もあります、さらに病気やけがをしやすくなるだけで
なく、イライラや生理不順などの症状が起こることも
あります。一方で、過剰な摂取をすると脂肪として蓄
えられて肥満の原因になり、腎臓の負担にもなりま
す。たんぱく質は多すぎず、少なすぎず適切な量を摂
取することが重要だと思います。
　和食というもの考えた時に1つキーワードがある
かと思います。それは米です。特にここは新潟県です
ので米について考えてみたいと思います。米はそのほ
とんどがでんぷんから出来ていますが、米ぬかと胚
乳のいずれにも約1割程度のたんぱく質が含まれて
います。そして、驚くべきことに日本人が最も多く摂
取している植物性たんぱく質はこの米由来のたんぱ
く質です。豆類からも摂ってはいますが、最も多いの
は米由来であります。しかし現在、この米類からのた

んぱく質の摂取量
が年々減少してお
り、今後の要検討
課題と考えます。
また、大豆たんぱ
く質は抗 メタボ
リックシンドローム

（メタボ）効果が
報告されています
が、米たんぱく質
にもこれと同様の効果がないか期待されています。
　食事中にたんぱく質を食べる順番はいつが良いの
でしょうか。食べる順番で血糖値がどう変わるかでご
説明します。糖尿病患者さんに対して先に「ごはん」
を食べて後から「野菜」を食べるグループと、先に「野
菜」を食べて後から「ごはん」を食べる2つのグルー
プに分けて、血糖値がどのようになるのかという報告
がありました。結果は先に「ごはん」後に「野菜」の方
に比べ、先に「野菜」後に「ごはん」の方が明らかに
食後の血糖値は低いというものでありました。
　この研究をされた先生方は、最終的にどのような
順番で食事をしたら良いか（血糖値の抑制に効果が
あるか）について、「先ず野菜を食べて、次にメイン
ディッシュ（たんぱく質）を食べて、そして最後に炭水
化物を食べる」ということを論文にまとめられていま
した。このような順番で出てくる食事で思い出される
のは懐石料理です。先ず前菜が出てきて、次に肉や天
ぷら、焼き物などのたんぱく質が出されて、最後にご
はん（炭水化物）が出てきます。ゆっくりと楽しい会話
をしながら食事をすることが良いと思われますが、食
後の血糖値を考えた場合、このような順番で食べる
ことが日本人には合っているのかもしれません。
　京都大学名誉教授の家森幸男先生が「長寿に秘
薬はない。風土にあった伝統的な食生活にこそ長寿
の秘訣がある」と仰っておられますが、まさにその通
りかと思います。和食の更なる研究が進んでいくこと
期待しています。

　まず、栄養とは何でしょうか？　栄養とは「食べ
ること（食）を、生きること（命）に“結ぶ”もの」の
総称です。具体的には、エネルギーや栄養素（たん
ぱく質、脂質、炭水化物、食物繊維、ミネラル、ビタ
ミン等）を食事から摂取し、命（楽しく健やかに生
きるという意味も含まれています）を育んでいると
いうことを前置きいたします。
　本日は、栄養学から見た和食と健康がテーマで
すので、まず、和食の食材と栄養の特徴を見てみま
しょう。和食の代表的な食材は、米、麦、根菜、野
菜、青果、山菜、きのこ、海藻、大豆、魚などですが、
これらは全て植物性のものであることから、低脂
肪、低エネルギーであるというのが栄養的な特徴
です。女子大生を対象とした日本の調査によると、
ごはん食の回数が増えると、パン食摂取時よりも、
大豆、魚、野菜、肉など摂取量が多くなる一方、総
脂質、飽和脂肪酸（動物に入っているような脂）は
少ないという研究データが出ていることから、ご
飯食のほうが、満遍なくいろいろな食品が摂取で
きるようです。
　生活習慣病を予防するための当面の目標量（た
んぱく質、脂肪、炭水化物のエネルギーの割合はど
のくらいが良いのかという事や、飽和脂肪酸の量は
どのくらいが良いのか等）が、厚生労働省で決めら
れていますが、平成26年度の国民健康栄養調査の
結果では、飽和脂肪酸と食塩量が多く、穀類や野
菜、果物に多く含まれている食物繊維やカリウムな
どは少ない状況です。栄養素摂取と高血圧との関
連を見ると、高血圧は、食塩の摂りすぎやカリウム
の摂取不足によっても、起こりやすいことがわかっ
ています。さらに、日本の調査で女子大学生を対象
に、日本食と抑うつ症状との関係を調べたものがあ
ります。そこでは、和食（ご飯、みそ汁、大豆製品、
魚介類、緑黄色野菜、肉類、海藻、きのこ、漬物、緑
茶等）の摂取量を得点化した結果、得点の高い群は
そうではない群より、抑うつ症状を有する人たちが
少ない等、和食は、精神的なところにも影響してい

るという論文も出
ています。
　最後に、私なり
に健康づくりを意
識した和食のイ
メージをキーワー
ドにまとめると、
まず「新鮮・旬・
地場産」です。栄
養素の量は採り
たてか、日にちを置いたものかで全く違ってきます。
いくらミネラルが沢山入っている野菜でも、旬かそ
うでないか、鮮度が良いかどうかで変わってきます。
次に「発酵食品・乾物・干物」の利用。「五味（う
ま味・甘味・塩味（ただし減塩）・酸味・苦味）・五
色（赤・黄・藍（緑）・白・黒）」です。色を揃えるこ
とで、ある程度栄養バランスは整えられます。更に
は、「ごはんを中心（時には雑穀）も取り入れ、一
汁三菜に漬物、果物、ヨーグルトなどの乳製品を摂
ることです。
　和食が、ユネスコの無形文化遺産に和食が登録
されて、私たちは「故きを温ねて新しきを知る」こと
が出来ました。今や、外国でも、自国の料理に日本
料理の文化を同化させ、新しい料理の潮流を作ろう
としています。私たち日本人が愛しみ育ててきた和
食のグローバルな未来に向け、私たちがこれから行
うべきことは何かという問題を提起し、講演を終了
したいと思います。ご清聴ありがとうございました。

第2 部 講演1 第2 部 講演2

「医学から見た和食と健康」
新潟大学院医歯学総合研究科 病態栄養学講座 特任准教授　細島 康宏先生

「栄養学から見た和食と健康」
新潟医療福祉大学 教授　斎藤 トシ子先生
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斎藤亮彦先生「小泉武夫先生、発酵食品の中で
特に味噌などで、発酵食品は腸にも良いとはわか
るのですが、塩分の問題というのはどのように考
えたらいいのでしょうか」
小泉武夫先生「発酵食品には無塩発酵と加塩発
酵があります。無塩発酵は塩が無いところで発酵
します。納豆やヨーグルトなどがそうです。あと、長
野県にある『すんき』という一切塩を使っていない
漬物もあります。ほとんどの発酵食品は塩を使い
ます。その理由の1つは腐敗菌を抑えます。塩があ
ると腐敗菌はほとんどつきません。もう1つは味付
けで塩と健康の因果関係については疑う余地は
ありません。漬物は塩分が高いと言われています
が、元々漬物は山のように食べるものではなく、食
欲を増進させるために少量を摂取していました。今
では漬物も随分減塩されました。また、今の味噌
を作る味噌麹菌の品種改良が徹底され、味の幅
を改良したおかげで、今の味噌は味が濃くて塩分
が少なめです。以上のことから、現在の発酵食品
について、塩分はそこまで問題ではないかと思い
ます」
斎藤亮彦先生「細島先生、食塩について医者の立
場からご意見をお願いします」

細島康宏先生「先ず、過剰な食塩は動脈硬化性の
病気、心筋梗塞や脳梗塞の死亡率を上げます。や
はり食塩は沢山摂りすぎると良くないということ
は間違いありません。それから最近の研究では、
食塩が多い人たちでがんが多いという研究結果
が出ています。しかし、ある程度は必要です。食塩
が減ると血圧が下がります。食べる量が減ってい

ると水分量も減っています。血圧が下がるとやは
り体によくありません。病院に運ばれることが多
くなってきます。どのような病気を持っているかに
よって、どのくらい食塩を摂っていいのか変わって
くるので主治医の先生とよく相談しながら、食塩
摂取量が減らないような食生活を送ることを考え
ていくのが大事かと思います」
斎藤亮彦先生「斎藤トシ子先生のお話をお聞きし
て、食育など子どもに和食文化の継承が非常に重
要だと考えさせられました。若い人が和食を上手く
作れない話もありましたが、そういう世代に和食と
いう文化を継承していく上で、どういうことを心が
けたら良いのでしょうか」
斎藤トシ子先生「これは私の考えですが、子ども
とか孫に和食を伝えていくということで、言葉で
伝えるのは中々難しく、食事は長年の習慣で体に
染み付いていくので、家でそういう食事が出てく
るかこないかが、生きた教育になっていくかと思
います。今問題なのが今日家で何が食べたいと親
が子に聞くと、ハンバーグやチキンフライと言うの
で、親は子どもが食べてくれるものを出すのです
が、それが良いのかどうかということです。小さい
時に、切り干し大根の煮物やひじきなどの典型的
な和食はそんなに美味しいとは思いません。やは
りある程度の年齢になると美味しさがわかってき
ます。そのような家庭環境を作っていくことと同時
に、伝承の味については市販品ではなく家庭で工
夫したものを食べるというのが重要かと思います」

パネルディスカッション

総合司会　斎藤 亮彦先生  特別講師　小泉 武夫先生

講　　師　細島 康宏先生  講　　師　斎藤 トシ子先生

同時開催

朱鷺メッセ
新潟コンベンションセンター「展示ホール」

http://foodmesse.jp

新   設

フードメッセinにいがた運営会議・新潟市主　　催

日本食糧新聞社・（株）新宣・カシヨ（株）・食と花の世界フォーラム組織委員会主　　　管

新潟の食 輸出商談会2016
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出展社 ･来場者ともに過去最大規模！　　　「食」　のビジネスチャンスが新潟市に集結。

国家戦略特区（農業特区）の新潟市を中心に、国内外から「食の魅力」を発信する国際見本市として今年で8回目を迎え
た。新商品のトレンドだけでなく、本州日本海側を中心とした地域食材の出展、デモを交えた包装 ･ 機器 ･ 容器の展示な
どが一体となり3日間盛況となった。また、来場バイヤーとの商談成立を図るビジネスマッチングとしての機能はより一
層充実。さらに今回「災害食コーナー」、「海外パビリオン」、「新潟の食 輸出商談会2016」も新設し、多岐にわたる国際
見本市として本格化した。

名　称 ●
同時開催 ●

会　期 ●

入場料 ●

会　場 ●

主　催 ●

主　管 ●

後　援 ●

特別協賛 ●

協　　賛 ●

第8回食の国際見本市 フードメッセ in にいがた2016
にいがた6次化フェア2016
2016年11月16日（水）～ 11月18日（金）
10：00～17：00（最終日は16：00閉場）
3,000円（税込）※招待券持参者は無料
朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター「展示ホール」
フードメッセ in にいがた運営会議・新潟市
日本食糧新聞社・（株）新宣・カシヨ（株）・食と花の世界フォ
ーラム組織委員会
国際連合食糧農業機関（FAO）日本事務所、農林水産省、外
務省、駐新潟大韓民国総領事館、在新潟ロシア連邦総領事
館、中華人民共和国駐新潟総領事館、日本貿易振興機構（ジ
ェトロ）新潟貿易情報センター、（株）第四銀行、（株）北越銀行、

（株）大光銀行、（株）日本政策金融公庫、（公社）新潟県栄養
士会、（公社）全日本司厨士協会関東総合地方本部新潟県本
部、（一社）新潟県商工会議所連合会、新潟県商工会連合会、

（一社）新潟県調理師会、新潟市食品衛生協会、新潟市食品
衛生指導員協議会、新潟市旅館ホテル協同組合（順不同）

株式会社ブルボン、亀田製菓株式会社、JA グループ新潟、新
潟万代島総合企画株式会社
亀田郷土地改良区、（一財）亀田郷地域センター、ＪＡ新潟市、
ＪＡ新潟みらい、新潟日報社、一正蒲鉾（株）、ＮＳＧカレッジ
リーグ、新潟県蒲鉾組合、新津商工会議所、新潟薬科大学、Ｊ
Ａ越後中央、亀田商工会議所、（株）サンプラスト三笠、（株）
第四銀行、 （株）北越銀行、（株）大光銀行、ＪＡ新津さつき、新
潟観光コンベンション協会、新潟経済同友会、新潟商工会議
所、新潟水産物卸業協同組合、（株）藤井商店、ホテル日航新
潟、三菱商事（株）新潟支店、新潟県総合生活協同組合、三幸
製菓（株）、ホテル イタリア軒（順不同）

■ 「 地方から首都圏へ、首都圏から地方へ」をさらに強化
地域食材に関心の高い首都圏バイヤーの誘客に注力し、昨年比116
％の首都圏バイヤーが来場。地域性豊かな出展品と地域への普及・
販促を目指すナショナルブランドが揃う見本市となった。

■ 地方ではなかなか見られない機器の展示も続々登場
首都圏からの機械メーカーの出展も多く、最新の技術やノウハウが集
結。地方にいながら様々な技術や情報に触れられる場として定着。新
しい知識・情報を収集する機会となった。

■ 県内および近隣県の産業クラスター単位での出展
県内・県外各地の商工会・協議会などが、地域ブランドを意識した統
一コンセプトで出展するケースが確立。展示会初出展の事業者・商品
もあり、地域食材発掘を狙うバイヤーに好評を博した。

■ 個性的なブースデザイン、ユニークなデモが増加
デザイン性の高いブース、独自のポスターやパンフレット作成などで
積極的なアプローチを展開する出展社が増加。バイヤーの目と足を
留める「商談会」への変革が進んだ。

■ 地方創生を全力サポート、「第2回6次化大賞」を開催
併催の「にいがた6次化フェア」の特別企画として、32にもおよぶ全
国の6次産業化事業者がエントリー。一次審査を通過した14社を対
象に最終選考会のオーディションを実施し、各社の魅力ある商品をア
ピールする絶好の機会となった。

■ 全国と新潟の距離が縮まる見本市へ
首都圏や近隣県の他、海外からの出展により、県内外の距離を縮め
ることにつながった。地方の情報を全国へ発信し、全国の情報をスピ
ーディに取り入れるパイプとしての見本市となった。

■ 海外へのアプローチも視野に
自社商品や機器などを積極的に販売
促進していく中で、これまでよりも広い
範囲で販売戦略を立てる出展社が増
加。海外へのアプローチのステップの
場としても期待される内容となった。

■ 高まる近隣県との連携促進
新潟の隣接5県すべてから出展を得
ることができた。出展企業間での交
流やノウハウの授受の場となり、今後
のビジネスにおけるコラボレーション
が期待できる結果となった。

■ 地域別出展社の割合
■新潟市を舞台に食産業の情報が集結する全国規模の見本市。

■出展社のプレゼンは試食･ デモを交えた効果的で質の高いものが目立った。

■これからの食を見据えたセミナーなど、農業特区新潟ならではの食の発信。

■「6次産業化」に特化したフェアの同時開催の効果もあり、より広域の出展を実現。
全国規模の活発な商談に進化した。

県内企業だけでなく隣接県および県外企業からもバランス良くバイヤーが
来場し、本州日本海エリアと首都圏を結ぶビジネスマッチングの機会を多岐
にわたり創出した国際見本市となった。

出展社数が過去最大規模となり、会場全体が熱気に溢れた商談会に。

「食」の情報受発信基地・新潟へ。フードメッセはさらに高みを目指す。

出展社の県内／県外バランスが均衡。エリアへ、全国へ、世界へつながる見本市。

新潟県内、近隣県、首都圏そして海外から344社が出展。
フードメッセならではの商材 ･ 技術を求めるバイヤーと熱い商談を展開。

2016 年
の特徴

11月16日（水） 11月17日（木） 11月18日（金）

2016年来場者

9,277名

2016年来場者数 2015年来場者数

2,877118%
増加

2,441

3,287110%
増加

2,982

3,113115%
増加

2,704

（2015年 8,127名）

14%増加!

出展の特徴

地域別出展分布

出展社県分布

◎バイヤーが関心を示す出展品目（複数回答可）◎バイヤー企業の来場地域分析◎2016年来場者数

2016
出展社数

344社
203

59.0％

178

60.7％

145

58.3％

87

25.3％

62

21.2％

81

32.5％

10

2.9％

9

3.1％

8

2.3％

26

8.9％

4

1.6％

36

10.5％

18

6.1％

19

7.6％

出展比率

出展社数

出展比率

出展社数

出展比率

2015

2014
2015年

293社・248小間

310小間

 出展
344社

293社

249社

出展社計 食品 容器・包装機器・器具 その他産学研究

食品・食材
59.0％

機器・器具
25.3％

容器・包装
2.9％

その他
10.5％

産学研究
2.3％

2016
出展社数

344社
96

27.9％

77

26.3％

79

23.0％

105

35.8％

130

37.8％

109

37.2％

39

11.3％

2

0.7％

出展比率

出展社数

出展比率
2015 293社

出展社計 市　内 県　内 県　外 海　外

新潟市内
27.9％

県外
37.8％

県内
23.0％

海外
11.3％

2016
出展社数

344社
96

27.9％

77

26.3％

79

23.0％

105

35.8％

130

37.8％

109

37.2％

39

11.3％

2

0.7％

出展比率

出展社数

出展比率
2015 293社

出展社計 市　内 県　内 県　外 海　外

新潟市内
27.9％

県外
37.8％

県内
23.0％

海外
11.3％

新潟県
東京都
長野県
大阪府
埼玉県

175
41
14
11
8

静岡県
栃木県
神奈川県
山形県
福島県

7
6
5
4
3

宮城県
愛知県
兵庫県
広島県
富山県

3
3
3
3
2

群馬県
秋田県
石川県
山口県
北海道

2
2
2
2
1

千葉県
山梨県
滋賀県
京都府
徳島県

1
1
1
1
1

愛媛県
高知県
福岡県
中国

オーストラリア

1
1
1
26
5

ベルギー
イギリス
イタリア
スペイン

3
2
2
1

計344社
※来場した食品関係バイヤーを食糧年鑑、食品メーカー総覧、
　全国食品流通総覧等を使用して抽出、事業者数で分析

県内企業
45.6％

県外企業
29.2％

県内事業所
25.2％

 県内企業
新潟県内に本社がある企
業・団体

 県内事業所
新潟県外に本社がある企
業・団体の新潟県内の支
社・支店から来場

 県外企業
新潟県外に本社がある企
業・団体で新潟県外から
来場

加工食品

農畜産物

スイーツ・デザート関係

容器・包装資材関係

水産物

厨房・調理機器関係

調味料

飲料関係（アルコール飲料含む）

和菓子

44.3%

28.7%

21.0%

53.3%

18.4%

34.4%

18.0%

25.0%

29.1%

※来場した食品関係バイヤーを食糧年鑑、食品メーカー総覧、
　全国食品流通総覧等を使用して抽出、事業者数で分析

県内企業
45.6％

県外企業
29.2％

県内事業所
25.2％

 県内企業
新潟県内に本社がある企
業・団体

 県内事業所
新潟県外に本社がある企
業・団体の新潟県内の支
社・支店から来場

 県外企業
新潟県外に本社がある企
業・団体で新潟県外から
来場

加工食品

農畜産物

スイーツ・デザート関係

容器・包装資材関係

水産物

厨房・調理機器関係

調味料

飲料関係（アルコール飲料含む）

和菓子

44.3%

28.7%

21.0%

53.3%

18.4%

34.4%

18.0%

25.0%

29.1%

「海外パビリオン」
「食」の国際見本市として、各国の大使館の協力のもとに「海外
パビリオン」の特別ブースを設置。中国をはじめオーストラリア、
ベルギーなど合計39社が出展し、国際色豊かな展示会に発展
を遂げた。

「災害食コーナー」
日本災害食学会と制作協力し、昨今注目されている「災害食」
にフォーカスし、来場バイヤーに向け最近のトレンドの発信と認
知拡大を図った。全国でも初めての試みでもあり、今後さらなる
販路拡大が期待される。

新  

設

新  

設

開催概要

出展社状況
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I-35

J-35

L-35

M-35

G-35

F-35

D-35

C-35

I-36

J-36

L-36

M-36

G-36

F-36

D-36

C-36

I-38

K-38

M-38
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B-38

新潟市アグリ
パーク食品加工
支援センター

ミタカ

中静産業

カネ中商店

協立商会

大潟村
あきたこまち
生産者協会

日本災害食
学会

大沢
加工

トーヨー
フーズ

壱成 岩手
県産

岩間園
製茶
本舗

ウオ
ショク

魚沼
農耕舎

越後のひげや
（信越工業）

越後
雪室屋

小国いきいき
街づくり公社

果商

カネコ
農園 グローバル

ピッグファーム
コスモ
食品

小林
醤油店

酒井食品
加工所

サンキョー
フーズ

昭和
交易

全国農業協同組合
連合会 新潟県本部 
（JA全農にいがた）

髙見澤 
特産
事業部

新潟
コープ
畜産

にいがた南蒲
農業協同組合

新潟
農商

新潟
麦酒

日東
産業

イトシア
ドルチェ

【乳酸菌醗酵
酒粕さかすけ
推進協議会】 
新潟県酒造
組合

伯方塩業

福島鰹

北辰
フーズ

ホリカフーズ
（Forica Foods
  Co., Ltd.)

Mt.ファーム
わかとちマルマン

柳都水産レックス・
ベリー

イーデー
エムWiz

マスター
マインド

ナンバ

エピック

シール
栄登

鈴茂器工

髙森
コーキ

相川
ファーム

魚沼
農耕舎

エンカレッジ
ファーミング

大田原
ツーリズム

おぢや食
おこし隊

かっぺ

キノコ
ハウス

小柳
農園

サンファ
ーム泉

滋味風土
にいがた

たまご
ファミリー
ニシモト

のむら
農産

長谷川
農園

古谷
農産

横島
物産

レガーロたくみ
ファーム

新潟県フロン
回収事業協会

日本食糧
新聞社

太幸

日本
トリム

新潟市産業
振興財団
（新潟IPC財団）

キントラ

サンユー
印刷

コスモ
サウンド

高清

野上米穀

上野
砂糖

VIP
グローバル

メルシー

マルゼン
ブック

ヤマト

高砂

ムラコシ

平山
製作所 サトー 協栄

産業

キョーラク

アラム

カマタニ

バーテック

アオス
フィールド

位下印刷

NTT
タウンページ

木原製作所

金長
特殊製紙

日下部
ラベラー

眞田サニタリ
コンベア製造

サニクリーン
甲信越

西巻
印刷

ニチワ
電機

新洋技
研工業

精英堂
印刷

タナカペイ
ンティング

新潟県
発明協会

コウノ
ウォーター

新潟農業・
バイオ専門学校

新潟薬科大学

さいかい
産業

日本スタ
ンダード

日本テクノ

日本貿易振興
機構（ジェトロ）
新潟貿易情報
センター

6次化フェア受付コーナー

長谷川
化学工業

PSS
販売

雪包装

レトルト
ジャパン

かつおぶしの
マルサヤ

酒田米菓

信栄食品テクノ
システム 堀川

みな
もと 柳農産

塩蔵や

奴奈川福祉会 
ワークセンター
にしうみ

地方卸売市場
糸魚川青果
卸売市場

ぐらん
ふぁーむ

いもジェンヌ
農商工連携協議会

新潟市
南区

DHC
小黒酒造

新潟の食 
輸出商談会
商談コーナー

オーシャン
システム
● ヨシケイ新潟
● 私のたまて箱

● 燕商工会議所

長野県木島平村
6次産業推進協議会
● 農村木島平

  新井商工会議所（妙高ブランド開発研究会）
● アサップ
● 太田醸造
● スゥイーツ工房
　くみ

加治川商工会
● 山岳手打ちそば一寿
● 権兵衛農園

横越商工会
● えんでばよこごし
● ロイアルヒル-ホルスタインズ
● カガヤキ農園

佐渡連合
商工会

糸魚川商工会議所
● 一印かまぼこ屋
● SKフロンティア

能生商工会
● 拓洋水産工業
● 新潟スイーツ・ナカシマ

New浜名湖アグリ
フォーラム実行委員会
● 日下農園
● コスモグリーン庭好
● まるたか農園

新潟商工会議所新潟商工会議所 ● 関食
● 越の華酒造
● マイコロジーテクノ

● 新潟漆器
● 命泉商事

南魚沼市
● 細矢農園
● いしざか
　農園

鈴木
コーヒー
● 日世
● エフ・エム・
　アイ

新潟市北区
特産物
研究協議会
● 新潟市農業
　協同組合
● 自然栽培
　新潟研究会

江南区
食の特産品
開発協議会
● カメヨコ
● ハーブ屋
　CuRA!
● あしぬまカントリー

西蒲区
産業
観光課 商談

コーナー● JA越後
　中央農業
　協同組合

新潟市福祉部
障がい福祉課
● 工房はたや
● ワークセンター
　ふぁみりー

秋葉区「イチ押し」
協議会
● 新津さつき農業
　協同組合

【阿賀野「食」ビジネスマッチング協議会】【阿賀野「食」ビジネスマッチング協議会】

かたぎり

八米

コトヨ
醤油
醸造元

水原町
農産
センター

うすい
牧場

神田
酪農

五頭山麓
ひよころ
鶏園

小田
製陶所

ささかみ
やまびこ
農産

スワンレイク
ビール

バイオテック
ジャパン

めんつう佐藤
食肉

脇坂
園芸

安田興和
農事

丸三
安田瓦
工業

渡森

渡森

ベルギー

● 清田産業
● 小西酒造
● 三井食品

● いとう酒店
● 柿酢
● 佐渡発酵
● 椎野商店
● しまや
● タイラ 憩の館
　佐志住施礎
● Berries

イタリア

海外パビリオン

● イグニスタ
● w-essence

オーストラリア スペイン

● スリーボンド貿易

イギリス

● プリムスフード
● ボニリジャパン

新潟国家戦略特区PRコーナー

●日本災害食学会

新潟大学
地域連携
フードサイエンス
センター

古賀産業TOSEI

中国パビリオン中国パビリオン

新潟大学
地域創生推進機構

F-16

東京
サラヤ

シャープ

日本
ポリスター

イシダ
コマツ製作所

トーヨー
パッケン

吉川工業

シースリー

鈴木
製作所

受付

D-24

●FUZHOU JINXIANG FOOD MACHINERY  
  EQUIPMENT TECHNOLOGY CO.,LTD. 
●FUJIAN XIN LILEI TRADING CO.,LTD.
● J INJ IANG C ITY  HUAMEISH IJ IA  
FOODS CO.,LTD
●Fuzhou Sunlong  Ink Jet  Pr int ing 
Technology Co.,Ltd
●LIAN JIANG JIANG NAN XIANG XINBO 
MACHINERY PLANT CO.,LTD
● Fu zhou   L i a n J i a ng   X i n bo   Food  
Machinery Co.,Ltd
●Fujian jiaye modern agriculture co.,LTD
●Fujian Chunlun Tea Group Co.,Ltd.

● ローソン
● 新潟クボタ
● WPPC
● 新潟麦酒
● アイエスエフ
　ネットライフ新潟
● セブンファーム新潟
● 東日本旅客鉄道
● ひらせい
　ホームセンター
● フジタファーム
● ワイエス
　アグリプラント
● 髙儀農場
● 電通

● Genomedia
● NTTドコモ
● ベジタリア
● ウォーターセル
● ぐるなび
● PSソリューションズ
　＜ソフトバンクグループ＞
● NTT東日本
　（東日本電信電話）
● エアロセンス
　＜ソニーグループ＞
● 自律制御システム
　研究所（ACSL）
　（順不同）

東芝テック

大和製衡
髙森コーキ 直本工業

エム・アイ・
ケー

サンシン
東亜工業

ワールド
キッチンテック

坂井機械
製作所

●GREEN UNITED CONTROL CO., LTD.
●FUJIAN FUMAO WINE CO., LTD
●PUTIAN HANXING FOOD CO.,LTD
●PUT I AN  HANX INGJ I   AGR ICULTURAL  
PRODUCTS REFRIGERATION CO.,LTD
●FUJIAN SHAOWU GREEN AGRICULTURE 
EDIBLE FUNGI CO.,LTD
●FUJIAN ZHENGHE YIHE TEA CO.,LTD
●XIAMEN LIAN TEA CO.,LTD
●FUJIAN YONGTAI SHUNDA FOOD CO. LTD.
●FUZHOU TANXIANG FOODS CO.,LTD
●XIAMEN YOTOYO FOODS CO.,LTD
●XIAMEN YUYUAN IMP. & EXP. TRADE CO.,LTD.

● ヴィレッジ・セラーズ
● クルッティ
● GRN
● 新基
● CHAN　ING 
　SPACE

G

三宝化成
工業

新潟市農業
活性化研究
センター

愛工舎製作所

飯田製作所
小片鉄工

新潟ヒロタカ
デザイン事務所 タニコー

共立プラント工業

渡辺
工業

ワールド精機

レオン自動機

光陽機械
製作所

中井
機械
工業

田村商店

カメヤマ

ゼライス 前田商店

福重

吉村穀粉

山眞産業

九重味淋

三州食品

あぶくま
食品

日本甜菜製糖

ADEKA
ADEKA
食品販売

石山味噌醤油

フィノデ
アロマ

ラ・フルティエール・
ジャポン

正栄
食品
工業

深澤製餡所
ヤマト
食品
熊谷
商店
マルヤ

ゴールデンケリー
パテント香料

エフ・エム
・アイ

エスケー
ミキサー

橋本
フーズ

タカナシ
販売

にいがた食育・
保育専門学校
えぷろん

カルピ
ジャーニ
・ジャパン

鎌田機械
製作所

ウインター
ハルター
・ジャパン

エヌワイビー

エンジェル
ジャポン

ラショナル
・ジャパン

福島アグリ
ネットワーク

信州富士見
高原ファーム

6次産業化
中央サポートセンター
6次化相談コーナー

長野県木島平村
6次産業推進協議会
● 農村木島平

運営事務局

セミナー会場

災
害
食
コ
ー
ナ
ー

6次化フェア特設ステージ

PSS販売（株）
（株）マスターマインド
（株）マルゼンブック
（株）ミタカ
（株）ムラコシ
（株）ヤマト
（株）雪包装
（有）レトルトジャパン
（株）Wiz
（株）渡森
　（株）愛工舎製作所
　（株）飯田製作所
　（株）ウインターハルター・ジャパン
　エスケーミキサー（株）
　（株）エヌワイビー
　（株）エフ・エム・アイ
　（株）エンジェルジャポン
　小片鉄工（株）
　（株）鎌田機械製作所
　カルピジャーニ・ジャパン（株）
　共立プラント工業（株）
　（有）光陽機械製作所

　タニコー（株）
　（株）田村商店
　中井機械工業（株）
　（株）ラショナル・ジャパン
　レオン自動機（株）
　（株）ワールド精機
　渡辺工業（株）

キョーラク（株）
金長特殊製紙（株）
（株）キントラ
三宝化成工業（株）
（株）サンユー印刷
シール栄登（株）
精英堂印刷（株）
新潟商工会議所
　新潟漆器（株）
西巻印刷（株）
（株）渡森
　カメヤマ（株）
　（株）福重

（一社）新潟県発明協会
（一社）新潟県フロン回収事業協会
新潟市アグリパーク 食品加工支援センター
新潟市農業活性化研究センター
新潟大学 地域創生推進機構
　燕商工会議所
新潟農業・バイオ専門学校
新潟薬科大学

阿賀野「食」ビジネスマッチング協議会
　丸三安田瓦工業（株）
（株）VIPグローバル
NTTタウンページ（株）
（株）コスモサウンド
（株）サニクリーン甲信越
新潟国家戦略特区PRコーナー

新潟市アグリパーク 食品加工支援センター
（公財）新潟市産業振興財団（新潟IPC財団）
新潟市農業活性化研究センター
日本食糧新聞社
日本貿易振興機構（ジェトロ） 新潟貿易情報センター
（株）メルシー
（株）渡森
　（株）新潟ヒロタカデザイン事務所
　（学）三星学園 にいがた食育・保育専門学校えぷろん

上野砂糖（株）
（株）大潟村あきたこまち生産者協会
（株）大沢加工

トーヨーフーズ（株）
長野県木島平村6次産業推進協議会
　農村木島平（株）
新潟大学 地域連携フードサイエンスセンター
　日本災害食学会
日本災害食学会
ホリカフーズ（株）（Forica Foods Co., Ltd.）

イギリスパビリオン
　プリムスフード（株）
　ボニリジャパン（株）
イタリアパビリオン
　イグニスタ（株）
　w-essence（同）
オーストラリアパビリオン
　ヴィレッジ・セラーズ（株）
　（株）クルッティ
　GRN（株）
　（株）新基
　CHAN　ING SPACE
スペインパビリオン
　スリーボンド貿易（株）
中国パビリオン
　Fujian Chunlun Tee Group Co.,Ltd.
　FUJIAN FUMAO WINE CO., LTD
　Fujian jiaye modern agriculture co.,LTD
　FUJIAN SHAOWU GREEN AGRICULTURE EDIBLE FUNGI CO.,LTD
　FUJIAN XIN LILEI TRADING CO.,LTD.
　FUJIAN YONGTAI SHUNDA FOOD CO. LTD.
　FUJIAN ZHENGHE YIHE TEA CO.,LTD
　FUZHOU JINXIANG FOOD MACHINERY EQUIPMENT TECHNOLOGY CO.,LTD 
　Fuzhou LianJiang Xinbo Food Machinery Co.,Ltd
　Fuzhou Sunlong Ink Jet Printing Technology Co.,Ltd
　FUZHOU TANXIANG FOODS CO.,LTD
　GREEN UNITED CONTROL CO., LTD.
　JINJIANG CITY HUAMEISHIJIA FOODS CO.,LTD
　LIAN JIANG JIANG NAN XIANG XINBO MACHINERY PLANT CO.,LTD 
　PUTIAN HANXING FOOD CO.,LTD
　PUTIAN HANXINGJI AGRICULTURAL PRODUCTS REFRIGERATION CO.,LTD
　XIAMEN LIAN TEA CO.,LTD
　XIAMEN YOTOYO FOODS CO.,LTD
　XIAMEN YUYUAN IMP. & EXP. TRADE CO.,LTD.
ベルギーパビリオン
　清田産業（株）
　小西酒造（株）
　三井食品（株）

（株）相川ファーム
（一財）魚沼農耕舎
エンカレッジファーミング（株）
（株）大田原ツーリズム
おぢや食おこし隊
（株）かっぺ
（株）キノコハウス
小柳農園
（株）サンファーム泉
（株）滋味風土にいがた
信州富士見高原ファーム
（株）たくみファーム
たまごファミリー （有） ニシモト
（有）のむら農産
長谷川農園
福島アグリネットワーク
古谷農産
（株）横島物産
（有）レガーロ
6次産業化中央サポートセンター 6次化相談コーナー

　（株）シースリー
　シャープ（株）
　（株）鈴木製作所
　髙森コーキ（株）
　東亜工業（株）
　東京サラヤ（株）
　東芝テック（株）
　（株）TOSEI
　（株）トーヨーパッケン
　直本工業（株）
　日本ポリスター（株）
　（株）平山製作所
　大和製衡（株）
　吉川工業（株）
　（株）ワールドキッチンテック
（株）ナンバ
ニチワ電機（株）
日本スタンダード（株）
日本テクノ（株）
（株）日本トリム
（株）バーテック
長谷川化学工業（株）

（株）さいかい産業
眞田サニタリコンベア製造
三宝化成工業（株）
新洋技研工業（株）
（株）鈴木コーヒー
　（株）エフ・エム・アイ
鈴茂器工（株）
（株）太幸
（株）高砂
（株）高清
髙森コーキ（株）
（株）タナカペインティング
（株）テクノシステム
中静産業（株）
　（株）イシダ
　（株）エム・アイ・ケー
　協栄産業（株）
　古賀産業（株）
　（株）コマツ製作所
　（株）坂井機械製作所
　（株）サトー
　（株）サンシン

　（株）前田商店
　（株）マルヤ
　山眞産業（株）
　ヤマト食品（株）
　吉村穀粉（株）
　（株）ラ・フルティエール・ジャポン

（株）アオスフィールド
阿賀野「食」ビジネスマッチング協議会
　（有）小田製陶所
アラム（株）
イーデーエム（株）
（株）位下印刷
イタリアパビリオン
　イグニスタ（株）
（株）エピック
（株）カネ中商店
カマタニ（株）
（株）木原製作所
（株）協立商会
（有）日下部ラベラー

　えんでばよこごし
　カガヤキ農園
　ロイアルヒル-ホルスタインズ
（株）柳都水産
（株）レックス・ベリー
（株）脇坂園芸
（株）渡森
　（株）ADEKA
　ADEKA食品販売（株）
　あぶくま食品（株）
　石山味噌醤油（株）
　（株）熊谷商店
　ゴールデンケリーパテント香料（株）
　九重味淋（株）
　三州食品（株）
　正栄食品工業（株）
　ゼライス（株）
　タカナシ販売（株）
　日本甜菜製糖（株）
　橋本フーズ（株）
　（株）フィノデアロマ
　（有）深澤製餡所

　まるたか農園
奴奈川福祉会 ワークセンターにしうみ
能生商工会
　拓洋水産工業（株）
　新潟スイーツ・ナカシマ
野上米穀
（株）バイオテックジャパン
伯方塩業（株）
八米
福島鰹（株）
（株）北辰フーズ
（株）堀川
（株）Mt.ファームわかとち
マルマン（株）
南魚沼市
　いしざか農園
　（有）細矢農園
（株）みなもと
（株）めんつう
（有）安田興和農事
（株）柳農産
横越商工会

（株）新潟コープ畜産
新潟市北区特産物研究協議会
　自然栽培新潟研究会
　新潟市農業協同組合
【新潟市福祉部障がい福祉課】工房はたや
【新潟市福祉部障がい福祉課】ワークセンターふぁみりー
新潟市南区
新潟商工会議所
　（有）関食
　越の華酒造（株）
　マイコロジーテクノ（株）
　（株）命泉商事
にいがた南蒲農業協同組合
（株）新潟農商
新潟麦酒（株）
西蒲区産業観光課
　JA越後中央農業協同組合
日東産業（株）
【乳酸菌醗酵酒粕 さかすけ推進協議会】 新潟県酒造組合
New浜名湖アグリフォーラム実行委員会
　日下農園
　（有）コスモグリーン庭好

阿賀野「食」ビジネスマッチング協議会
秋葉区「イチ押し」協議会
　新津さつき農業協同組合
新井商工会議所（妙高ブランド開発研究会）
　（有）アサップ
　太田醸造（株）
　スゥイーツ工房くみ
（株）壱成
糸魚川商工会議所
　（有）一印かまぼこ屋
　（有）SKフロンティア
イトシアドルチェ（株）
いもジェンヌ農商工連携協議会
岩手県産（株）
岩間園製茶本舗
（株）ウオショク
（一財）魚沼農耕舎
うすい牧場
越後のひげや（信越工業（株））
越後雪室屋
塩蔵や
（株）オーシャンシステム
　ヨシケイ新潟
　私のたまて箱
（株）小国いきいき街づくり公社
加治川商工会
　権兵衛農園
　山岳手打ちそば 一寿
（株）果商
（株）かたぎり
かつおぶしのマルサヤ
カネコ農園
（株）神田酪農
（株）ぐらんふぁーむ
グローバルピッグファーム（株）
江南区食の特産品開発協議会
　農事組合法人あしぬまカントリー
　農事組合法人カメヨコ
　ハーブ屋 CuRA！
コウノウォーター（株）
五頭山麓ひよころ鶏園
コスモ食品（株）
コトヨ醤油醸造元
（資）小林醤油店
（有）酒井食品加工所
酒田米菓（株）
（有）ささかみやまびこ農産
（株）佐藤食肉
佐渡連合商工会
　いとう酒店
　柿酢（同）
　佐渡発酵（株）
　椎野商店
　（株）しまや
　（株）タイラ 憩の館 佐志住施礎
　Berries
（株）サンキョーフーズ
昭和交易（株）
（株）信栄食品
（有）水原町農産センター
（株）鈴木コーヒー
　日世（株）
スワンレイクビール
全国農業協同組合連合会 新潟県本部 （JA全農にいがた）
（株）髙見澤 特産事業部
地方卸売市場 （株）糸魚川青果卸売市場
（株）DHC小黒酒造
（株）テクノシステム

食品・食材

機器・器具
容器・包装

産学研究

その他

（株）アイエスエフネットライフ新潟
/ウォーターセル（株）/エアロセン
ス（株）＜ソニーグループ＞/（株）
NTTドコモ/NTT東日本（東日本

電 信 電 話（株））/（株）ぐる な び
/Genomedia（株）/（株）自律制御
システム研究所（ACSL）/（株）セブ
ンファーム新潟/（有）髙儀農場/
（株）WPPC/（株）電通/（株）新潟ク
ボタ/新潟麦酒（株）/PSソリュー
ションズ（株）＜ソフトバンクグルー
プ＞/東日本旅客鉄道（株）/（株）ひ
らせいホームセンター /（有）フジタ
ファーム/ベジタリア（株）/（株）ロー
ソン/（有）ワイエスアグリプラント

G
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主な来場者 県内外から9,277名の食品産業関係者が来場

スーパー
㈱ PLANT
アークランドサカモト㈱
アクシアルレーベル㈱
イオンクレジットサービス㈱
イオン新潟東店
イオンリテール㈱
㈱イチコ
㈱イトーヨーカ堂
㈱ウオロク
㈱ウオロクホールディングス
㈱オーシャンシステム
おれんじマート
㈱かしわくら
片山商事㈱
㈱カワマツ
㈲川松食品
㈱カンダストアー
㈱キムラ本社
㈱キューピット
けんこう市場
清水商事㈱
清水フードセンター
㈱スポット
生鮮市場しみず屋
全日食チェーン商業協同組合連合会
全日食チェーン全日本食品㈱
全日食チェーン新潟協同組合
㈱高松屋
楽しいスーパーエスマート
てーぶるくろす
㈱ト一屋
㈱のぐち
㈱原信五十嵐東店
㈱原信黒埼店
原信ナルスオペレーションサービス㈱
㈱はりまや
㈱百笑市場
㈱フレッシュカト信
㈱フレッシュマツヤ
㈱ベイシア
㈱ベルーフ
㈱マルイ
㈱丸大
ユニー㈱
㈱リオン ･ドールコーポレーション
YZ マート㈱
デパート
㈱新潟三越伊勢丹
㈱福田屋百貨店
㈱三越伊勢丹フードサービス
CVS
㈱ JR 東日本リテールネット
山崎製パン㈱
㈱ローソン
㈱ローソンファーム新潟
専門店
Annivel
Bar37
Boulangerie HiRO
㈱ K.Kコーポレーション ( 片山商事 ( 株 ))
NATURAL CAFEヒ･ミ･ツ基地
ORAZON
PATISSERIE Un Lemieux
㈱ Yummyドリームキッチン
㈱飛鳥屋商会
㈲綾子舞本舗タカハシ
アンジェーレ
アンジョーレ
いかの墨
伊食住
一心亭
㈱イデアル
伊藤菓子舗
飲食店
㈲魚沼新潟物産
映月堂
江戸屋餅菓子舗
㈱えぷろん
㈱エムエス青果センター
㈱欧州ぶどう栽培研究所
㈱大嶋屋
御菓子司三好屋
㈱加島屋
片山商事㈱
神山物産㈱
㈱亀井商店
カンパーニュ
合資会社喜昇堂
㈱創春
木村菓子店
㈱キャメル珈琲
桐建材㈱
倉幸
ケーキハウスチコ
㈱越乃雪本舗大和屋
㈱コヅチ
こばやし屋
㈲最上屋
㈱サザビーリーグアイビーカンパニー
佐藤鰹節店
㈲侍
サロンドチパルファンドゥー
サンカントピュール
三条屋菓子店
㈱三宝
㈲三昧堂
シーズキッチン
ジェラートショップ　ピオーネ
食守の店髙津
食事処かさや
特定非営利活動法人非営利活動法人 (NPO 法人 ) 食の工房ネットワーク
㈲白根屋
社会福祉法人親和福祉会
スイーツ工房アンジェレガロ
㈱鈴木コーヒー
㈱鈴木商会
仙台屋
仙台屋菓子屋
大栄魚類㈱
田上町指定文化財豪農の館椿寿荘
㈲宝すし

㈱瀧澤
竹徳かまぼこ㈱
タコスの森
㈱田中屋本店
㈱チューリップランド
㈱チューリップランドアンレミュー
㈱農業法人調布のやさい畑
㈱ツーワン
津川地区農林水産物直売組合
テ ･ オラ
手作りパンの店サン ･フォーレット
てんや商店
㈱トッキー
㈱冨山
鳥新精肉店
㈱新潟海宝丸
新潟県観光物産㈱
㈲新潟森林農園
㈲肉の片山
㈱虹橋
㈱ネット･コア ･ジャパン
㈱念吉
㈲農園ビギン
㈱野内
泊屋菓子舗
㈱八百重商店
㈱パティシエエスコヤマ
パティスリー　プリムール
パティスリーアニヴェル
パティスリースガマタ
㈲花園いさみ鮨
はやし屋菓子舗
パルファンドゥー
ハレリー新潟
平田酒店
㈱弘林産業
日和山五合目
風雅の宿長生館
ブーランジェリーシュシュ
ブーランジェリーヒロ
㈱冨士屋
フランス菓子
ふれあい亀田　万平菓子舗
特定非営利活動法人ふれあいパーク久賀美
㈱フレッシュライン新潟
堀川鮮魚
㈱まき小屋
㈱松﨑屋
丸七商事㈱
㈱丸屋本店
万平菓子舗
㈲むさしや菓子店
森のお菓子屋さんグラン
㈱八百重商店
やきとりせなみ
㈲山信食肉店
㈱ヤマモリ
㈱やまや
㈲結城堂
吉田商店
善丸コーポレーション NO.2
楽市㈱
㈱ランプリール
ル ･ アグリ
ル ･ パティシエ マルコ
ル ･ ポワロン ･ビス
㈲ルル
レストラン ･カレット池上
レストラン新潟㈱
㈱ローヤルチョコ
環日本飲食交流㈲
生協
生活協同組合コープにいがた
新潟県総合生活協同組合
通販
Hikaro
㈱ JP 三越マーチャンダイジング
アイビス技建㈱
アルバ㈱
いきいき畑
伊食住
いちごカンパニー㈱
㈱ウマイックス
エイチフードジャパン㈱
㈱永徳
㈱オージーフーズ
片山商事㈱
北日本物産㈱
㈱クーネルワーク
㈱コヅチ
しばたパッカーズ㈱
㈱上越フルーツ
㈱末広製菓
㈱スギモトコーポレーション
㈲寿々瀧
㈱スドージャム
㈲大幸
竹徳かまぼこ㈱
㈱タシロ
㈱ディーフィット
新潟市西区
㈱新潟ふるさと村
㈱はぴねすくらぶ
( 個 ) ハヤイコーポレーション
㈱フレッシュライン新潟
㈱増子
㈱幻の酒
㈱三幸
㈱みゆき堂本舗
未来会計マスター
ヤマキ食品
㈱山忠
ヤマツサービス㈱
㈱レックス
外食
&sweets
A.yelL
allure
AMG kitchen BE A GOOD NEIGHBOR
armonia アルモニア
BAL MESSANA
BARNine

BASQUE
BeerBelly
BISTRO Camelen
BISTRO Cameleon
bistro de cote
Caf_ confine
Caf_' Dal
Caf_ DOVBLE
-cafe- OKAWARI
Cafe&Meal　MUJI
CAFE 平日ノ木の香
CAFFELUCCA
CUCCU
㈱ DAMZ
DINING BAR iijan
㈱ Elevation
Food Labo WATABE
FOODRUN
foodscene23insitituteco.ltd
㈱ GreatCompany
Hang Loose
㈱ idea
㈱ IDEAL
JAPAN 不耕起組合
㈲ K･Rフードサービス
Little Bird
Lounge LOOP
㈱ M&S
M&S CO.,LTD
MEDIAグループ
Mik ㈱
㈱ M'sfactory
na_Gi
㈱ OTOGIコーポレーション
PANDA CAFE
Papico
paradise*cafe
PAS TiME
pizzeria da.Ruffo
POKKAPOKA
Quatre-Vingts
RENOVATION OF THE COMMUNITY
㈱ Rine
SALVATORE & BAR
SIVA MIND
SLIESH
㈱ SRK
UNDER
WINE BAR&CHORCOAL GRILLED 肉料理専門ワインバル ･ ニック
㈱ WONE
㈱アイビーシステム
㈲あかべこ
秋山牧場
㈱曙産業
朝日商事㈱
㈲アラカルト
アルバ㈱
杏屋
いかの墨
居酒屋あどまん
居酒屋つるまる
居酒屋舞酒
居酒屋めい
居酒屋やすし
居酒屋やぶさか
居酒屋和楽い堂
伊食住
㈱いせん
イタリア料理　良麻
イタリア料理 & バールたんと
苺のデザート専門店伊知比古
壱富飯店
伊知比古
一心亭
㈱イデアル
㈱イナス
㈲いまなり
イルアフェット
彩膳ちくら
飲食店
㈱ヴァーテックス.フーズ
㈱ヴァーテックス.ライフ
梅田軒
㈱梅の花
㈱エーコーポレーション
駅前バル de la sol
えちご上越農業協同組合
越後茶屋総本店
越後屋治平そば
㈲えびすや
㈱欧州ぶどう栽培研究所
㈱大嶋屋
㈱オーシャンシステム
オーブンパルストーブ
オーベルジュ･グルービー
㈱小川
お食事 & 喫茶 Pinokio
お肉キッチン粟山バルランタン
温泉カフェわかば
割烹駅前大橋
割烹仕出し与せ
割烹甚兵衛
㈲割烹ふじ田
かなやの里ワークス
カフェ& パブ　ラップオタガイーニ
カフェオカワリ
カフェプレンヌ
かりん亭
川上農園カフェ木の香
韓国家庭料理多来
㈲かんずり
㈲かんだ
㈱キタカタ
キナレヤ
キャトル ･ヴァン
餃子日和わらん
清房
㈲金子屋商事
㈱クオリス
クオリス
串揚げとこだわりもん若女将
串焼工房きゅうべえ

クッキングライフ nukumlku
クッチーナヒコ
厨酒場
迎賓館 TOKIWA
㈲ケー ･ ケーエンタープライズ
嚆矢
こかげカフェ
㈲こがね鮨
国分関信越㈱
ココペリ
㈱小嶋屋総本店
小玉屋
コトリカフェ
こまどり
㈲魚政
魚を食べようプロジェクト
さすけ
佐渡汽船商事㈱
㈱里味
㈱三宝
三六
㈱ジーオーエル
㈱しおさいフーズ
シバマインド
㈲島
酒肴屋いっこう
旬彩五色川
旬彩食房阡や
旬魚旬菜極 DINING 若旦那
旬魚旬菜極 DINNG 若旦那駅前店
㈱ジョイア ･ミーア ･ガーデン
㈲上越給食センター
生ラムジンギスカン吉祐栄門
食酒場いといがわ
食事処かさや
㈲食堂ニューミサ
白豚小里店
スィーツカフェグリュック
スズヒロシーフーズ㈱
㈱スバルビルド
炭火やきとりの店真っ赤な太陽
㈱スミヨシ
㈱スモーク
㈲せきとり
石まさ亭
㈱ゼン
㈱船栄
創作和食一の貴 ichinoki
㈱総商井岡
総商井岡
一般社団法人爽生会
蕎麦 DAYS
そば酒膳やぶもと
㈱ソリッソ
㈱ダイゴ
㈱大日広告社
高崎弁当㈱
たきびの村
㈱匠味
合資会社田中屋
㈱太郎
たんぽぽらーめん
ちゃき家
中国酒家風雅
ちょこざいや菜菜
つけ麺酒家 SAKURA
つるまる
㈱天朝閣グループ
天地豊作
天ぷらはせ川
㈲天龍軒
東映ホテル
東光
㈲東横
㈱トッキー
トラットリア アズーリ
鳥忠
㈱鳥忠
㈱トリドール
㈱とんかつ政ちゃん
㈲中角
㈲中島商事
なごみ庵花茶花茶
なごみ家
新潟県中越食品衛生協会
新潟日本橋
新潟フォレストカントリー倶楽部㈱
にぎやか鮮菜酒家　笑楽亭
肉割烹ふくすけ
西会津町しん興公社ロータスイン
㈱日京クリエイト
日東産業㈱
日本料理松扇
㈱ネクスコ東日本リテイル
NPO 法人脳外傷友の会ナナ
㈱ノブサーズ
㈲パートナーズ
㈲萩野
パスタとカレーの店　フジ夢レストラン 料理工房
パスタ古町
はつね寿司
パティスリー &レストランまめふく
㈲ハナ ･インターナショナル
花園いさみ鮨
㈱花時計
ハングルーズ
㈱ビーエム企画
瓢湖屋敷の杜ブルワリーザレストランワンレイク
拉麺えぼし
美酒美食風
ビストランテ GASSO
ビストロ ･DE･またのり
ビストロカメレオン
合同会社百織
㈲ファーストピアー
㈱風雷房
フードミーン 23
ブーランジェ･ ハワール
ブーランジェ･ ルクール
福鮨
藤美亭
フランス菓子パルファンドゥー

古町安兵衛
フレンチ &カフェキャトル ･ヴァン
㈱フレンド
㈱フレンド本部
ぽっかぽか
㈲堀口商店
本格焼酎と彩食いいこって
㈱まつえんどん
真っ赤な太陽
㈱丸伊
丸榮製粉㈱
㈱マルシェ
㈲丸寿し
丸寿し
まわる寿司花時計
万代ビストロランタンルージュ
まんぷくログ勇
まんまや
㈱みかづき
ミズホ産業㈱
道の駅阿賀の里
港すし
㈲村将軍
メイワサンピア
めしや長次郎
麺の店きらく苑
麺屋いたがき
麺や真登
森のマミー
森のレストランフォレスタ
やきとり飲むならここ屋
やきとり真っ赤な太陽
焼肉じゃんぼ
野菜の食卓　ベジテーブル
やまか飯店
㈲ヤマキ観光
㈲山田トラットリア ･ オラ･ ハラクチュ
やまとや
合同会社雪国食文化研究所
㈲雪国家総本店
ゆずりは新潟店
夢ひと
㈱善丸グループ
㈱善丸コーポレーション
㈱よね一
㈱よね一豚牛
ラーメンイエロー
ラーメンえぼし
ランタンルージュ
㈲力彌
六朝館
リストランテささき
リトルクラウン
ル ･タン ･メルヴェイユ
㈱ルシェーヌ
レコルタカーブドッチ
レストラン MIYOSHI
レストランカシェット池上
レストラン夢ひと
レストランリトルバード
ロイヤル空港高速フードサービス㈱
わいわいボックス
若旦那
和食酒場　風花
㈱和心養体
㈱わたや
和風れすとらん清水苑
笑喰処つまようじ
㈱わらん
ホテル・ブライダル
ANAクラウンプラザホテル新潟
HRT ニューオータニ㈱
アールベル
青山セレモニーホール　Arkbell
阿賀のめぐみ望川閣
㈱聚楽
合同会社アレコレ
㈱イタリア軒
㈱エンゼルエンゼルグランディア越後中里
エンゼルグランディア越後中里
オーベルジュ･グルービー
迎賓館 Tokiwa
㈱月下氷人
㈱佐藤商会
㈱佐藤商会ターミナルイン
静香庵
ジュラクステイ新潟
㈱シルバーホテル
新機能科学㈱
㈲寿々瀧
大観莊せなみの湯
㈱胎内リゾートロイヤル胎内パークホテル
㈱たかだ
たきびの村
㈱たまきや
通年民宿海楽
燕三条ワシントンホテル
㈱天朝閣グループ
㈱東映ホテルチェーン
㈲ときわフーズサービス
長岡ベルナール
中条グランドホテル
㈱新潟第一ホテル
新潟東映ホテル
新潟ホテル ･ マネジメント合同会社
新潟モノリス
西会津町温泉健康保養センター
㈱西会津町振興公社
西会津町振興公社ロータスイン
西会津町ロータスイン
ぬくもりとやすらぎの宿越路荘
ハーバーパークアヴェニューブレストン
㈱パイプのけむり
万代シルバーホテル
㈱ビーズ ･クリエイション
プチホテルビィーケン
ブライダルステージデュオ
ブライダルステージデュオ　Arkbell
平安セレモニー㈱
ベルナティオ
弁天町共同ビル㈱
㈱ホシノ商会

㈱ホテル泉慶
ホテルオークラ
㈱ホテルオークラ新潟
ほてる大橋館の湯
ホテルサンルート新潟
ホテル朱鷺メッセ㈱
ホテル日航新潟
ホテルニューオータニ長岡
ホテルビジネスイン新潟南
万座亭
メイワサンピア
㈱安武商事グループ
湯沢グランドホテル
㈱ゆもとや
ラマダホテル新潟
リージェンス･ウエディングマナーハウス
リオンズホテル
㈱リクルートマーケティングパートナーズ
給食
㈱ YARUSHIKA
社会福祉法人青空福祉会
社会福祉法人青鸞会聖徳保育園
㈱安全給食サービス
石本商事㈱
石本商事
㈲幾野誠也商店
㈱イナス
㈱オーシャンシステム
㈱給材
㈱グリーンフードサービス
㈱グリーンプラザ
㈱クローバーサービス
ケータリングフード㈱
コンフィ陽だまり苑
三旺食品合資会社
㈱サントップフーズ
㈱総合フードサービス
タカノ食品㈱
㈱鶴食
公益財団法人新潟県学校給食会
社会福祉法人新潟市中央福祉会
新潟市立内野保育園
㈱日京クリエイト
日清医療食品㈱
㈱日本フードリンク
㈲ハトヤ食品
㈱ハロージャパン
㈱ファミラソ
恵福園ほくぶ
メディコム & ホールディング
㈱ライフプロモート
㈱ルピナス
ロイヤルハートクリニック
ロータリー保育園
惣菜・弁当・中食
coto-coto
foodscene23insitituteco.ltd
Kiku 膳
㈱ MS 新潟
アーランドサカモト㈱
阿部幸製菓㈱
㈱イナス
㈲いろは肉店
うまいもんや新町
えちご上越農業協同組合
㈲えびすや
㈱オーシャンシステム
㈱会玉屋
㈱金盛商事
㈱カネタ･ツーワン
㈱叶味家
神尾商事㈱
玄人工房「わ ･ わ ･ わ」
㈲越路産業
小柳食品
㈱さがのや
㈱サン ･ミール
㈱三新軒
㈱三宝
㈲食堂たからや
㈲寿々瀧
惣菜の松井
㈱ダイゴ
大衆焼肉きらく
㈲高橋鮮魚店
中越鶏卵㈱
つけ麺酒家 SAKURA
㈱デイリーはやしや
㈱中村
七つのおもてなし
新潟丼丸
肉のひらさわ支店
日新運輸㈱直営ニッシン給食センター
農家レストラン赤塚集落
㈱ハロージャパン
㈱百笑市場
㈲広峰
㈱広峰
ヘルシーランチ ･まつばら
ほっかべん
㈱まつえんどん
㈱三田村
㈲村将軍
㈱ライフフーズ
食品製造・加工
㈱ ADEKA
㈱ AIGO
Annivel
㈱ idea
㈱ JIMMY FOOD 新潟
Kiku 膳
LOYALHILL HOLSTEINS
MCフードスペシャリティーズ㈱
N&T ㈱
㈱ OYCフーズネット
ReRi Bagel
Yショップかわぜん商店
㈱アイエー ･フーズ
㈱会津物産
NPO あおぞら
特定非営利活動法人あおぞら
㈱あがの夢コラボ

秋田酒類製造㈱
アクアフーズ㈲
浅草屋産業㈱
㈱浅草屋フーズ
㈱浅野商店
朝日酒造㈱
アサヒビール㈱
アジカル㈱
㈱味里
味の一醸造㈱
味の素㈱
アスコ㈱
アスザックフーズ㈱
あずま屋
阿部幸製菓㈱
㈲アベシュウ食品
阿部精麦㈱
阿部徳
あめ友商店
飴藤製菓
飴屋本舗
アルファー食品㈱
㈱あんフーズ新潟
飯島食品工業㈱
池田菓子舖
石窯焼きパン工房麦の詩
和泉屋
㈱いせん
㈲市川屋
苺のデザート専門店伊知比古
一正蒲鉾㈱
㈱イデアル
伊那食品工業㈱
㈱猪貝
岩﨑食品
岩塚製菓㈱
植木食品工業㈱
魚沼市認定農業者会
㈱ウオロク
㈱内山藤三郎商店
㈱内山肉店
㈱右門明治堂
栄軒
㈱江口だんご
㈱エス･ ティ･フーズ
えちご上越農業協同組合
越後製菓㈱
越後のおいしいもの
㈱越後薬草
江戸屋餅菓子舗
㈲遠藤青汁新潟センター
㈱大阪屋
㈲オーシーサービス
㈱オーシャンシステム
㈱大山農場
お菓子工房プティ
お菓子田の口屋
御菓子司紅久
御菓子司三好屋
御菓子処紅屋
お菓子のことしろや
お菓子の寿津屋
お菓子の店みつもと
㈲お菓子の龍宝堂
小川製パン店
奥阿賀グロッサリーコンビリー
小浜屋本店
㈱おむすびころりん本舗
おもちファクトリー
温泉せんべい総本舗
㈱開成
㈱会玉屋
角田屋
カシエット
菓子工房
菓子工房くるみ
㈱加島屋
㈲潟東村こがね会
片山食品㈱
カトウ食材
㈱カトウ食材
角中グループ
㈱カネタ水産
㈱金巻屋
㈱叶味家
鎌田養鶏㈱
紙ふうせん
㈲紙屋商店
神山物産㈱
亀田製菓㈱
川上農園
㈲かんずり
㈲かんだ
菊水酒造㈱
㈱岸田商会
㈱創春
㈱喜多方らーめん本舗
㈱キタカタリリッカ
㈱北日本ホーム食品
吉乃川㈱
㈱木村食品
㈲きむらや
キユーピー㈱
キユーピー醸造㈱
キユーピータマゴ㈱
㈲京家
㈱協栄青果
㈱餃子計画
麒麟山酒造㈱
キング醸造㈱
㈱金子食品
㈱栗山米菓
㈲クレール
㈱グレヌ
黒米味噌本舗
㈲ケーエスファーム
㈲源屋
㈱髙口又四郎商店
幸次郎製菓店
極楽物産
㈱越のむらさき
㈲こなかわ

コンドウ食品㈱
㈱佐浦
坂井漬物商店
㈱さかたや
佐久間食品㈱
さくら製菓㈱
笹だんごの髙田屋
サトウ産業㈱
佐藤食品工業㈱
㈱里仙
特定非営利活動法人里山クリーン新潟
㈱サプラテクノ
㈲山北鮮魚センター
㈲さわ山
サンカントピュール
㈱サンキョーフーズ
㈱三国
産直熊倉組 / 買物援護会
㈱サンフルート
㈱三宝
㈲三昧堂
㈲三味堂
㈱三和製玉
㈱三和フーズ
㈱ジーオーエル
㈲ジェラートコートー
四季の味わらび屋
㈲四季の定期便
㈱しばうま本舗
しばたパッカーズ㈱
シュタープ㈱
㈱シュルプリーズ
㈱正栄デリシィ
上越スターチ㈱
上越フーズ㈱
㈱小国製麺
上進漬物工業㈱
小富士屋
上毛天然瓦斯工業㈱
昭和冷凍食品㈱
信越化学工業㈱
㈱新進
㈱新生バイオ
新洋技研工業㈱
スイーツカフェグリュック
素井興食品工業㈱
㈱末広製菓
㈱スギヨフーズテクノセンター
㈱鈴勝
㈱鈴木コーヒー
㈲寿々瀧
㈱スドージャム
㈱ストリーム
㈲酢屋亀本店
㈱セイヒョー
㈱関本製麺
関本製麺製粉工場
千糧㈱
合資会社相馬製麺所
第一食品㈱
第一物産㈱
㈲大輝食品
㈱ダイゴ
㈲大幸
㈱ダイショー
㈱大杉屋惣兵衛
㈱タイナイ
たいまつ食品㈱
㈱タカノ
高野酒造㈱
㈱高橋商店
高橋ソース㈱
㈱高橋正
㈱高橋農産
滝まん菓子店
㈱タケショー
竹徳かまぼこ㈱
竹本油脂㈱
伊達物産㈱
㈱田中屋本店
㈱タブリス
たまはし菓子店
㈱田村屋
中国哈尔滨工业大学
チューリップランド
㈱チューリップランドアンレミュー
㈲千代田ベーカリー
㈱ツガイ久菅原商店
月岡糀屋
㈱つきじ入船
津南町森林組合
㈲椿砂糖店
社会福祉法人燕 ･ 西蒲原福祉会
つるがや
㈲ツルマフーズ
㈱デイリーはやしや
デイリーフーズ長野販売㈱
テクノサド㈱
㈱テクノシステム
デビフペット㈱
㈱デリカウェーブ
㈲東京堂
社会福祉法人とき福祉会
とよす㈱
㈱鳥泉
㈱ドンク
㈱直江津油脂
永井松栄堂
社会福祉法人中蒲原福祉会
中条たまご直売店
菜菓亭
㈱ナニワ
新潟県観光物産㈱
新潟県醤油協業組合
㈱新潟コープ畜産
社会福祉法人新潟市中央福祉会
新潟製粉㈱
㈲新潟たけうち
新潟中央水産市場㈱
新潟中央ヤクルト販売㈱
新潟銘醸㈱
㈲新潟森林農園

㈱新堀
㈲肉の片山
㈱西山製菓
ニチレイフーズ
日本甜菜製糖㈱
日本食研㈱
㈲にむらや菓子舗
㈱ネット･コア ･ジャパン
㈱念吉
㈲農園ビギン
農産物直売所いきいき
㈱ノザワクリエーション
野澤食品工業㈱
㈱バイオテックジャパン
㈱果香詩
八米
パティスリー ･メールネージュ
パティスリーソランジュ
㈲ハトヤ食品
ハママンフーズ㈱
㈱林原
原田乳業㈱
春キャベツ
㈱ピーコック
尾西食品㈱
菱山六醤油㈱
㈱ひだの
㈲日の出製麺
㈱ひまわり食品
百花園
合資会社風月堂商店
ブーランジェリーアンシエンヌ
富士畜産㈱
伏見蒲鉾㈱
㈱冨士屋
㈱フタバ
プティカナール
㈱太堀
㈱ふるさと福島
㈱ブルボン
ふれあい亀田万年菓子舗
ふれあい亀田万万平菓子舖
㈲プレジール
㈱フレンド本部
㈱フロジャポン
ベーカリーデルタ
㈱紅屋重正
㈱ホーム食品
北越フアーム㈱
㈱北辰
ホクト㈱
ポッポのパン
㈱ポテトデリカ
㈱堀川
ポワルのほほえみ
㈱本高砂屋
まいう～
㈲正和
㈱増子
ますださんちのミニ工房
㈲マスヤ製菓
㈱又上
㈱マツイフーズ
松谷化学工業㈱
㈱松橋屋
まつや㈱
㈲松屋商店
㈲真保餅屋
マリンフーズ㈱
㈱まる味食品
マルコ食品㈱
丸榮製粉㈱
㈱マルシャン
マルショウ田沢農園
マルシン食品㈱
㈱マルシンフーズ
マルス蒲鉾工業㈱
丸大食品㈱
マルハフーヅ㈱
丸美屋食品工業㈱
㈱丸屋本店
㈲万九渡辺食品
万平菓子舗
道の駅あずま屋
道の駅関川あずま屋
㈲みちのく特産
三井農林㈱
三菱商事フードテック㈱
㈱港製菓
みなと街ベーカリー
美峰酒類㈱
㈱美松
㈲みやけ食品
㈲宮崎商店
㈲三矢製作所
㈱宮野食品工業所
宮野食品工業所
㈱みやま
㈱三幸
明星食品㈱
㈲村恭
㈱めんつう
餅菓子団子処ひろし屋
森永乳業㈱
森のレストランフォレスタ
㈲安田もち
㈲ヤスダヨーグルト
柳醸造㈱
柳醸造
㈱柳都入船
やひこ食品㈱
㈲山岸モータース
ヤマキ食品
山崎醸造㈱
山崎製パン㈱
㈱山重
ヤマダイ㈱
山田醸造㈱
山津冷蔵食品㈱
山長食品工業㈱
㈱山ノ下なっとう
㈱ユウ･ アンド ･ アイ

特定非営利活動法人ゆうーわ
雪国あられ㈱
合同会社雪国食文化研究所
㈲雪国農産
㈱雪国まいたけ
㈱ゆのたに
横山冷菓㈱
吉美食品㈱
米納津屋
㈱ヨロイ
㈱ライフプロモート
漁師直送昭和丸
ル ･ アグリ
ル ･ パティシエマルコ
ル ･レクチェ栽培農園
㈱ローリー
㈲ワイエスアグリプラント
㈱ワイエムフーズ
渡辺もち店
渡六菓子店
㈱弥右ェ門農園
和洋菓子丸屋
食品機械・厨房機器
㈱ NIIGATA GLOBAL BUSINESS
㈱ Syse
THK ㈱
㈱ TOSEI
アーネスト㈱
㈱アイケー
㈲安達産業
㈱新越ワークス
アンリツインフィビス㈱
イーデーエム㈱
㈱イシダ
入倉建築
㈱インテリジェントセンサーテクノロジー
宇和断熱工業㈱
エイコーフィルター㈱
㈱エフ ･ エム ･ アイ
㈱エムテートリマツ
㈱大谷商會
春日電機㈱
㈱片桐鉄工所
カマタニ㈱
亀田製菓㈱
菊水酒造㈱
北沢産業㈱
協栄産業㈱
協和シール工業㈱
クリーンボードエー
㈱高清
㈱坂井機械製作所
㈲酒井商会
㈱サムソン
㈱サンエスフィッティング
㈱三光社
サンデン ･リテールシステム㈱
しま商
下村企販㈱
新星産業㈱
新冷工業㈱
㈱シンメイ
新洋技研工業㈱
スギコ産業㈱
㈱タイガークラウン
タイガー魔法瓶㈱
ダイキン HVACソリューション新潟㈱
大東産業㈱
大和冷機工業㈱
高野ガス㈱
㈱タカヒロ
高森コーキ㈱
竹徳かまぼこ㈱
橘工業
タニコー㈱
ツインバード工業㈱
㈱テクノシステム
テクノシステム
㈱テックコーポレーション
藤次郎㈱
㈱トーテック
㈱徳尾商事
直本工業㈱
永田精機㈱
㈱長部商店
㈱中村
㈱なんつね
㈱ナンバ
新潟機器㈱
㈱新潟クリーンエイド
新潟県日本調理師技能士会
新潟地溶離機器㈱
新潟調理機器㈱
㈲新潟刃物
㈱新潟日立
庭山綜合食品㈱
㈱ハイサーブウエノ
パナソニック産機システムズ㈱
㈱東商会
㈱微酸研
福島工業㈱
㈱フジキカイ
プリンス工業㈱
㈱古川製作所
㈱古澤製作所
ホシザキ北信越㈱
㈱マゼラー
㈱マルゼン
㈱ミタカ
ミツワ電機㈱
源冷機部品㈱
㈲三矢製作所
㈲みやむら
㈱山田製作所
㈱やま電
ヤマトハカリシステム㈱
㈱山由製作所
リニアクラフト㈱
㈱リビック新潟
㈱ワタナベ
包材・容器
CREATIVE LAND HAREVI

アサヒグリーン㈱
㈱旭創業
天野商事㈱
天満紙器㈱
㈱アンドウ紙器
イーダ㈱
㈱石山
泉商事㈱
㈲井関産業
㈱イナス
㈱エース
㈱越後屋カラクリ堂
㈱衛藤
㈱エフピコ
エフピコチューパ㈱
大倉工業㈱
大阪シーイング印刷㈱
㈱金沢シール
㈱亀井商店
㈱協立商会
㈱キントラ
㈱熊谷
クラフツ㈱
㈱クリスター ( 新潟パッケージ )
㈱権文
㈱高清
㈱高速
後藤容器
㈱コマガタ
㈱小松写真印刷
佐川印刷㈱
サクラパックス㈱
三条屋菓子店
㈱サンメック
サンメック
三洋グラビア㈱
シーピー化成㈱
㈱シブヤ
島津印刷㈱
関後藤容器
㈱セブン ･ セブン
第一産業㈱
㈱第一製品流通
大黒工業㈱
大成ラミック㈱
高砂ダンボール㈱
㈱タカヨシ
竹徳かまぼこ㈱
㈱タマルヤ
㈱田村商店
㈱チューエツ
中央化学㈱
㈲テクノパック
寺山折箱店
デンカ㈱
デンカポリマー㈱
㈱東光
凸版印刷㈱
㈲中川シール印刷
新潟市漆器同業組合
㈲新潟テック販売
新潟物産㈱
新潟森紙業㈱
新潟リス食材㈱
西巻印刷㈱
パチシェールカツミ
㈱ハマキン
フェイズ㈱
福助工業㈱
㈱フジキカイ
藤屋段ボール㈱
㈱北都
ホクト産業㈱
星野㈱
㈱ほしゆう
丸井化学工業㈱
丸東産業㈱
㈱ミカサ
水野産業㈱
㈲三矢製作所
森井紙器工業㈱
㈱山田写真製版所
㈱山忠
㈱雪包装
ル ･ アグリ
レンゴー㈱
食品商社・食品卸売
㈱ ARAN.
㈱ G7ジャパンフードサービス
Good Life
㈱ JP 三越マーチャンダイジング
㈱ JTMMY FOOD 新潟
JUN PACIFIC (QLD) PTY LTD
JUN PACIFIC CORPORATION PTY LTD
㈱ LLC
㈱ MS 新潟
㈱ SN 食品研究所
特定非営利活動法人 SONERS
アジカル㈱
㈱味里
㈲アド ･グッズ
㈱アベフードサービス
㈱アムズ
㈱アルゴナフト
一正蒲鉾㈱
㈱イナス
魚沼冷蔵㈱
エイチフードジャパン㈱
㈱永徳
㈲エイライン
㈱エムエス青果センター
㈱大倉
㈱大阪屋
㈱オージーフーズ
㈱大嶋屋
㈱大藤
㈱小野商店
おもてなし㈱
㈱オリジナル ･フィールド
㈱籠島
㈱果商
加藤産業㈱

㈱カトウ食材
カナカン㈱
カネカ食品㈱
㈱カネセ星野商店
㈱カネタ･ツーワン
神山物産㈱
㈱カム ･ ネット
亀田製菓㈱
環境システム新潟㈱
㈱環境システム新潟
㈱カンダ
関東日本フード
㈲キープクリーン
㈱創春
㈱キタカタ
㈱北越大雅
北沢産業㈱
北日本工芸㈱
北村食品㈱
㈱給材
㈱協栄青果
京信交易㈱
協和水産㈱
㈲玉露園
㈱清野屋
グローバルピッグファーム㈱
㈱髙助
㈱高清
㈱高速
越路商事㈱
国分関信越㈱
国分フードクリエイト㈱
㈱コヅチ
㈱こめ米雪国
金剛薬品㈱
近藤産業㈱
㈲酒井商会
㈱ササゲリバース
佐藤㈱
㈱佐野商会
㈱三共青果
三条屋菓子店
㈱産直にいがた
㈱サントップフーズ
三和薬品㈱
塩谷活性化推進協議会
㈱七大陸
新発田青果サービス㈱
シュタープ㈱
正栄食品工業㈱
㈱上越フルーツ
㈱上新トレーディング
上新トレーディング
白石カルシウム㈱
㈱信州物産
新印食品㈱
㈲新生産業
㈱シンレイ
㈱鈴木コーヒー
㈱スノエ
㈱誠晃舎
㈱セキシン産業
㈱セレコンフーズ
全農パールライス㈱
総業山富㈱
総合食品エスイー㈱
総商
第一食品販売㈱
第一物産㈱
大栄魚類㈱
㈲大地
㈱大地
㈱高助
タカノ食品㈱
㈱タケショー
竹徳かまぼこ㈱
㈱タシロ
㈱たちかわ
㈱タテノコーポレーション
㈱田中米穀
㈲ダブルユー
㈱タマハシ
㈱農業法人調布のやさい畑
㈱土田商店
㈲椿砂糖店
㈱つばめや
鶴屋株式會社
㈱デイリーフーズ
東海澱粉㈱
㈱東北かねた
㈱東北ヒロヤ
東洋クリエート㈱
社会福祉法人とき福祉会
轟産業㈱
㈱鳥泉
㈱鳥梅
長岡中央水産㈱
中静産業㈱
㈱ナガトク
中野商事㈱
㈱長部商店
㈲南雲商店
鍋林㈱
㈱ニイガタキャリイ
新潟県観光物産㈱
新潟県砂糖卸荷受商業協同組合
新潟県酒類販売㈱
㈱新潟ケンベイ
新潟交通商事㈱
㈱新潟コープ畜産
新潟酒販㈱
新潟市立江南小学校
新潟中央水産市場㈱
新潟中央青果㈱
㈱新潟農園
新潟リス食材㈱
新潟冷蔵㈱
新潟連観光物産㈱
㈲肉の片山
㈲西辰商店
㈱西原商会
㈱西松屋チェーン

㈱にしむら
㈲西村商店
㈱日伝
㈱ニチリョウ
㈱日本アクセス
日本酒類販売㈱
㈱日本デリカ
ニューライフ新潟
ネオテイク㈱
㈱ネクスティ
農プロデュース　リッツ
㈲野本商店
橋本商事㈱
はせかわ菓子店
服部コーヒーフーズ㈱
㈱ハマキン
パルク化学工業㈱
㈲ハローフレンド商事
ビジネスホテル秋葉
㈱百萬粒
㈱平圧
㈱ファンガス
㈱フジサニーフーズ
富士畜産㈱
㈱ブランド北陸
貿易商㈱
㈱ホシ商会
㈱ホシノ商会
北海道乳業販売㈱
堀川鮮魚㈱
堀敬商事株式會社
㈱堀商店
マザーウォーター㈱
㈱升喜
㈱松本旭興社
丸七商事㈱
㈱丸冨士
丸松物産㈱
三井食品㈱
三井物産㈱
光和商事㈱
三菱商事フードテック㈱
三菱食品㈱
ミドリ安全新潟㈱
南漁屋
㈱宮下商店
明治フレッシュネットワーク㈱
㈱メープルファームズジャパン
㈲メデァ
㈱八百重商店
㈲ヤナギサワ
㈱山形丸魚
㈱ヤマジュウ風間
ユアサ商事㈱
㈱ユニバーサル
㈱ヨーク
㈱よねー
㈱米三
理研ビタミン㈱
ル ･ アグリ
㈲レインボートレーデング
㈱レスカルゴ
㈱レルヒ
ロメロトレード
㈱若松魚類
食材宅配
あずま屋
㈱オーシャンシステム
㈱セルコーヒーフーズ
道の駅関川あずま屋
農林水産業
㈲ AFカガヤキ
IMT エンジニアリング㈱
JAPAN 不耕起組合
JIMMY FOOD
あいざわ農園
㈱青木農場
青空ファーム
㈱あがの夢コラボ
農事組合法人アグリ悠悠
㈱アスカ冬井
あるある俱楽部
㈱アンジュール
五十嵐農園
いきいき畑
㈱粋男会
㈲いたがきアグリ･ サービス
いちごカンパニー㈱
岩村養鶏㈱
内山ライスフィールド
㈲エーエフカガヤキ
えちご上越農業協同組合
太田農園
尾瀬きのこセンター
おもちファクトリー
柏崎農業協同組合
片野農園
㈲川瀬養鶏場
㈲共生の大地にいがた二十一
金助農業㈱
くだもの屋にへじ
熊谷農園
㈱グリーンプラザ
栗田農園
榑井農園
グローバルピッグファーム㈱
㈱黒川農産
㈲黒川農産
黒沢栗生産組合
くわばら農園
㈲ケーエスファーム
農業生産法人㈱小出農場
公社
こだわり米
小柳農園
㈱コロナアグリ
㈱ささLabo
ささかみ農業協同組合
㈲ささかみやまびこ農産
佐渡農業協同組合
自営業
自然栽培農家

上越漁業協同組合
NPO 食農ネットささかみ
㈲白根グレープガーデン
水稲 ･ 切花 生産販売農家
鈴木農園
関根農園
㈱千手
そうえん農場
農業法人草荷営組合
㈱曽我農園
曽我農園
袖山商店
曽和枝豆研究会
農業組合法人第四生産組合
タカツカ農園
タカツカのうえん
高橋巨峰園
高橋農園
㈱高橋農産
㈱たくみファーム
武田農場
田沢農園
たなか農園
農業生産法人㈱たべたがり
民蔵ふあーむ
㈲中原農園
辻又吉田農園
燕市農業委員会
㈲戸頭農場
中山間地農業技術センター
新潟漁業協同組合
㈱新潟クボタ
新潟県漁業協同組合連合会
新潟県農業改良クラブ連盟
新潟市農業協同組合
㈱新潟農園
日清丸紅飼料㈱
㈲農園ビギン
農民運動新潟県連合会
バイエルクロップサイエンス㈱
㈱バイタルグリーン
㈱白銀
㈱白銀カルチャー
白銀カルチャー
㈱果香詩
はっつぉう農園
㈱花の米
原農園
百姓きちべい
㈱百笑市場
㈱フィクス
㈱福島建設
ぶどう屋惣平
ふなくぼ農園
フルーツランド白根グレープガーデン
へいきち農園
㈱ベジ ･ アビオ
べじらラボ
北越農事㈱
ほしのいちご園
堀川鮮魚㈱
㈲本町鈴木鮮魚
本間農園
牧公社
牧農業公社
公益財団法人牧農林業振興公社
㈱まつえんどん
㈲マッシュ小林
松田農園
まつだ農園
㈱マミヤふぁーむ
マルショウ田沢農園
㈲盈科
㈲安田興和農事
やまげん果樹園
㈲山太
山田工務店
有機 ･ 自然栽培農家
農業組合法人雪太郎の郷
米倉いちご農園
㈲米八
㈱ライスグローワーズ
ライフアンドライフ
㈲ワークカンパニー
㈲ワイエスアグリプラント
㈱和氣ふぁーむ
渡辺農園
新潟の食 輸出商談会 2016 バイヤー
▼シンガポール

TAKASHIMAYA TRANSCOSMOS INTERNATIONAL COMMERCE PTE. LTD
PROMOTE JAPAN ENTERPRISE PTE LTD
Marukawa Trading (S) Pte. Ltd.

▼台湾
貝爾敦股份有限公司
上友有限公司
追求卓越股份有限公司
台灣真弓通商
勇信貿易股份有限公司
逢國企業有限公司

6次化フェア個別商談参加バイヤー
㈱ ARAN.
㈱ JP 三越マーチャンダイジング
㈱魚栄商店
エイチフードジャパン㈱
㈱オージーフーズ
国分関信越㈱
㈱セレコンフーズ
㈱農業法人調布のやさい畑
㈱新潟三越伊勢丹
㈱パティシエエスコヤマ
㈱はぴねすくらぶ
ホテルオークラ新潟
㈲レインボートレーデング
㈱ダイヤモンドダイニング
㈱新潟三越伊勢丹
㈱農業法人調布のやさい畑
㈱フードスタッフ
㈱ホテルオークラ新潟
三井食品㈱
㈱ユウキヤ
㈲レインボートレーデング

※ご来場いただいた企業・団体の一部を、事業者の申請に基づいて分類し、一部抜粋の上順不同で掲載しています。



52 5353

出展社アンケート 来場者アンケート
1 今回はどのような目的で出展なさいましたか？（複数回答可）Q 2 それらの目的は達成できましたか？Q

3 ブース来訪者総数は何名でしたか？Q 4 会期中の商談件数は何件でしたか？Q

自社製品のPR

新規取引先開拓

新製品PR

既存顧客との交流

市場調査

その他

販売代理店募集

会場での直接取引

達成できなかった
7.8%（5.3％）

達成できた
9.1%（13.8％）

一部達成、
一部未達成

46.1%（43.9％）

71.8%（75.1％）
74.8%（74.1％）

30.7%（28.0％）

20.2%（18.1％）

5.5%（4.1％）

22.1%（18.1％）

4.9%（5.7％）

6.1%（2.1％）
92.2%

1,600名

達成率

9 本展示会の総合評価をお聞かせくださいQ
不満6.9%（4.0％）

満足
13.3%（14.4％）

普通 
32.1%
（35.8％）

やや不満
8.1%（6.8％）

52.9%
満足度

最大

（最大：1,200名、平均：303.2名）

（最大：30件、平均：5.8件） （最大：18,000,000円、平均：1,826,246円）

（最大：100件、平均：21.7件）

平均 279.6名
150件最大

平均 10.5件

5 会期中の成約件数は何件でしたか？（見込含む）Q 6 会期中の成約金額はどのくらいでしたか？Q

7 商談を行った業種を教えてください（複数回答可）

◎今後もアンケートを実施し、追跡調査を行う予定です。 ※（　　）内は前回のデータです。

Q 8 どのような成果がありましたか？（複数回答可）Q

40件最大

平均 3.75件
14,000,000円最大

平均 737,288円

外食

ホテル・ブライダル

スーパー

食品製造・加工

食品商社・卸

食品関連等の専門店

通販

惣菜・弁当・中食

食品機械・厨房機器

デパート

給食

病院・介護施設

農林水産業

官公庁団体

その他

包材容器

生協

CVS

食材宅配

36.2%（37.3％）

11.0%（9.8％）

1.2%（2.1％）

30.7%（31.1％）

1.8%（4.1％）

19.6%（17.1％）

37.4%（36.8％）

11.0%（9.8％）

19.0%（14.5％）

35.6%（32.6％）

14.7%（8.3％）

9.8%（13.0％）

32.5%（29.0％）

1.2%（2.6％）

11.0%（10.4％）
11.0%（11.4％）
11.0%（10.9％）
10.4%（8.8％）

新規顧客の開拓

既存顧客との商談・交流

同業者との商談・交流

サンプルの依頼

新製品開発のヒント

新製品のマーケティング

共同開発の可能性

その他

成果なし

62.0%（72.5％）
45.4%（42.5％）

38.0%（31.1％）

14.1%（17.1％）
15.3%（21.8％）

9.2%（13.5％）

28.2%（26.9％）

4.9%（4.7％）
1.8%（3.1％）

38.7%（45.6％）

概ね達成できた
37.0%（37.0％）

ほぼ満足
39.6%（39.0％）

新潟 

東北 

北信 

関東 

東海

近畿 

四国・九州 

77.9%

1.6%

3.3%

14.4%

0.4

1.2%

1.2%
※一部、本社所在地で集計。

－ 

宮城県・山形県・福島県

富山県・福井県・長野県

東京都・神奈川県・茨城県・栃木県・
群馬県

静岡県

大阪府

香川県・愛媛県・佐賀県

1 業種を教えてくださいQ

7 来場地域Q

期待はずれ
0.8%（2.0％） 満足

13.1%（19.7％）

どちらともいえない
29.1%（20.4％）

やや期待はずれ
7.4%（7.6％）

62.7%
満足度

6 ご来場に対する満足度はいかがでしたか？Q

※その他（金融機関、印刷業、学校、官公庁 等）を除く割合

食品製造・加工

食品商社・食品卸売

食品機械・厨房機器製造・販売

外食

スーパー・デパート・CVS

農林水産業

ホテル・ブライダル

包材容器製造・販売

給食

生協

食品関連の専門店

病院・介護施設

惣菜・弁当・中食

食品を扱う通販・食材宅配

7.0%（6.1％）

2.1%（2.4％）

4.9%（6.6％）

1.4%（1.9％）

2.1%（2.8％）

7.0%（6.6％）

2.1%（2.4％）

1.4%（4.2％）

28.5%（25.5％）

4.2%（10.8％）

22.2%（21.7％）

2.1%（0.5％）

5.6%（3.3％）

10.4%（5.2％）

2 ご来場の主な目的は何でしょうか？（複数回答可）Q

新製品等の情報収集

業界の動向調査

新規取引先の開拓

研修・見学

既存顧客との交流

セミナー聴講のため

機器導入

食材・素材等の購入

次回出展のための視察

68.4%（68.6％）
49.6%（49.4％）

36.9%（31.7％）

22.5%（20.9％）

11.5%（14.0％）
13.1%（9.4％）

32.0%（23.4％）

17.2%（11.7％）

4.5%（4.6％）

4 仕入れ先や取引先に要求する条件として、
特に重要視するものは何ですか？（複数回答可）

Q

品質・味

安全性

価格

製品の独自性・付加価値

提案力

供給力・対応力

商品ラインナップ

特になし

58.2%（59.4％）
51.6%（51.1％）

63.1%（63.5％）

19.3%（25.1％）

40.6%（37.1％）
34.0%（26.7％）

48.0%（45.1％）

5.3%（9.8％）

5 今後どのような出展品目の増加を望みますか？（複数回答可）Q

加工食品

農畜産物

スイーツ・デザート関係

容器・包装資材関係

水産物

厨房・調理機器関係

調味料

飲料関係（アルコール飲料含む）

和菓子

44.3%（44.6％）

28.7%（31.7％）

21.0%（22.6％）

53.3%（60.3％）

18.4%（23.7％）

34.4%（34.8％）

18.0%（23.1％）

25.0%（18.6％）

29.1%（24.3％）

2時間未満（前回：31.3％）
33.6%

3～5時間（前回：25.9％）
19.7%

5～7時間（前回：2.3％）2.1% 7時間以上（前回：1.1％）0.7%

3 会場での滞在時間を教えてくださいQ

ほぼ満足
49.6%（50.3％）

2～3時間（前回：39.4％）
43.9%
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イベント・セミナー

　開会式では篠田昭新潟市長ら主催関係者および協力会
社、在新潟総領事館、地域金融機関、商工団体、出展
社代表など17人が登壇してテープカットが行われ、「フード
メッセinにいがた２０１６」が盛大に開幕した。

　新潟を拠点に食品輸出の促進を目指して「新潟の食 輸出商談会2016」を開催した。
　商談会では、シンガポール及び台湾の食品バイヤーと新潟市内企業及びフードメッセ出
展社による個別商談を実施した。日本酒や米菓をはじめ、農水産品、調味料等幅広い商
品の商談が行われ、バイヤーからはいずれも高い関心が示された。

　「日本災害食学会」と制作協力し、今回新たに「災害食コーナー」を展開。“いつかにそなえてい
まできること”をテーマに8企業 ･ 団体が出展し、新潟から“新たな備え”を発信した。
　各企業が提案する商品には、非常時の食品としての機能面だけでなく、美味しさに加え多様な
食べ方を提案し、来場バイヤーに最新のトレンド及び認知拡大を図った。
　また、新潟大学 ･ 地域連携フードサービスセンターのブースにおいては、日本災害食学会認証
商品（現在75品目）を展示。
　災害食の多様な商品構成をアピールし、今後のマーケットで期待が高まる可能性を示唆した。

　初日の16日午後6時からホテル日航新潟において開催された「レセプション」に新潟市
や商工会、地元経済界や大学、各国駐新潟総領事館などから約１３０人が参加し情報交
換や商談が活発に行われた。これまで「フードメッセ in にいがた」を支えてきた出展企業
担当者を中心に、新設の「災害食コーナー」「海外パビリオン」出展関係者、個別商談会
に特別参加した台湾とシンガポールのバイヤー、新潟市食材ツアーに参加された香港とシ
ンガポールの料理人、新潟市を初来訪したタイ
商務部担当者なども加わり国際色豊かな
交流会となった。
31階のスカイラウンジから見る新潟の
夜景の美しさ、新潟特産の米や食材を
使用した郷土料理と新潟を代表する酒蔵
の銘酒が会場を盛り上げた。

　初日には、新潟市国家戦略特区をテーマにした篠田市長の基調講演に続き、特区戦略と企業展開として国、地方自治体、企業によるシンポジウ
ムが開催され、農業を核にした活動の報告がされた。2日目は、災害食をテーマに取り上げ、阪神大震災や中越地震を教訓に、改めて被災・緊急時
における食をどう考えるか、新たなヒントがセミナー・シンポジウムを通じて語られた。3日目は、地方・新潟発の新たな戦略に取り組む企業、その活
動をより活発にするため事例を示したセミナーも行われ、会期中を通じ多くの聴講者でにぎわった。

【開会式】
11月16日（水）
午前9時30分よりセレモニー開始
午前10時会場

● 基調講演  「新潟市国家戦略特区の挑戦
　　　　　農業を核に
              地方創生のトップランナーに」

篠田 昭 氏
［講師］
新潟市長

● セミナー
  「越後雪室屋の挑戦」

● セミナー 
　「ベストローカルの追求
　～「十店十色」 地域に根ざす
　イオンスタイルの店づくり～」

佐藤 健之 氏

［講師］
にいがた雪室ブランド事業
協同組合理事長
（株）鈴木コーヒー会長

濵田 和成 氏

［講師］
イオンリテール（株）
取締役専務執行役員 
北関東・新潟カンパニー支社長

● セミナー 
  「食と新潟の経済 
  - SAKE ECONOMICS - 」

佐藤 淳 氏

［講師］
（株）日本経済研究所
地域本部 上席研究主幹
常務執行役員

● セミナー 「地方の伝統産業をどう再生するか？
　―糀、味噌、酒の醸造業での取り組み―」

［講師］          （株）和僑商店代表取締役
今代司酒造（株）代表取締役会長
（株）峰村商店代表取締役会長
越後味噌醸造（株）代表取締役会長

● セミナー 「ドコモの農業 IoTの今後」

上原 宏 氏

［講師］
NTTドコモ 第一法人営業部第六営業担当
第一担当部長

● シンポジウム 
  「日本災害食認証制度の目的と進展状況」

奥田 和子 氏

［講師］
甲南女子大学 名誉教授

藤村 忍 氏

新潟大学 地域連携フードサイエンス
センター准教授/事務局長

藤村 忍 氏

新潟大学 地域連携フードサイエンス
センター准教授/事務局長

● 基調講演 「日本災害食認証制度の
　必要性と展開」

［講師］

［コーディネーター］

● セミナー 「新潟県の新規食材
　　　　乳酸菌醗酵酒粕『さかすけ』」

佐藤 圭吾 氏
［講師］新潟県醸造試験場主任研究員

［コーディネーター］

● シンポジウム 「特区戦略と企業展開」
［パネリスト］

［パネリスト］

［パネリスト］［パネリスト］

［パネリスト］

篠田 昭 氏
新潟市長

藤原 豊 氏

内閣府
地方創生推進
事務局審議官

今野 正義 氏

日本食糧新聞社
代表取締役会長CEO

吉田 至夫 氏

（株）新潟クボタ
代表取締役社長

髙橋 治儀 氏

（有）髙儀農場
代表取締役

池田 弘 氏

ＮＳＧグループ代表
食の新潟国際賞財団理事長
新潟経済同友会特別幹事

● 基調講演 「熊本地震が投げかける
  災害食の教訓と問題点―減災のコツ」

葉葺 正幸 氏

● セミナー 「新潟発食肉新ブランド 越後米豚
　         『越王（こしおう）』のご紹介」

宇尾野 隆 氏
［講師］（株）ウオショク 代表取締役社長

渡辺 紀之 氏

［パネリスト］ ［パネリスト］

［パネリスト］

亀田製菓（株）
お米研究所
主任研究員　

中沢 孝 氏

宇宙航空研究
開発機構
(JAXA)
広報部

別府 茂 氏

ホリカ
フーズ（株）
経営戦略室
取締役

［パネリスト］

守 茂昭 氏

（一財）都市
防災研究所
上席研究員 

11/16水 11/17木 11/18金“新潟の食と農” “地域の戦略”“食の進化・深化”

オープニングセレモニー

交流会

新潟の食 輸出商談会2016

海外パビリオン

災害食

セミナー

バ イ ヤ ー 数：   9社
日本側参加社数：20社
商 談 件 数：91件

　新潟県及び隣接エリアのスーパー / 百
貨店 / 外食 / ホテル・旅館などへの販路拡
大を目指し、6ヶ国39社が出展。首都圏や
関西圏に比べ、アピールする場が少ない本
州日本海側のマーケットを攻略する絶好の
場として商談や情報交換が活発に行われ
ていた。

【参加国一覧】
●イギリス　●イタリア　●オーストラリア
●スペイン　●中国　●ベルギー
 （五十音順）

商談
実績

成 約 見 込 件 数：55件
　　　　　　　    （バイヤーレポートベース数値）
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同時開催 にいがた6次化フェア

　今年で2回目を迎える「6次化大賞」の最終審査を兼ねて、会場内特設ステージで「6次化最終選考会」を2日間にわたって開催。北は秋田県、南は高知県か
ら32にもおよぶ全国の6次産業化事業者がエントリーし、一次審査を通過した14事業者が最終審査のステージで審査委員と聴講者を前に、課題の「提案力・
説得力」を競う、熱のこもったプレゼンテーションを披露した。プレゼン後、審査委員からは温かくも厳しい意見･アドバイスがあり、事業者の今後の事業計画のブ
ラッシュアップに繋がった。また、最終日には見事受賞した6事業者による「受賞者プレゼンテーション」を実施し、各受賞商品を改めてアピールする機会となった。

【審査委員長】 平山 勝己（フードメッセinにいがた運営会議 議長）
【審 査 委員】 箕田 出（新潟市農業活性化研究センター センター長）
　　　　　　 永瀬 正彦（株式会社バイヤーズ･ガイド編集発行人）
　　　　　　 加藤 義博（株式会社新潟三越伊勢丹、営業政策部営業企画担当、新規事業マネージャー）
　　　　　 　田中 良介（アグリマーケティング株式会社代表取締役）
　　　　　 　武藤 麻実子（日本食糧新聞社新製品トレンド編集長）　
                  （順不同）

このボディーコピーは、本文組の雰囲気づくりのためにセットしたダミーです。本文
の文字の大きさおよび書体の見本としてごらんください。このボディーコピーは、本
文組の雰囲気づくりのためにセットしたダミーです。本文の文字の大きさおよび書
体の見本としてごらんください。
このボディーコピーは、本文組の雰囲気づくりのためにセットしたダミーです。本文
の文字の大きさおよび書体の見本としてごらんください。このボディーコピーは、本
文組の雰囲気づくりのためにセットしたダミーです。本文の文字の大きさおよび書
体の見本としてごらんください。

　エントリー32社のうち一次予選を通過した14社が、6次化推進に向けた賞金総額
140万円（相当）をかけて、熱のこもったプレゼンテーションを披露。
　6名の審査委員が審査基準をもとに、それぞれの専門分野からの視点も加えて厳正
に審査した。
　最優秀賞の「グランプリ」、「新潟市長賞」、「日本食糧新聞社賞」、「入賞」、合計6社
が下記のとおり受賞し表彰された。

【そのほかの6次化大賞エントリー企業】 （50音順）

（一財）魚沼農耕舎
おぢや食おこし隊（かまくら工房）
日下農園
（株）サンファーム泉
（株）たくみファーム
長谷川農園

魚沼そばパスタ
笹かぜちまき
片山みかん100％ ぴゅあじゅーす
ぎゅっとしぼったアロニアポリフェノールストレート果汁
野菜の素セット
長谷川の和梨バター

肉の旨さあふれる やわらか仕上げの蒲原牛ビーフジャーキー
フルーツトマトオイル漬け（ひまわり・とうがらし）
あがの姫牛 ロースステーキ
シカ肉 ロースかたまり
Dry Drops -GRAPE-
セミドライフルーツ（白桃）

フレッシュミニトマト（フラガール・サンチェリピュアプラス）
風呂上がり専用！ 食べきりジェラート みるぱすバー
ダッタンそば
さっちゃんの酵素玄米ごはん【素材セット5合】
グルテンフリー米粉100％シホンケーキ
朝からキレイ（トマトジュース）

（有）ミートフーズウスイ うすい牧場
（株）かっぺ
（株）佐藤食肉
信州富士見高原ファーム
新潟麦酒（株）
福島アグリネットワーク （有）岡崎 

エンカレッジファーミング（株）
（株）神田酪農
山岳手打ちそば一寿
（有）水原町農産センター
農村木島平（株）
まるたか農園 

（株）大田原ツーリズム
大田原の恵み米粉パスタ

たまごファミリー
 （有）ニシモト
じゅわっと半熟たまごカステラ

6次化大賞最終選考 結果

出展社レセプション

【6次化大賞最終選考会】6次化オーディション

グローバル
ピッグファーム（株）
和豚もちぶた

小柳農園
とりわけ美味しい「おとりもち」
8個入り

（有）のむら農産
トマトかきもち ＜いしかわ特産
野菜かきもちシリーズ＞

古谷農産　極十割そば （株）横島物産
まるごと冷やり 生あんず

（有）レガーロ
プレミアムアイスジェラート
8個セット

日本食糧新聞社賞 入　賞

代表取締役 阿部  靖 氏
プレゼンテーター

（有）コスモグリーン庭好

新潟県新潟市

静岡県浜松市

洗わず、浸さず、そのまま炊ける
「ラク炊き浸漬米」（新潟県産コシヒカリ）グラノーラ

浜松新名物
「うなぎいも」
ペースト（サツ
マイモペースト）

（株）相川ファーム
秋田県湯沢市

さくらんぼの
あわ

入　賞
（株）キノコハウス
福島県耶麻郡西会津町

三次郎みりん
スイーツ
【チョコみりん
シュー】

入　賞
（有）ささかみやまびこ農産

新潟県阿賀野市

いちご大福
の素

日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞 入　賞日本食糧新聞社賞 入　賞日本食糧新聞社賞 入　賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞 入　賞日本食糧新聞社賞 入　賞日本食糧新聞社賞

次化推進に向けた賞金総額

　6名の審査委員が審査基準をもとに、それぞれの専門分野からの視点も加えて厳正

　最優秀賞の「グランプリ」、「新潟市長賞」、「日本食糧新聞社賞」、「入賞」、合計6社

日本食糧新聞社賞 入　賞
（有）コスモグリーン庭好

日本食糧新聞社賞
（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好

日本食糧新聞社賞
（有）コスモグリーン庭好

日本食糧新聞社賞
（有）コスモグリーン庭好

日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞
（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好

日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞
（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好

静岡県浜松市静岡県浜松市
（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好

日本食糧新聞社賞
（有）コスモグリーン庭好

日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞
（有）コスモグリーン庭好

日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞
（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好

日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞日本食糧新聞社賞
（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好（有）コスモグリーン庭好 （株

入　賞
（株）相川ファーム（株（株（株（株（株（株（株（株（株（株（株（株（株

秋田県湯沢市秋田県湯沢市秋田県湯沢市
（株

秋田県湯沢市秋田県湯沢市
（株（株 相川ファーム相川ファーム相川ファーム相川ファーム相川ファーム相川ファーム相川ファーム

入　賞
相川ファーム

入　賞入　賞
相川ファーム

入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞
相川ファーム相川ファーム相川ファーム相川ファーム相川ファーム相川ファーム相川ファーム相川ファーム相川ファーム相川ファーム

入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞
相川ファーム相川ファーム相川ファーム相川ファーム相川ファーム相川ファーム相川ファーム相川ファーム

ささかみやまびこ農産

入　賞
）ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産（有
新潟県阿賀野市

（有
新潟県阿賀野市

（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有（有）（有（有）ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産
新潟県阿賀野市新潟県阿賀野市新潟県阿賀野市新潟県阿賀野市新潟県阿賀野市
ささかみやまびこ農産
新潟県阿賀野市新潟県阿賀野市
ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産

入　賞
ささかみやまびこ農産

入　賞
ささかみやまびこ農産

入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞
ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産

入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞入　賞
ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産ささかみやまびこ農産 （株

入　賞
（株）キノコハウス（株（株（株（株
福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町
（株
福島県耶麻郡西会津町
（株
福島県耶麻郡西会津町
（株（株
福島県耶麻郡西会津町
（株
福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町
（株（株
福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町
（株
福島県耶麻郡西会津町福島県耶麻郡西会津町
（株（株 キノコハウスキノコハウスキノコハウスキノコハウスキノコハウスキノコハウスキノコハウス

入　賞
キノコハウス

入　賞
キノコハウス
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グランプリ
（株）ぐらんふぁーむ

長野県千曲市

（株）滋味風土にいがた

新潟市長賞

　6次産業化事業者の育成・支援を目的に国によって設立された A-FIVE（株式会社農林漁業成長産
業化支援機構）および 6次産業化中央サポートセンターの全面的な協力を得て、出展事業者だけでな
く、来場する1次産業事業者の「6次化」に関するさまざまな悩み ･ 疑問に答えることを目的に、「6次
化相談コーナー」を開設。
　中央サポートセンターから派遣された6名のプランナーが、さまざまな相談に対応し、個別にアドバイ
スを行い、当日の商談をサポートした。
　今後はさらなる充実を図るため、当日の相談コーナーから、展示会への出展準備段階、さらには会期
終了後のフォローまで一貫したサポート体制を確立させ、6次産業化の発展 ･ 定着を目指す。

　2015年の第1回「6次化大賞」グランプリ受賞者 ･ 田中良介氏による、
6次化をテーマにした特別セミナーを開催。
　田中氏は、農家 / 農業法人および自治体向けに、６次産業化サポート、
農業マーケティングシステム構築、海外進出支援等に精力的に活動してお
り、今回は「6次化大賞」の審査委員も務め、にいがた6次化フェアを全面
的にサポートしていただいた。
　実際に6次産業化の事業に取り組むにあたって、ご自身の様々な失敗や
成功体験をもとに販路拡大に繋がるノウハウを講演。
　また、出展者により近い立場から今後の課題解決への具体的ヒントを
提案し、多くの 6次産業化関係者が会場を訪れ終始盛況であった。

　6次化フェア個別商談会は、6次産業化事業者に共通する課題である「流通との接点の強化」を目的に
企画運営された。
　出展事業者から事前に提出された商談意向アンケートと FCP 展示会 ･ 商談会シートをもとに、地域
産品・6次産業化商品の発掘に関心のあるバイヤーにお声がけし、希望取引先・スケジュールなどを事前
調整して、「ビジネスマッチング」を実施した。
　今回は各出展ブースをバイヤーが訪問する形でブース内のテーブルで商談が行われ、2日間にわたって
展開された商談数は延べ50件となった。また、参加バイヤーは新潟県内のみならず、首都圏、近畿、福岡
など全国からお越しいただいた。
　会期中、出展事業者、バイヤー双方にヒアリングしたところ、すでに具体的な新規取引が始まっている事
業者が複数あるなど、成果の見える企画となった。

　「フードメッセ in にいがた」では、地方の食品産業の活性化策として国が推進する
6次産業化にいち早く注目し、共通の課題である販路開拓を支援してきた。
　2013年には隣接県にも呼びかけ、「6次産業化商品展示コーナー」を設置。来場
バイヤーに6次産業化商品を手にとってもらえる機会を無償提供した。2014年には
A-FIVE（㈱農林漁業成長産業化支援機構）と連携し、実際にバイヤーとの商談機会
を持てる「6次化フェア」をコーナーとして展開。展示会に出展経験のない小規模事
業者でも出展しやすい条件を整備した。
　2015年には、優秀な6次産業化事業者の販路開拓を強力にバックアップする「6
次化大賞」を新設、最終審査を「6次化オーディション」として公開して来場バイヤー
にアピールするとともに「個別商談会」も実施した。
　2016年は、さらに「6次化」をテーマにした特別セミナーの開催、6次産業化中央
サポートセンターのプランナーによる「相談コーナー」の充実など、6次産業化ビジネ
スに関わる情報発信・情報収集の場として「6次化フェア」はより一層機能した。

6次化フェア個別商談会

第2回 「6次化大賞」

6次化相談コーナー

特別セミナー

特別セミナー講師：

田中 良介
（アグリマーケティング株式会社 
代表取締役） 

セミナータイトル：

「6次化で、最も大切な
 ３つのこと」
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■新聞広告■
・日本食糧新聞
　対象地域：全国
・新潟日報

■新聞広告■
・日本食糧新聞
　対象地域：全国
・新潟日報

★日本食糧新聞
　全5段

★新潟日報
　全5段

★日本食糧新聞
　全5段

★フードメッセinにいがた
　公式ガイドブック
　仕様：A4  44ページ
　部数：7,000部

★フードメッセinにいがた
　公式ウェブサイト
　http://foodmesse.jp/

★6次化フェア
　公式ウェブサイト
　http://foodmesse.jp/6fair/

★招待券
　仕様：A3 両面  4色×1色
　　　  巻3つ折り
　部数：110,000部

★仕様：B2  カラー　部数：1,000部

★6次化フェア
　公式ガイドブック
　仕様：A4 36ページ
　部数：1,000部

公式ガイドブック

公式ウェブサイト

招待状

ポスター

出展プロモーション各種媒体への開催告知

開催レポート

誘客プロモーション
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況状約予路航渡佐
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両

　

津

　

港発
小

　

木

　

港発
赤

　

泊

　

港発

両津

　

땆땇

　

J=けェッちのォイや
小木

　

땆땇

　

F=のェリー땆車のみ表示땇


日日日日日日日


日日日日日日日

新

　

潟

　

港発
直江津港発
寺

　

泊

　

港発

◇直前に欠航となることもあり。すので、

　

ご注意ください。

○空○あり

　

×空○なし

　

／併便

　

－該当便なし

　

※欠航

　

△屋定

両

　

津Ｆ

　　

　

놌○○○○○○○

　

놌○○○○○○○

놌○○○○○○○

놌×○×○×××

놌○○○○○○×

　

　両

　

津Ｊ

　　

　

놌○○○○○○○

　

놌○○○○○○○

놌○○○○○○○

놌○○○○○○○

놌○○○○○○○

　小

　

木・高速Ｆ

　　놌○○○○○○－

놌○○○○○○－

新

　

潟Ｆ

　　

　

놌××○××○○

　

놌○○○×○○○

놌○○○○○○○

놌○○○○○○○

놌○○○○○○○

　

　新

　

潟Ｊ

　　

　

놌○○○○○○○

　

놌○○○○○○○

놌○○○○○○○

놌○○○○○○○

놌○○○○○○○

　直江津・高速Ｆ

　　

　

놌○○○○○○－

놌○○○○○○－

◆寺泊－赤泊航路は運併してい。す。

　

直江津－小木航路は／◇ら運併となり。す。

ぶ学例励

　

用活家民古
ムラーォの会士築建県

回巡内県にり切皮津両
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走力ムーチ

　

伝駅渡佐

　

年

ぎ
な
つ
　

え
支
が
域
地
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躍活ら生校高

　

助補営運
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にみ励進推

　

化次６業農 製
作
ト

レ
フ

リ　
署
防
消
西

を
帯
携
み
挟
に
帳
化
子
母

　　

…息窒やがけ

で目一法方処対
」一万「の子がわ
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会
考
選
賞
大

冠
栄
者
業
の
野
長
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新
交
番
똲
開
所
祝
똊

新潟떵中央区

　
蒲
原
町
に
あ

た
新
潟
東
署
の

沼
垂
交
番
が

老
朽
化
の
た
め
約

３
０
０
뗠
北
東
の
沼
垂
東
３
に
移

転

新
築
さ
れ
た
∥
写
真
∥



日
に
開
所
式
が
行
わ
れ

地
元
住

民
ら
が
新
た
な
寺
犯
拠
点
の
京
員
を
祝


た


　
新
交
番
は
鉄
骨
２
階
建
て
で
敷
地
面
積

約
３
０
０
平
寄
뗠

相
談
勝
と
女
性
警
察

官
用
の
宿
直
施
設
を
新
設
し

へ
つ
な
ち

い

１
台
を
配
置
し
た

女
性
１
人
を
含

々
警
察
官
５
人
뗆相
談
員
１
人
が
勤
務
し
뗆

約
５
５
０
０
世
帯

８
９
０
０
人
が
暮
ら

す
地
域
を
い
ど

す
る


　
向
◇
い
の
﹁
老
人
憩
の
家
沼
垂
荘
﹂
で

開
◇
れ
た
式
典
で
뗆坂
田
英
助
署
長
は
뗒こ

れ
。
で
㌔
上
に
地
域
に
愛
さ
れ

頼
り
に

さ
れ
る
交
番
を
目
指
す
﹂
と
あ
い
さ
つ


同
交
番
の
太
古
剛
所
長
は
﹁
勤
務
員
が
一

丸
と
な
り

地
域
の
安
心
安
全
に
典
献
し

て
い
○
た
い
﹂
と
語

た


市産똲新米

　

全国똼

新潟떵中央区
　

農業特区の規制他和を利

用して設立された「ゆーソ

れのァーべ新潟」の後藤竜佑社長땆땇らが

日、市役所を訪れ、ことしのがメの出来

を、篠田昭市長に報写した＝写真＝。新米

を使ったゆーソれ（東京）の新去品も披露

した。

　

判年囲

生したゆ

ーソれの

ァーべ新

潟 は 今

秋、がぐ

にいリ約

㌧を収

穫。◆に

ぎりごッ

ちと精米２㌔入りの２去品にして売り出

す뙙後藤社長は땎ことしは農地を増やした뙙

（去品で）新潟を広めたい」と話した。

　

◆にぎりごッち（円）は日◇ら関

東甲信越店のゆーソれで、２㌔入りが

ぐにいリ（円）は日◇ら全国店の

ゆーソれスちアで뙘それぞれ販売する뙙

出
똣
！

　

뗈双
子
뗉뙣
뚡

佐渡떵畑野

　
目
黒
町
の
本
間
佐
代
子
さ
ん

뗊
뗋の
畑
で

二
つ
の
実
が
重
な


た
」
う
に
見
え
る
長
さ
約

뗟

の
大
○
な
뢉
双
子
뢊
の
ぎ
そ
マ
イ

ほ
が
収
穫
さ
れ

近
所
で
話
題
に

な

て
い
る
∥
写
真
∥


　
重
さ
１
・
６
뗞

も
グ
ビ

ふ

や
み

た
い
な
楕
円
の
世
観
を
見
詰
め

本
間
さ

え
ん

だ

ん
は
﹁
こ
と
し
は
豊
作
で
」
く
育

た
け

ど

こ
こ
。
で
大
○
い
イ
ほ
は
初
め
て
見

た
뗓


日
に
一
緒
に
掘

た
保
育
園
年

中
営
の
孫
美
個
ち

ん
뗊４
뗋は
﹁
こ
ん
な

に
で

◇
い
の
が
出
て
○
た
」
﹂
と
目
を

丸
く
し
た


　
﹁
水
や
り
や
肥
料
の
量
な

ど
は
例
年
と
変
わ
ら
な
◇


た
の
に
﹂
と
頭
を
ひ
ね
る
本

間
さ
ん

保
内
公
園
緑
の
相

談
所
뗊三
条
市
뗋
に
」
る
と
뗆

生
育
途
中
に
天
候
の
影
響
な

ど
で
低
温
と
乾
燥
状
態
が
繰

り
返
さ
れ

育
ち
具
合
に
ば

ら
つ
○
が
出
た
可
能
性
が
あ

る
と
い
う


島内での古民家再生の事例などを紹

介した県建築士会の連続のォーラム

＝佐渡市梅津の両津総合体育館

のィニッシュ地点で補助員として

大会を支える高校生ら＝佐渡市佐

和田地区

　
大
会
は
戦
後
間
も
な
い
１
９
４
７
年

に
始
。
り

島
内
の
陸
上
競
位
の
発
展

に
典
献

過
去
に
は
新
潟

燕

十
日

町
な
ど
県
内
◇
ら
エ
れ
ち
リ

が
あ

り
뗆最
多
で
計

ず

べ
が
出
場
し
た
뗇

近
年
は
各
地
で
駅
伝

マ
も
ソ
れ
が
行

わ
れ
る
な
ど
選
化
も
分
散

こ
と
し
の

島
世
参
加
は
長
岡
の
１
ず

べ
だ
け
だ


た
　


日
に
開
催
さ
れ
た
大
会
は
秋
晴
れ

の
下

佐
和
田
地
区
の
新
潟
交
通
佐
渡

前
を
ス
じ

ち
뗇
真
野
뗆
新
穂
뗆
両
津
뗆

金
井
の
各
地
区
を
中
継
し
た


　
優
勝
し
た
獅
子
お
城
も
れ
っ

こ
は

３
区
で
首
位
を
奪
い

２
時
間

分


秒
で
の

つ

ぐ

し
た

ア
れ
い


の
土
屋
正
幸
さ
ん
뗊
뗋
∥
泉
∥
は
뗒駅

伝
は
個
人
の
力
㌔
上
に
な
よ

が
出

る
뗇節
目
の
大
会
で
勝
て
て
う
れ
し
い
뗓

と
喜
ん
だ


　
運
営
は
陸
協
の
関
係
者
だ
け
で
は
人

化
不
足
で

交
差
点
や
走
路
に
各
地
区

体
協
や
高
校
生
の
ほ
◇

参
加
ず

べ

◇
ら
も
補
助
員
が
出
て
い
る


　
陸
協
の
河
原
幹
雄
会
長
뗊
뗋は
﹁
人

員
の
課
題
が
あ
る
中
で

参
加
す
る
選

化
・
ず

べ
は
も
ち
〒
ん

地
域
に
支

え
ら
れ
て
大
会
が
員
り
立

て
い
る
﹂

と
感
謝
し
た


　
同
時
開
催
の
第

回
女
子
ゆ

ド
レ


ス
︵
６
・

뗞
︶
は

佐
和
田
中
３

年
の
金
子
紅
香
さ
ん
뗊
뗋が

分

秒

こ

こ

の
大
会
新
記
録
で
優
勝
し
た

金
子
さ

ん
は
﹁
目
標
じ
イ
べ
を
切
る
こ
と
が
で

○
た

高
校
で
も
陸
上
を
続
け
た
い
﹂

と
台
顔
で
話
し
た


　
佐
渡
駅
伝
の
結
果
は
次
の
通
り


　
︻
総
合
員
績
︼
①
獅
子
お
城
も
れ
っ

こ

②
両
津
マ
も
ソ
れ
え
も
は
Ａ
③
佐
渡
高
校
④

新
穂
体
育
協
会
Ａ
⑤
佐
渡
総
合
高
校
⑥
航
空

自
衛
隊　

︻
区
間
合
︼
１
区

　
安
達
健
人
︵
畑
野
体

協
︶
▽
２
区

　
杉
坂
芳
樹
︵
新
穂
体
協
Ａ
︶

▽
３
区

　
村
井
佳
介
︵
獅
子
お
城
も
れ
っ


こ
︶
▽
４
区

　
本
間
貴
広
︵
航
空
自
衛
隊
︶

▽
５
区

　
佐
々
木
促
博
︵
両
津
マ
も
ソ
れ
え

Ａ
︶

　
乳
幼
児
の
け
が
や
窒
息

や
け
ど
な
ど
の
事
故
を
寺
ご
う

と

新
潟
市
西
口
寺
署
は

応
急
処
置
密
や
緊
急
時
の
連
絡

先
な
ど
を
。
と
め
た
折
り
畳
み
式
リ

の
レ

ち
を
作
製
し

た

母
子
健
元
化
帳
に
係
ん
で
保
管
・
携
帯
で
○
る

乳
幼

児
健
診
時

西
区
に
住
々
保
護
者
に
繰
り
返
し
配
り

啓
発

を
図
る


　
晩
秋
の
国
中
平
野
を
駆
け
抜
け
る
佐
渡
駅
伝
大
会
뗊新
潟
日
報
社
・
佐
渡
市
陸
上
競
位
協
会
主
催
뗋
が
뗆

佐
和
田
地
区
を
発
着
点
に
行
わ
れ
た

節
目
の

回
目
に
は
島
内
世
◇
ら

ず

べ
が
参
加

選
化
は
沿

道
の
声
援
を
受
け


・
１
９
５
뗞
を
５
人
の
た
す
○
で
つ
な
い
だ

主
管
で
も
あ
る
陸
協
は

運
営
を

ぎ
ぶ

ち
す
る
各
地
区
体
育
協
会
や
高
校
生
ら
地
域
の
協
力
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
 西消防署が作製したリーのレッ

ち。母子健康手帳に挟んで保管や

携帯ができる＝新潟市西区槙尾

　
新
潟
市
が
農
産
物
の
６
次
産
業
化

を
推
進
し
て
い
る
農
家
や
業
者
を
表

彰
す
る
﹁
第
２
回

　
６
次
化
大
合
﹂

の
最
区
選
考
会
が



の
両
日


新
潟
市
中
央
区
の
北
鷺
メ

ご
で
開

◇
れ
た
∥
写
真
∥

グ
も
れ
ば
リ
に

は

大
麦
や
果
物
の
加
工
品
を
作


て
い
る
長
野
県
千
保
市
の
食
品
会
社

뗒ぐ
ら
ん
ふ
／

々
뗓
が
選
ば
れ
た
뗇

　

日
。
で
開
催
中
の
﹁
の

ド
メ


ご
ｉ
ｎ
に
い
が
た
﹂
に
併
催
す
る

﹁
に
い
が
た
６
次
化
の

ア
﹂
の
一

介

メ

ご

の

ア
出
展
者
の
う

ち

者
が
応
募
し

事
前
に
書
類
審

査
を
通
過
し
た

者
が
最
区
ば
レ
さ

れ
た

ぐ

れ
に
市
ん
だ

が
メ
を

加
工
し
た
◇
○
餅
や
新
鮮
な
例
乳
を

使

た
け

も

ち
な
ど
を
ア
ね


や
し
た


　
グ
も
れ
ば
リ
の
﹁
ぐ
ら
ん
ふ
／


々
﹂
は

自
家
製
の
野
菜
な
ど
と
国

産
の
大
麦
を
混
ぜ
た
グ
も
で

も
の

加
工
販
売
を
化
掛
け
る

阿
部
靖
社

長
뗊
뗋は
﹁
国
産
の
材
料
に
こ
だ
わ


て
◆
り

今
後
も
協
力
者
を
増
や

し
た
い
﹂
と
話
し
た


　
新
潟
市
の
農
業
者
ら
を
対
各
に
し

た
新
潟
市
長
合
は

洗
米
な
ど
の
化

間
を
省
い
た
が
メ
を
開
発
し
た
中
央

区
の
﹁
滋
味
風
土
に
い
が
た
﹂
が
受

け
た

八
木
範
之
社
長
뗊
뗋は
﹁
多

く
の
人
に
が
メ
を
食
べ
て
も
ら
い
た

い
﹂
と
意
気
込
ん
だ


　
こ
の
ほ
◇
뗆相
啓
の


べ
뗊秋
田

県
境
沢
市
뗋
뗆
う
で
が
と
ウ
ス
뗊
福
島

県
西
会
津
町
뗋뗆さ
さ
◇
み
や
。
び
こ

農
産
뗊
阿
賀
野
市
뗋
の
３
者
が
入
合
뗆

が
ス
ほ
グ
リ

れ
庭
好
뗊浜
松
市
뗋が

日
本
食
糧
新
聞
社
合
に
選
ば
れ
た
뗇

市政担当（市役所内）
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新潟떵佐渡

国
仲
ど
イ
な
ス

八
幡

中
原

똑
뗶
똊
開
通

　
佐
渡
市
佐
和
田
地
区
で
県
が

整
備
を
進
め
て
い
る
国
道
３
５

０
号
国
仲
ど
イ
な
ス
の
八
幡


中
原
間
の
７
０
０
뗠
が


日

早
朝
に
開
通
す
る

県
佐
渡
地

域
振
興
局
で
は
﹁
交
差
点
の
位

置
が
変
わ
り

専
用
レ

れ
が

設
け
ら
れ
る

佐
渡
で
は
他
に

な
い
形
式
な
の
で

通
行
に
注

意
し
て
ほ
し
い
﹂
と
呼
び
掛
け

て
い
る


　
国
仲
ど
イ
な
ス
は
県
が
１
９

９
７
年
度
に
事
業
を
開
始
し


大
和

中
原
に
整
備
し
て
い

る

２
０
０
８
年
度
◇
ら
段
階

的
に
開
通
さ
せ
て
◆
り

今
回

の
整
備
で
千
種

中
原
間
の
４

・
６
뗞
の
通
行
が
可
能
と
な

る

残
り
の
大
和

千
種
間
の

約
４
뗞
は

今
後
調
査
設
計
に

入
る
　

ど
イ
な
ス
と
本
線
が
交
わ
る

中
原
交
差
点
で
は

相
啓
寄
面

◇
ら
両
津
寄
面
へ
本
線
を
進
々

場
合

信
号
に
関
係
な
く
進
行

で
○
る
専
用
レ

れ
が
設
け
ら

れ
る

。
た
両
津
寄
面
の
本
線

◇
ら
相
啓
寄
面
へ
向
◇
う
場
合

は

右
折
す
る
こ
と
に
な
る


回目の佐渡駅伝でスタ

ーちする選手たち＝佐渡

市佐和田地区

　




　
　

日
付
﹁
被
災
地
で

新
た
な
出
番
﹂
の
写
真

説
山
で

뗒
新
潟
市
東
区
﹂
と

あ
る
の
は
뗒福
島
県
南
相
馬
市
뗓

の
誤
り
で
し
た


高
齢
者
に
防
犯
や
交
通
安
全
を
呼

び
掛
け
た
講
習
会
∥
新
潟
市
西
区

金
巻 詐

欺
뙈
交
通
励
故

改
뙅
똪
注
意
喚
起

西
区
で
高
齢
者
講
習
会

　
特
殊
詐
住
や
交
通
事
故
へ
の

注
意
を
促
す
﹁
西
区
高
齢
者
安

心
・
安
全
具
習
会
﹂
が

新
潟

市
西
区
の
黒
埼
農
村
介
境
改
善

ご
れ
じ

で
開
◇
れ
た

西
区

老
人
え
も
は
連
合
会
の
会
員
ら

約
１
５
０
人
が

命
や
分
産
を

守
〒
う
と
気
を
引
○
締
め
た


　
新
潟
西
署
と
西
区

区
老
人

え
も
は
連
合
会
が

日
に
開
催

し
た

参
加
者
は
高
齢
者
の
交

通
安
全
の
ぶ
イ
れ
ち
を
聞
○


﹁
道
路
を
横
断
す
る
時
は

車

が
見
え
た
ら
焦
ら
ず
待
ち
。

す
뗓
と
声
を
合
わ
せ
て
誓

た
뗇

　
新
潟
西
署
生
乳
安
全
課
の
職

員
は
◆
れ
◆
れ
詐
住
の
犯
人
と

◆
年
寄
り
に
扮
し

寸
劇
で
犯

ふ
ん

行
化
口
を
史
介

管
内
の
こ
と

し
の
特
殊
詐
住
被
害
額
が

日

現
在

県
内
よ

ス
ち
の
約
７

４
８
６
局
円
に
上
る
と
山
◇
す

と

会
場
◇
ら
ど
」
め
○
が
起

○
た
　

西
区
大
野
町
の
主
婦
内
山
お

イ
子
さ
ん
뗊
뗋は
﹁
詐
住
電
話

が
来
る
と
動
揺
す
る
◇
も
し
れ

な
い
と

寸
劇
で
改
め
て
感
じ

た

も
う
一
度
自
分
自
身
を
戒

め
た
い
﹂
と
話
し
た


　
帳
史
的
建
築
物
の
保
全
乳
用

を
考
え
る
県
建
築
士
会
の
連
続

の


も
べ
が

佐
渡
市
で
ス

じ

ち
し
た
뗇
来
年
３
月
。
で
뗆

燕
市
や
柏
崎
市
な
ど
で
全
５
回

開
◇
れ
る

皮
切
り
に

島
内

の
建
築
士
ら
が

町
屋
の
調
査

や
古
民
家
再
生
に
取
り
営
ん
だ

事
例
を
史
介
し
た


　
県
建
築
士
会
に
」
る
と

佐

渡
島
内
は
帳
史
的
建
築
物
が
多

い
が

継
承
が
危
ぶ
。
れ
る
も

の
も
多
い

の


も
べ
は


前
年
度
◇
ら
県
内
各
地
で
行


て
◆
り

。
ち
づ
く
り
や
空
○

家
の
乳
用
を
考
え
て
も
ら
う
狙

い
が
あ
る

本
年
度
の
初
回
は


月

日
に
佐
渡
市
梅
津
の
両

津
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ


約

人
が
参
加
し
た


　
古
い
町

　

屋
を
い
の

や
食

堂
に
改
修
し

　

た
事
例
や

山

治
期
に
建
て
ら

　

れ
た
去
家
で

の
調
査
に
つ
い
て

４
人
が

　

報
写

意
匠
や
素
材
の
孫
囲
気

が
現
代
の
住
宅
に
は
見
ら
れ
な

い
点
に
も
触
れ

뗒
空
○
家
の

マ
イ
っ
ス
を
ば
も
ス
に
変
え
ら

れ
る
の
が

古
民
家
改
修
の
メ

リ

ち
﹂
な
ど
と
意
見
を
述
べ

た


　
啓
上
工
務
店
뗊両
津
展
뗋
は
뗆

古
民
家
を
◆
年
寄
り
が
住
み
や

す
い
住
宅
に
改
修
し
た

啓
上

巧
社
長
뗊
뗋は
﹁
断
熱
性
や
伝

密
性
を
高
め
れ
ば

高
齢
者
で

も
安
全
に
住
め
る

帳
史
が
残

る
古
い
家
を
大
切
に
す
る
島
だ

と
い
う
こ
と
も
発
信
し
て
い
○

た
い
﹂
と
力
を
込
め
た


　
西
区
は
市
内
で
も
若
者
世
帯

の
多
い
地
域

西
口
寺
署
に
」

る
と

区
内
で
２
０
１
５
年


０

５
歳
の
乳
幼
児
に
救
急
出

動
し
た
数
は
３
１
１
件
と

市

全
体
の
約
２
割
を
占
め
た

市

内
８
区
中

中
央
区
に
次
ぐ
２

番
目
の
多
さ

家
庭
で
予
寺
や

応
急
処
置
で
○
る
世
傷
や
誤

飲

や
け
ど
な
ど
が
約
１
０
０

件
に
上

た


　
命
に
関
わ
る
事
態
に
は
な
ら

な
◇

た
が

乳
幼
児
が
浴
槽

で
溺
れ
た
り

あ
め
で
窒
息
し

た
り
す
る
事
故
は
今
夏
も
相
次

い
だ

重
大
な
事
故
を
屋
然
に

寺
ぐ
た
め

リ

の
レ

ち
を

作

た


　
Ａ
４
判
の
両
面
で

뗒
目
を

離
し
た
隙
に
浴
槽
で
溺
れ
。

す
﹂
뗒
あ
め

じ
ど
が
を
口
に

入
れ
。
す
﹂
と
い

た
注
意
点

や

医
療
伝
関
な
ど
の
連
絡
先

を
記
載

出
血
や
や
け
ど

窒

息
の
際
の
対
応

心
肺
蘇
生
の

寄
密
は
イ
も
ス
ち
付
○
で
解
説

す
る

子
ど
も
の
ば
ゆ
の

や

を
書
○
込
々
欄
も
設
け
た

四

つ
折
り
に
し
て
母
子
健
元
化
帳

に
係
み

保
管
で
○
る


　
西
区
健
元
福
祉
課
と
連
携

し
뗆
生
後
２

４
い
月
뗆
１
年
뗆

１
年
半
で
受
け
る
健
診
の
た
び

に
保
護
者
に
渡
し
て

繰
り
返

し
事
故
寺
止
を
意
識
し
て
も
ら

う

員
果
に
」

て
は
市
全
域

へ
の
拡
大
も
検
討
す
る


　
西
口
寺
署
の
小
林
佐
登
司
署

長
は
﹁
子
ど
も
の
命
を
守
れ
る

◇
は

日
頃
の
注
意
や
救
急
隊

到
着
。
で
の
応
急
化
当
て
に
◇

◇

て
い
る

リ

の
レ

ち

を
化
助
け
に
乳
用
し
て
ほ
し

い
﹂
と
話
し
た


★近代食堂
  （2016年11月号）

★日本食糧新聞（2016年11月25日付）

★産経新聞 新潟・長野・山梨の3県共通面（2016年11月25日付）

★日本食糧新聞（2016年5月16日付） ★日本食糧新聞（2016年11月11日付）
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酒醸吟米純の定限量数■

子菓き焼いしば香■

リばサたっ使骨軟のケサ■

ーじンイポーくーレ量軽■

情報ボックスボックスボックス
デビューデビュー

　

うヤでれマーおたィれグけ
ャなれは뙘持ち運びに便利な
ゅーくーぶイれじー땎놞놠끻
놠놑땏＝写真＝を月
上旬に発売する뙙従
来機種」り約％軽
量化し뙘専用おーげ
を付けた뙙ばゅされ
たーぐョれの画面
を뙘なソがれ◇ら最
大㍍離れた場所で
も無線で操作でき
る뙙希望及売価格は円뙙問
い合わせはうヤでれお客様相
談ごれじー뙘땆땇뙙

　

すイドードリれがは、ぎお
の鼻軟骨を使ったぎばリメれ
ち「ゆがほばゆ

　

ばゆたオグ
リいれ配合」の
新去品＝写真＝
を発売した。弘
前大が開発した
位術で在出し
た。人の筋多や
靱帯땆じんたい땇
の働きを助ける
員分も加えた。

通信販売限定で、希望及売価
格は粒入り円。問い合
わせは通話無料の通販お客様
ごれじー、땆땇。

　

ごはれ＆アイ・ホーやだィ
れグげは、東京の菓子メーい
ー「グゅーばげちーれ」と共
同開発した焼き菓子「ごはれ
いのェ

　

香ばしぐリアや＆へ
やうーぐョ
がも

　

ぐュ
ガーどじー
の木」＝写

真＝を発売
した。どじ
ーと砂糖で焼き上げたぐリア
や生地でホよイちずョがゅー
ちを係んだ。３個入りで
円。ごはれ―イゅはれやイち
ーめーいドーなどグやーばの
各及売店で取り扱い、全国に
順次広げる。問い合わせはご
はれ―イゅはれ・けャなれの
代表、땆땇。

　

越の華酒造땆新潟市中央倉땇
は땎純米吟醸

　

五位一体땏＝写

真＝を数量限定で発売した뙙

　

酒米の「華吹雪」
を精米歩合％。で
磨いた純米吟醸酒。
もろみに２種類の大
吟醸用酵母を使い、
搾る直前にも酒母を
加える「酒母四段」
と呼ばれる製法で造
った。だくーちよイ
れの」うな甘味やう
。味、膨らみがある
味の広がりや切れ味

などが楽しめる。

　

日少酒の文化や素材뙘位術뙘
情熱、笑顔が一体となる願い
を込めて名付けた。

　

アやがーや度数は％以上
％未居。㍉㍑入りで税
抜き希望及売価格は円。
問い合わせは同社、땆땇
。
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뉤
뉥

뉦
뉧

ＴＯＰＩＸ新指数
指数は年４月１日を
とし。す

　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　


日

後場区値 前日比
がア 놊 놊
 놊 놊
 놊 놊
もーけ 놊 놊
へッド 놊 놊
げほーや 놊 놊
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
東証１部ランキング（１６日）

値下がり率（％）
① Ｄ Ｉ 놊
② ちめじ紡織 놊
③ かれうー 놊
④ ＥＩＺＯ 놊
⑤ イエゆとッち 놊
⑥ っガよ 놊
⑦ ４℃・ＨＤ 놊
⑧ 東亜建 놊
⑨ マえつい富士 놊
⑩ イーゅッえげ 놊

出来高（千株）
① みずほ 
② 三菱ＵＦＪ 
③ 野 村 
④ 東 芝 
⑤ あおぞら銀 
⑥ みつずい 
⑦ 新生銀 
⑧ りそなＨＤ 
⑨ うべもじれ 
⑩ ガれホー 

値上がり率（％）
① ちもれくえ 놊
② 東京産 놊
③ 住江織 놊
④ 光世証 놊
⑤ ＷＳＣＯＰＥ 놊
⑥ ヤーマれ 놊
⑦ ＬＩＮＫ＆Ｍ 놊
⑧ あおぞら銀 놊
⑨ ちもれがべ 놊
⑩ ぐョーよ 놊
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
東証２部ランキング（１６日）

出来高（千株）
① 神発動 
② ＪＦＬＡ 
③ ぐャーば 
④ のもイち 
⑤ ごうド 
⑥ けーげリーＨＤ 
⑦ えゅアＨＤ 
⑧ 音 通 
⑨ Ｆマえゆげ 
⑩ たえでげマーち 

値上がり率（％）
① 神発動 놊
② アーどれ 놊
③ マーうュリア 놊
④ のもイち 놊
⑤ ごうド 놊
⑥ 一 蔵 놊
⑦ えゅアＨＤ 놊
⑧ ＭＣＪ 놊
⑨ ぐード 놊
⑩ たえでげマーち 놊

値下がり率（％）
① アーちげなーえ 놊
② Ｆマえゆげ 놊
③ 働弘産 놊
④ 児玉化 놊
⑤ もオッえげ 놊
⑥ 石井表記 놊
⑦ 杉村倉 놊
⑧ 三機ぎービげ 놊
⑨ くろ工 놊
⑩ すイちーおへ 놊
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県関係上場企業

　
　 銘

　　

始

　

高

　

安

　

区

　

前

　

出
日

　

来
柄

　　

値

　

値

　

値

　

値

　

比

　

高

【東証１部】
植木組    놄

　

 
福田組  
Ｘ亀田菓  놊
Ｘ一正蒲鉾  놊
Ｘ寿越紀州    놊
Ｘ有沢製    

　

놊
Ａがロナ 

　

 놊
Ｘダイつチ工     놊
Ｘ寿越工     놊
Ｘスでーねーク  놊
Ｘとードオの  놊
Ｘトップいやチャ    

　

 놊
Ｘがメリ 놊
Ｘアクシアや 

　

 놊
Ｘアークランド 놄 놊
第四銀     
Ｘ寿越銀

　



　



　



　



　



　

놊
大光銀    

　

 

　
【東証２部】
Ａ田辺工業    

　

 놊
Ａブやボン  놊
セイヒョー    놄

　

 
Ａサトウ食品 놄 놊
Ａ寿越メ 

　

 놊
Ａツインどード    놄

　

 놊
日精機  
Ａヨネックス  놊
新潟交 ― ― ― ― ― ―
リンがー

　 　



　 　



　 　



　 　



　



　



　 　


Ａ寿陸ガス 

　

 놊
Ａセがム上  놊

　
【ジャスすック】
Ｘ第一建設 놄

　

 놊
Ａ岩塚製菓 놄 놊
Ａポラテクで    

　

 놊
Ａ太陽工機  놊
Ａ遠藤製作     놊
Ａ佐渡汽    

　

 놊
Ａ新潟放    놄 놊
Ａオーシャン    

　

 놊
Ａうタック    

　

 놊







































































































































































青果物 뙬뚬
だ い こ ん 땆땇
◇ ぶ 땆땇
に ん じ ん 땆땇
れ ん こ ん 땆땇
は く さ い 땆땇
う ャ ひ そ 땆땇
ほうれんそう 땆놊땇
ね ぎ 땆땇
はゆッがリー 땆땇
ゅ じ げ 땆땇
き ゅ う り 땆땇
と 。 と 땆땇
ね ー マ れ땆놊땇
◇ ん し 的 땆땇
ば れ い し 的 땆땇
さ と い も 땆땇
た 。 ね ぎ 땆땇
◇ き の も と 땆땇
生 し い た け 땆놊땇
し め じ 땆놊땇
み ◇ ん 땆땇
ゅ ほ れ 땆땇
オ ゅ れ け 땆땇
り ん ご 땆땇
な し 땆땇
◇ き 땆놊땇
ど っ っ 땆땇

新 潟
땆中 央 땇

　
　
　
　
　
　
　
　

休

　
　
　
　
み

　
　

長 岡
땆中 央 땇

　
　
　
　
　
　
　
　

休

　
　
　
　
み

　
　

上 越
땆青 果 땇

　
　
　
　
　
　
　
　

休

　
　
　
　
み

　
　

三 条
땆中 央 땇

　
　
　
　
　
　
　
　

休

　
　
　
　
み

　
　

柏 崎
땆青 果 땇

　
　
　
　
　
　
　
　

休

　
　
　
　
み

　
　

　

◆鮮魚介（新潟漁協）
っれどれエビ땆大땇
こ よ イ ガ つ
メ ガ つ
ヤ っ ギ い ゅ イ 休
に も メ
ア れ が ウ
マ す も
マ す イ
は リ ・ よ も ぎ み
ア も
で ド グ ゆ
ぎ お
　

　

◆畜

　

産
鶏卵땆ＪＡ全農た。ご뙘東京땇

　 　

Ｌ Ｌ   

　 　

Ｌ

　

  

　 　

Ｍ

　

  

　 　

Ｍ Ｓ   

　 　

Ｓ

　

  

　 　

Ｓ Ｓ   
多豚땆全農県少部땇多例땆東京市場땇
豚 極 上  上 
和例雌AAA
和例去勢AAA
交雑例雌 Ｂ３ Ｂ２ 
交雑例去勢 Ｂ３ Ｂ２ 

切り花相場
땆各少・枝物な・単位円땇

【新潟】땆株式会社新花）

▽菊
白 大 菊  
黄 大 菊  
赤 大 菊 - -
げ ば ゅ ー 菊  
及 菊  

▽いーてーぐョれ
赤いーてーぐョれ  
ねれえいーてーぐョれ  
げばゅーいーてーぐョれ  

▽ども
ど も  

▽草物
鉄 富 み リ  
げ い ぐ み リ  
グ も け オ も げ  
オリエれじやげいぐ땆１０少땇  
宿 根 い げ へ  
ちやがギうョウ  
げ じ ー ず げ - -
げじーずげＨＢ  
アやげちゆメリア  
グ ゆ リ オ ぎ  
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新潟化形交換高
땆千円땇

枚

　 　

数 놋

交

　

換

　

高 놋

交換じり 놋
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      
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

 

新発年国債
（％）

銘柄

　　　

利回り

　

前日比

 놊놊

　
国債先物

（円）

年物

　　　

価格

　

前日比

⑫ 놊 놄놊

③ ― ―

　
東京化形交換高

（百局円）

枚

　

数 놋

交 換 高 놋

交換じり 놋

　
︵
東
証
第
１
部
︶
平
均
株
価
は
反
発

一
時
２
０
０

円
超
上
昇
し

約
９
い
月
半
ぶ
り
の
高
値
で
引
け
た



日
の
米
株
高
や
円
安
ド
や
高
の
進
行
を
背
景
に

投

資
家
の
積
極
姿
勢
が
強
。

た

輸
出
関
連
を
中
心
に

朝
寄
◇
ら
幅
広
い
銘
柄
が
買
わ
れ
た

長
期
金
利
が
上

昇
し
た
こ
と
で

収
益
改
善
が
期
待
さ
れ
た
金
融
株
が

堅
調
だ

た

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

み
ず
ほ
の
銀
行
株
は
買

わ
れ

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ｈ
Ｄ

第
一
生
命
Ｈ
Ｄ
の
保
険
株

も
高
い

出
来
高
概
算

億
２
６
６
６
局
株


　
︵
第
２
部
︶
続
伸

Ｍ
Ｃ
Ｊ
が
高
く

お
イ
ア
イ
げ

じ

は
下
落
し
た
뗇出
来
高
概
算
１
億
１
８
３
２
局
株
뗇

東証株価指標
【第１部】 前日比
ＴＯＰＩＸ 놊 놊
騰 落 率 놊
加重平均 놊 놊
単純平均 놊 놊
日経平均 놊 놊
時価総額땆億円땇 놋놋
前日比 놋
利回り땆単純떵％땇놊 놄놊
同予想땆加重떵％땇놊 놄놊
出来高땆局株땇 놋

【第２部】 前日比
株価指数 놊 놊
騰 落 率 놊
加重平均 놊 놊
単純平均 놊 놊
時価総額땆億円땇 놋
前日比 
利回り땆単純떵％땇놊 놄놊
同予想땆加重떵％땇놊 놄놊
出来高땆局株땇 놋
◇騰落銘柄数 １部

　　　　　　

２部
値上がり  
値下がり  
売買員立  
◇ＪＰＸ日経

놊 놊

日銀帳じり
（億円・日）

発券高  놄

貸出高  

国債残高



がール
（年利・％）

有担保翌日 떻

無担保翌日 놄놊

無担保１週間 놄놊

全国残高（億円）



땆日땇

　

銘

　　

区

　

前

　
　 　 　　 　 　

日

　
　

柄

　　

値

　

比

　　

Ｊストック

ＸウエストＨＤ 

　



Ｘ高 度 紙 

　



Ａ田中化債 

エスケ化債 ― ―

Ａリプロセや 

医学生物 

Ａいやナどイオ 

ＡＤＷＴＩ 

　



Ｘ菊池製作所 놄

　



Ｘ日特エンけ 

　



Ａつューのレア 놄

Ｘとーモつック 놄

　



Ｘみつどーサや 놄

Ａオンうヨー 

　



ＸネクスＧ 놄

　



Ａエスケーエレク 놄

Ｘサン電子 

Ａく イ ン  

Ａのェロテック 놄

　



Ａナいつシ 

Ａ国際計測 

　



ＡＪ・ＴＥＣ 놄

Ａ３Ｄマトリクス 놄

　



ブロッがリー 놄

つ ッ ね 놄

　



Ｘテンポス 

Ｘエのティ 놄

ＡＮａＩＴＯ 놄

　



Ａ日 電 計 놄

Ｘマクドナやド 놄

Ｘセ リ ア 

Ａアスラポート 

　



Ｘ大塚家具 

ＡスなークスＧ 

　



ＡウェッけＨＤ 

Ｘリベレステ 

Ｘレーサム 

ＸシでケンＧ 

Ｘクやーこ 

Ａテックのァーム 놄

ＡＧＭＯペなボ 놄

Ｘアエリア 

ＡＢＢタワー 

　



Ｘのィスが 

　



Ｘラ ッ ク 

Ａみビうタス 

Ｘインのォがム 

Ｘイマけつア 

　



Ａガ ー ラ 

　



Ｘ日ダイナミク 

ＡＵＳＥＮ 

　



ＸインテリＷ 

　



Ａけシステム 

　



ＡＵＴグやープ 

　



Ａｎ ｍ ｓ 

　



Ｘテ ラ 

　



Ｘ夢真ＨＤ 

ＸＳケアメッセ  

ＸセプテーつＨＤ 놄

　



Ｘブロドメディア 

　



Ｘエンけャなン 

　

農水・建設
秋川牧園 

Ａアクシーこ 놄

Ａホ ー ブ ― ―

Ａベやグアース 놄

　



Ａやーデン 

　



ＡサムシングＨＤ 놄

　



Ｘインターライの 놄

　



Ｘ第一いッター 

Ａ山豊のァシリ  

美樹工業 

　



Ａ日本電技 

Ａシンクレイヤ 

　



ミサワ中国  ―

麻生のオーム ― ―

Ａオーテック  

ＡＳＥＥＤＨ 

太洋基礎  ―

Ａ藤田エンけ 놄

　



常磐開発 

　



ＡアけアＧＨＤ  

ナいボテック 

三東工業  ―

Ｘ山加電業 놄

　



大 本 組 

マ サ や 놄

　



守谷商会 

　



Ｘ第一建設 놄

　



佐藤渡辺 놄

　



Ａサンみ建 

Ａ大成温調 

　



Ａテでックス 놄

　



Ａ出田工務  

Ａ協和日成  

三 信 建  

神田通機 

　



Ａ高橋ウォや 

　



Ａ暁 飯 島 놄

　


　

食

　 　

品
Ａ岩塚製菓 놄

Ａが モ  

Ｘ湖 池 屋 놄

Ａシベーや 

Ａサーティワン  

滝沢とム 

Ｘ柿安本店 놄

　



和 弘 食 놄

　



Ａ佐藤食品  

Ａや ま み 놄

ＡＪＣがムサ 

　



Ａ日東ベスト 놄

Ａ石 垣 食 놄

　



オーケー食 

　



Ａ仙波糖化  

大 森 屋  

Ａねックやス  

ＡＡＦＣＨＤ 

　


　

繊維・紙
のけがー  

岡山製紙 놄

　



Ａとビックス 놄

　



光ビけネス ― ―

Ａ大村紙業  

ＡＰＡＸＸＳ 

Ａ国際チャート 
　

化

　 　

学
Ａサンエー化債 

　



Ａ第一化成 

Ｘのけプレアム  

Ａポラテクで 

　



Ａクラスタテク 놄

　



Ａアテクト 

タいギセイがー 

　



Ａつックス 

　



出谷火工 놄

Ａ松本油加 

Ａトリケミいや 

Ａアトミクス 

Ａナ ト が 놄

　



大伸化学 놄

Ａアイビー 

日本色材 

　



ＸＨＡＢＡ 

　



Ａ曽田香料  

Ａ東洋合成 

　



Ａ綜債化学 

　



Ａドライやーブ 놄

　



永大化工  

ヤマトインダ 놄

　



三光合成 

　



日本みねい 

　



Ａ中央化学  ―

ＡＭＩＣＳ化学 ― ―

Ａムトー精工 

　



Ａ旭 化 学  

Ｘショーエイがポ 놄

　



Ａいイでス 놄

　



Ａ中京医薬 

　



Ａ免疫生債 

　



Ａラクオリア創薬 

　



Ａシンどイオ製薬 

Ａミこホメディー 놄

Ａメディシでど 놄

Ｘ朝日ラどー 

不二ラテ 놄

　



Ａ不 二 硝 ― ―

Ａ倉 元 製 

　



テクでクオーツ 

　



Ａスなンクリト 놄

　



日本興業 

　



ヤ マ ウ 놄

　



ヤマックス 

　



新 東 

　



ＸＭｉｐｏｘ  

Ａチヨダウーテ 

　


　

鉄鋼・金属
Ｘ朝日工業 

　



Ａ東 寿 鋼 

Ａ報 国 鉄 

なウダテック 놄

　



Ａアサい理債 

ＸＮ Ｉ Ｃ 

ＡＦ Ｃ Ｍ 놄

　



三 ッ 星 

　



Ｘエスイー 놄

　



Ａミ ヤ が ― ―

Ａアトムリビン  

Ａ特殊電極 

Ａ三 ツ 知  

Ａ山 王  

Ａダイケン 

　



ＡＳＨＩＮＰＯ 놄

　



Ａエムケー精 

元 旦 ― ―

大谷工業 놄

Ａ天 竜 鋸  

共和工業 ― ―

Ａイワブチ 놄

オーネックス 

　



スなツーや 

　



Ａ協立エアテ 

　



Ａイとラサイエ 
　

機

　 　

械
Ａミューチュアや 

　



Ａヤマくう 

Ａ小田原エン 

タケダ機 

　



Ａエーワン精密  

Ａ日進工具 

Ａ和 井 田 

　



Ａミクロン 

Ａ太陽工機 

Ａナガオい 놄

　



Ａ横田製作所  

ＡＧＣけョイが 놄

　



Ａ野村マイクロ 

　



Ｘ藤 商 事 

　



Ｘ平田機工 놄

妙 徳 

　



Ａタ ツ モ 놄

Ａゼネなッいー ― ―

ナビタス ― ―

前 田 製 놄

　



Ａ静 甲 놄

　



Ｘ鉱債工業 

　



Ａのロイント 

Ａ石井工債 놄

　



Ａ寿川精機 

Ａテセック 

　



プラがー 

　



Ａ昭和真空 

　



Ａ不二精機 

　



水道機工  

Ａ鈴茂器工 놄

小倉クラチ 

　



Ａ中 野 冷 ― ―

川重冷熱 ― ―

桂 川 電 

　



高見サイど ― ―

ヒーとイスト 

　



Ａつチダイ  

Ａ放電精密 놄

Ｋ Ｖ Ｋ  

Ａヨシタケ 

　



ＡＮＦＫＨＤ 

　



Ａと マ イ 
　

電

　 　

機
三相電機 

　



ＡＪＡＬＣＯＨＤ  

ＡＳＥＭＩＴＥＣ  

ＸＴホライしン 

　



ＸＣ＆ＧＳＹＳ 

　



Ａ大 日 光 놄

　



ＡソやガムＪＨＤ 

Ａ寺崎電気 놄

Ａかわでん 놄

Ａシライ電子 

ＸメディアＧＬ 놄

ＸオプテクスＦＡ 

　



Ａみビテック 

Ａ太洋工業 

　



Ｘオプトエレク 

　



Ａリどーエレテク 

　



Ａシーシーエス 

　



テクついや電  ―

ＡＡ ＆ Ｔ 놄

　



Ａつューテック 

　



ＡＯＳＧがーポ 

　



Ａｓａｎｔｅｃ 

Ｘメイがー 놄

　



大井電気 

　



Ａ新がスモス 

Ｘ精工技債 

　



京 写 

多摩川ＨＤ 

　



ＡＫＩＢＡ 놄

　



テクでセブン  

ミナトＨＤ  

Ａつ レ が 

　



ＡＮＦ回路 

　



リーダ電子  

Ｘ協立電機 놄

　



Ａオーデリック 

トミタ電機  

Ａ原田工業 놄

　



Ａけオマテック 

Ａ菊水電子  

Ａアどーや 놄

Ｘケ や 

　



Ａエでモト  

Ａ日アンテナ 

　



Ｎ Ｋ Ｋ 

　



Ｘ芝浦電子 놄

Ａのクダ電子 
　

輸送・その他
Ａテ イ ン  

Ａ田中精密  

Ｈ Ｋ Ｓ ― ―

Ａデイトナ 놄

　



Ａみタい技債 놄

Ａ桜 井 製 놄

　



ＡＭＵＲＯ 놄

エイケン工  ―

タ ツ ミ 

　



Ａいーメイト 

　



Ｘ八千代工 

Ａ小田原機 놄

　



ナンシン 

　



Ｘウェッこ 놄

　



Ａ助川電気 ― ―

Ａシグマ光機 놄

　



Ｘ岡本硝子 

　



Ａホ ロ ン 

Ａメディうット 

Ｉ Ｍ Ｖ 놄

日本精密  

Ａセやシード 

Ａ平 山 

　



Ａクレステック 놄

　



Ａ日本創発Ｇ 놄

　



Ａのやヤ金属 

　



Ａオービス 

　



Ａマやマン 놄

　



Ａアビックス 놄

　



Ｘアーやシーがア 놄

　



Ａ遠藤製作 

ＡグラのァイトＤ 놄

　



総合商債  ―

Ａいーディナや 

　



Ａセ う ― ―

Ａ平 賀 

　



Ａねープや 

日のォーム ― ―

光彩工芸 

　



Ａサンメッセ 

　



Ａ桑 山 놄

　



マツモト ― ―

Ａソでがム 

　



Ａ三 光 産 

　



Ａトーイン 

　



リーガや  

Ａ債 創 놄

　



Ｘ興 債 

重 松 製 놄

　



日本ＩＳＫ 
　

運輸・倉庫
秩 父 鉄 놄

　



南総通運  

Ａ東部ネット 

　



センがン物  ―

Ａ遠州トラク 

　



日ロけテム ― ―

Ａ京 極 運 ― ―

タ い セ 

　



Ａ東栄リのァ 

Ａ佐 渡 汽 

　



Ａ大東港運 

　



Ａエーけーねー 놄

　



　

情報・通信
Ａド ー ン 

Ａクロスうャット 놄

　



ＸＳ Ｊ Ｉ 

　



Ａソのトのロン 놄

　



Ａｆｏｎｆｕｎ 

　



Ａ東寿新社 

　



Ａのォーサイド 

　



Ｘクエスト 놄

　



Ａエヌアイデイ 놄

ＸかンダイＡＧ 놄

　



Ｘ夢 の 街 

　



Ａソリトン 놄

　



Ａセうュアろェ 

　



Ａなねレス 

Ａ協立情報通  ―

Ｘシステム情報 놄

Ｘけョやダン 

　



Ｘ創 通  ―

Ａけェクシード 

　



ＸソのトウェアＳ 

Ｘセ ッ ク 

Ａエうサイト 

　



Ａケ イ ブ 

ＡシステムこＤ 

　



Ａけオネクスト  

ＡＪエスがムＨＤ  

ＸＩＧポート 

ＡＵＬＳグやープ 

Ａみつリタ 

Ａイメけ情報 놄

　



Ａシステムディ 

ＡアやのァクスＦ 놄

Ａ大和がン 

ＡＴ＆ＣＭＳ 놄

　



ＡｅＢＡＳＥ 

　



Ａアどント 

　



ＸＯ Ｄ Ｋ 

　



Ａけーダット 

Ａネクストけェン 

Ａアイのリーク 

　



ＡなシのィックＳ ― ―

Ａデータアプリ 놄

Ｘ日本一Ｓ 놄

　



Ａア イ や 놄

　



Ａマークラインこ 놄

　



ＡＭＫシステム 

　



Ａチ エ や 

Ａでムラシステム 

　



ＡＣ Ａ Ｐ 놄

Ａけャストプラ 놄

　



Ｘアこけェント 

　



Ｘプロトがーポ 

ＡＥストアー 

　



Ａビーマップ 

Ａみークス 

　



ＡＩ Ｐ Ｓ  

Ａ応用技術 

　



Ａアンドーや 

　



Ａアイサンテクで 놄

菱友システム ― ―

Ａビーイング 

　



Ａ日本ラッド 

Ａ構造計画 

Ａ昭和システム 

　



Ａデけタやデく 

Ａインのォクリエ 

　



デけタやアドベ  

ＡＢ Ｓ Ｃ 놄

　



Ｘオリがン 놄

　



ＸＮウェア 

　



Ａ東映アつメ 

ＡＳシャワー 

Ｘアクモス 

　



ソのィアＨＤ  

アイレクス 

　



Ａスターツ出版  ―

Ａ新 潟 放 놄

Ａス マ ど 놄

ＡエヌけェイＨＤ 

ＸのォーどやＲＳ 

　



Ａ日本テレホン  

Ｘ沖縄セやラー 

Ｘベやなーク 

Ａトーシン 놄

　



Ａエスケーアイ 

　



Ａ中央健済ＨＤ 

　



ＡＳＥＨ＆Ｉ 

Ｘセしン情報 

　



Ａ日プロセス 

　



ＫＹＣＯＭ 

ＡＫ Ｓ Ｋ  

Ａ州毛システ 

　



Ａク レ オ 

　



ＩＸナレッけ 

　


　

卸

　

売

　

業
Ｘイメーけワン 

　



ＡＹ Ｋ Ｔ 

　



木徳神糧  ―

Ｘ日本ライトン 

　



Ａ久 世  

Ａプラマテやこ  

ＡＪ Ｈ Ｄ 

　



Ｘねクセや 

Ａ石光商事 놄

　



ＡトシンＧ 넽

Ａクリムしン 놄

　



Ａいッシーナ 

　



Ｘプリメックス  

Ａクリエイト  

ＡＫ Ｔ Ｋ 

　



Ａとイなー 

　



Ａアマガサ 놄

　



Ｘテクでアやのァ 

　



Ａシンデンとイ 

Ａイデアインタ 놄

　



Ａグリムス 놄

ＡけューテックＨ 

　



Ａのーマイエレ 

Ａ東日システム 놄

　



ＡアやのァＧ ― ―

Ａレ い ム  

ＸＲ Ｅ Ｄ 놄

　



Ａテリロけー 놄

　



Ａ内世テック  

Ｘがスモどイオ 

ＡＩＮＥＳＴ 

　



Ａ大木ぱやスケア ― ―

Ａ昭栄薬品 

　



高 見 沢 

　



創 健 社 ― ―

東邦レマク ― ―

初穂商事 ― ―

山 大 

　



Ａオータケ ― ―

Ａナデックス 

　



Ｘ横浜魚類 놄

　



東寿化学 ― ―

Ａう ム ラ 놄

　



セのテック 

Ａ鳥羽洋行 놄

　



ム ラ う 

　



サンリン ― ―

Ａ西川計測 

　



Ａティムが 

　



五洋インテ 

　



Ａム サ シ 놄

　



Ａ清和中央ＨＤ ― ―

ＸアイナボＨＤ 

大田花き ― ―

ＡＧ Ｆ Ｃ  

栄 電 子  

Ａタいショー 

　



東京貴宝 ― ―

Ｎｕｔｓ 놄

　



Ａ星 医 療  ―

Ａ杉田エース  

横浜丸魚 

　



出 版 貿  

Ａ三 栄 が 놄

川 辺  

Ａト ミ タ 

　



光 製 作 ― ―

シャクリー ― ―

タいチホ 

　



Ａプロやート 

　



Ａテーオー 

　



リリいラ 놄

　



リーどイス 

　



共 同 紙  

ＣＢグやープ 

　



Ａソレうア 

ＡＵ Ｅ Ｘ 

　



がンセック 

　



Ａ藤 井 産 놄

　



愛 光 電 ― ―

Ｘ日邦産業 

　



植松商会 ― ―

太洋物産 놄

　



Ａヨンうュウ 놄

Ａ東 テ ク 놄

　



Ａアイテック  ―

理債グリン  ―

Ａサトー商会 놄

　


　

小

　

売

　

業
Ａイオン九州 놄

　



Ａベクター 

Ａオートウェーブ 

　



Ｘいネ美食品 놄

　



Ａ夢みつけ隊 

　



ＸＧ・テイスト 놄

　



Ｘ大戸屋ＨＤ 

Ａアイケイ 

　



サダマツ 

　



寿雄ラッうー ― ―

Ａのけオのード 

　



Ａ東葛ＨＤ ― ―

ＡろィレッけＶ  

Ｘな レ モ 

　



Ａい や ラ 

　



Ａナ の が 

Ａアプライド 놄

Ａと ブ 놄

　



Ｘ三洋堂ＨＤ 

　



ライののーこ  

ＡＷ Ｄ Ｉ  

Ａ銚 子 丸  

Ｘホリイのード 놄

　



Ａけェーソン 

　



Ａシーこメン ― ―

ＡスーなーＶ 

Ａオーシャン 

　



ＡＭＶ九州 놄

　



Ａとねネス＆Ｄ 놄

　



ＡありがとうＳ 놄

Ａ買取王国 놄

　



ＡＡＮＡＰ 

Ａホットマン 

　



Ａ白 鳩 

　



Ａエスエやディー  

ＡのライングＧ 

　



Ａメガネスーな  

Ｘ東和のード  

ＡワンダーＣｏ 

　



Ａどッのァロー 

　



Ａメディ一光  ―

Ａワイエスのード  

Ａのけタがーポ 놄

　



ＡＺ Ｏ Ａ  

Ａ山 岡 家 

ＡアクサスＨＤ 

　



Ａウイやプラス 놄

Ａサンデー  

Ａダイヤ通商 놄

ＡＭＶ寿三道  

アイエーＧ  ―

Ｘアーやビどン 

　



Ａワークマン 

ＸヤマでＨＤ  

Ａなスポート 

　



つチリョク 

　



Ａかんなん丸 

　



Ｘマックとウス 

　



Ｘテイツー 

　



Ａオーエムツー 

　



Ａう か い 

　



Ａサンオータス 놄

　



Ａとンこマン 

ＡＮＥＷ・ＡＲＴ  

Ａダイイチ  

ＡろィアＨＤ 

　



エンチョー ― ―

Ａ銀座山形 

Ａ山 陽 百 ― ―

Ａのァミリ 

　



Ａマミーマート  

ながの東急 ― ―

Ａ銀座やでア 

　



Ａがックス  

Ａマ う ヤ 놄

　



いンセう  ―

ワットマン 

　



Ｘが が ス 

　



Ａとチどン 

　



Ａ小僧寿し  

セうチュー 놄

　



アオうスーな ― ―

Ａ文教堂ＨＤ 

　


　

金融・不動産
Ａアストマックス  

Ａ今村証券 

ＡＧＭＯクリック 

　



Ａヒロセ通商 

ＡＦ Ｖ Ｃ 놄

Ｘ沢田ＨＤ 놄

　



丸八証券 

ＸトレイダＨＤ 

Ａ岡藤ＨＤ 

　



Ｘインろァスト 

Ａのけトミ ― ―

Ａ第一商品 

　



Ａ豊 商 事 

　



ＡつュートンＦＣ 

ＸＡ Ｒ Ｍ 

　



Ｘ山田債権  ―

ＡＧ Ｆ Ａ 

ＸＵ Ｃ Ｓ 

　



Ａプロなスト 

　



Ｘアーどネット 

　



Ａアスがット 놄

　



ＡのァンドクリＧ 

　



Ａとウスがム 놄

Ａアこマとウス 놄

　



Ａ東武住販 

　



ＡプロなティＡ 

Ａアグレ都市ｄ 

　



Ａデュアやタップ 

Ａヨシがン 놄

　



ＡＲＩＳＥ  

Ｘがスモスイつ 

　



Ｘラアトレ 놄

　



Ａウッドのレンこ  ―

Ｘアなマンショ 

　



Ｘ新日建物 

　



Ａセンチュリ２１ 

　



Ｘサンウッド  

Ａ毎がムネット 

Ｘ山豊エンター  

Ｘ和田興産 

　



ＡＬＣＨＤ 놄

ＡエイシアンＳ 

　



ストライダーこ 놄

　



ＭＴけェネック ― ―
　

サービス
Ａ燦うャねタ 놄

　



Ａヒ ッ プ 

　



ＡやまねＭ 

　



Ａデータリンクス  

Ａ幼児活動  

Ａセーラー広写 

　



Ａアやトナー 놄

Ａ地域新聞 ― ―

Ｘ博 展 

　



Ａイナリサーチ 

Ｘ成 学 社 

　



Ａサつーサイド 놄

　



Ａシイエム・シイ 

Ａソーどや 

ＡアミタＨＤ 

Ａきょくとう  

ＸＣＳＳＨＤ 

Ａエ プ が 놄

Ａ極 楽 境 

Ａアやどイトタイ 

　



Ａ平安レイ 

Ａケア２１  

Ａプラネット 

ＡアやテＨＤ  

ＡＫＧ情報 

　



ＡヒューマンＨＤ 

Ａケアサービス 놄

Ｘシ ダ ー 

Ａ共同ＰＲ 

Ａシンワアート 

　



ＡプラップＪ 놄

　



Ａオーやアどウト  

Ａ夢テクでロけー 

Ａヒ ビ で 

Ａエスプーや 

Ａけェイテック 

　



Ａシスロケ 놄

　



Ｘタウンつュース 

　



Ａ翻訳センタ 

Ａ日本サード 

ＡＥサポートＬ 

　



ＡＡＣＫＧ 

　



Ａランシステム 놄

　



Ａレ イ 

　



Ａ日本ＳＨＬ 놄

　



Ａクリエアナブう 

　



Ｘロングライの 놄

　



Ａ市進ＨＤ 놄

ＡＳＤエンター 놄

　



Ａサンライの 놄

　



Ａ環境管理 

　



Ａエイけス 놄

ＡＲ Ｓ Ｃ 놄

　



ＡつッなンＲ 놄

川崎地質  ―

日なレット  ―

Ａウチダエスが 

　



Ａクリップ 놄

　



Ａうタック 

　



Ｘアドアーこ 

　



Ａ城南進債 놄

　



Ａトスネット 

　



ＡＬＰＨＡ  ―

Ｘモつングスタ 놄

　



ＸエのアンドＭ 

ＡＧＭＯＡＰ 

　



Ｘ山田がンサや 

Ａぱ ど 

　



Ｘシダックス 

　



Ａトライアイこ 

　



ＡＩＲＪＨＤ 

Ａこころネット 놄

　



Ａみつど園芸 놄

Ａチャームケア 

ＡＥ Ａ Ｊ 놄

　



ＡＪ Ｓ Ｓ 

Ａ富士ソのトＳＢ 

　



ＡシャボテンＲ 

　



Ａプラくクリエ  ―

Ｘみーラシア 

　



ＸＭＨグやープ 놄

　



Ｘ福山がンサ  

ＸウィやソンＬ 

Ａセレスポ 

三協のロン 놄

Ｘサ が ス 놄

　



協和がンサ 

　



ホウライ 

　



五グランド  ―

Ａウィくス 

　



ＸみつマットＲＣ 

Ａグランド  

Ａナ ガ セ 놄

Ａ精 養 軒 놄

　



Ａ札幌市床 ― ―

昴 ― ―

とリマビステ 놄

　



Ａディエムエス 놄

　



　

〈監

　

理〉
ＸＨ ＆ Ｆ  

ダやトン ― ―

■땎ＮＥＷＳ땏
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感安特、感級高

県産米の１等米比率
品　種  
コシヒカリ

一般
魚沼
岩船
佐渡

こしいぶき

2012
57.6
58.9
55.8
50.5
52.6
81.4

13
72.0
69.8
80.6
83.5
65.6
85.9

14
85.3
85.4
88.0
73.4
86.5
44.5

15
76.1
75.1
78.9
65.4
87.1
86.1

16年
82.0
83.9
78.6
72.6
76.6
86.3

※県農産物検査協会調べ。10月末現在。単位は％

てめ深識知

　

酒本日産県
会談商・ーっミセで港香
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ン
が
期
間
限
定
で
開
店
し
た
ア
ン
た
っ

シ


ば
∥

日

東
京
駅

な

ト
で
働
く

歳
の
藍
沢
京
子
さ
ん
∥
柏
崎
市
の
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ｉ
遊
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
柏
崎
柳
田
店

　
は
や
ボ
れ
뗊柏
崎
市
뗋
は

日
뗆

東
京
駅
内
の
去
業
施
設
﹁
東
京
お

◇
し
も
れ
ド
﹂
内
に

期
間
限
定

の
ア
れ
た
っ
ぐ


ば
を
開
店
し

た

大
勢
の
来
店
が
見
込
。
れ
る

場
所
で

　

ビ
げ
お

ち
や
ず

が

ゅ

ち
な
ど
高
級
感
が
あ
る
限
定

去
品
を
販
売
し

幅
広
い
層
に
ア

ね

や
す
る

来
年
１
月

日
。

で


　
同
社
が
ア
れ
た
っ
ぐ


ば
を

設
け
る
の
は
初
め
て

場
所
は
東

京
駅
地
下
１
階
で

店
舗
面
積
は

約

平
寄
뗠

店
名
は

同
社
の

た
ゅ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
登
場
す
る
架
空
の

洋
菓
子
店
と
同
じ
﹁
な
た

げ
リ


は
や
ボ
れ
﹂
と
し
た


　
同
社
の
た
ゅ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
洋
菓
子

店
の
な
た

ぐ
エ
役
で
出
演
し
て

い
る

女
優
の
信
谷
美
玲
さ
ん
が

選
ん
だ
限
定
の
ビ
じ

味
な
ど
が

入

た
﹁
や
マ
れ
ド
ア
ソ

ち
﹂

︵
税
抜
き
７
０
０
円
︶
や

ず


が
ゅ

ち
え
リ

べ
と
ホ
よ
イ
ち

え
リ

べ
で
包
ん
だ
も
れ
グ
ド
ぐ


え

う

﹁
も
れ
グ
ゅ
イ
げ
﹂

︵
同
８
０
０
円
◇
ら
︶
な
ど
８
点

を
販
売
す
る

土
産
用
に

東
京

駅
を
な

お

け
に
あ
し
ら

た

去
品
も
あ
る


　
同
社
は
﹁
普
段
と
は
違
う
去
品

の
高
級
感
や
特
安
感
を
味
わ

て

ほ
し
い
﹂
と
し
て
い
る

営
業
時

間
は
午
前
９
時

午
後
９
時

問

い
合
わ
せ
は
は
や
ボ
れ
お
客
様
相

談
ご
れ
じ


뗊
０
１
２
０
︶
２

８
５
６
０
５


災
害
食
な
ど
多
彩
な
食
品
が

並
ん
だ
の

ド
メ

セ
会
場

∥

日

新
潟
市
中
央
倉
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県内経済

　
県
農
産
物
検
査
協
会
︵
新
潟

市
西
倉
︶
は

日

２
０
１
６

年
県
産
が
ぐ
に
い
リ
の
１
等
米

比
率
︵

月
末
現
在
︶
が

・

０
％
だ

た
と
発
表
し
た

前

年
同
期
を
５
・
９
떕
上
回

た

が

前
回
︵
９
月
末
現
在
︶
◇

ら
は
４
・
１
떕
低
下
し
た

同

協
会
は
﹁
全
体
に
高
い
比
率
だ

が

地
域
ご
と
に
差
が
見
ら
れ

た
﹂
と
し
た


　
同
協
会
に
」
る
と


月
末

現
在
で
前
年
同
期
を
約
４
局
뗢

上
回
る
約

局
뗢
の
検
査
を
区

え

進
捗
率
は

％


ち

く

し
ん

　
が
ぐ
に
い
リ
の
地
域
安
１
等

米
比
率
は

取
扱
量
が
最
も
多

い
一
般
が
前
年
同
期
を
８
・
８

떕
上
回
る

・
９
％
だ

た


魚
沼
は
０
・
３
떕
低
い

・
６

％

佐
渡
は

・
５
떕
低
い


・
６
％

岩
船
は
７
・
２
떕
高

い

・
６
％
だ

た


　
等
級
を
引
き
下
げ
る
要
因

は

粒
の
厚
み
が
足
り
な
い
こ

と
な
ど
を
表
わ
す
﹁
除
く
青
未

熟
﹂
が

・
８
％
と
最
多
だ


た

米
粒
の
真
ん
中
が
白
く
な

る
뗒乳
心
白
粒
뗓
は

・
４
％
뗆

米
粒
が
割
れ
る
﹁
胴
割
粒
﹂
は

９
・
６
％
だ

た


　
県
経
営
普
及
課
は
﹁
天
候
が

良
◇

た
影
響
で
も
み
の
数
が

多
く
な
り
過
ぎ
た
可
能
性
が
あ

る

出
穂
後
の
気
温
が
高
く
推

移
し
た
地
域
も
あ
り

格
下
げ

要
因
に
つ
な
が

た
の
で
は
な

い
◇
﹂
と
み
て
い
る


　
う
る
ち
米
全
体
で
は
前
年
同

期
を
４
・
８
떕
上
回
る

・
９

％
だ

た
が

前
回
を
３
・
１

떕
下
回

た
뗇
早
生
品
種
の
뗒こ

わ

せ

し
い
ぶ
き
﹂
が
前
年
同
期
を
０

・
２
떕
上
回
る

・
３
％

同

じ
く
早
生
品
種
の
﹁
ゆ
き
ん
子

舞
﹂
は
前
年
を
９
・
７
떕
上
回

る

・
１
％
だ

た

こ
と
し

先
行
販
売
が
始
。

た
晩
生
新

品
種
﹁
新
之
助
﹂
は
前
回
を
１

・
３
떕
下
回
る

・
７
％
だ


た


　
県
農
産
物
検
査
協
会
は
例

年

県
産
米
の
９
割
を
検
査
し

て
い
る


災
害
食
뙖
紹
介

뙲
똄
뚉
똄
充
実

新
潟
で
食
の
見
本
市
開
幕

　
食
の
国
際
見
少
市
﹁
の

ド

メ

ご
ｉ
ｎ
に
い
が
た
﹂
が


日

新
潟
市
中
央
倉
の
朱
鷺
メ


ご
で
開
幕
し
た

取
引
拡
大

に
向
け
て
出
展
し
た
県
内
世
の

食
品
関
連
企
業
や
団
体
が

一

押
し
の
去
品
を
来
場
し
た
ど
イ

ヤ

に
ア
ね

や
し
て
い
た


　
新
潟
市
な
ど
が

　

主
催
し


８
回
目

加
工
食
品
や
食
材


酒
を
は
じ
め

調
理
機
器
な
ど

を
化
掛
け
る
過
去
最
多
の
３
４

４
の
企
業
・
団
体
が
出
展
し

た


　
今
回
は
新
た
に
﹁
災
害
食
が


っ

﹂
を
設
置

災
害
で
水

道
や
電
気

ガ
げ
な
ど
の
イ
れ

の
も
が
寸
断
さ
れ
た
と
き
で
も

そ
の
。
。
食
べ
ら
れ
る
缶
詰
や

ゅ
ち
や
ち
食
品
な
ど
が
並
ん

だ

英
国
や
ひ
や
ギ

な
ど
欧

州
の
酒
や
菓
子
を
紹
介
す
る
は


げ
も
登
場
し
た


　
各
社
の
は

げ
で
は

全
国

◇
ら
集
。

た
ど
イ
ヤ

に
試

食
を
交
め
た
り

去
品
の
魅
力

を
熱
心
に
説
明
し
て
い
た

災

害
食
な
ど
を
製
造
す
る
大
沢
加

工
︵
魚
沼
市
︶
は

缶
詰
の
豚

汁
や
お
で
ん
な
ど
を
紹
介

担

当
者
は
뗒災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
뗆

普
段
の
食
事
に
も
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
る
去
品
を
そ
ろ
え
た


災
害
食
へ
の
関
心
が
高
。

て

い
る
の
で

売
り
込
み
た
い
﹂

と
話
し
た


　
の

ド
メ

ご
は

日
。

で


日
本
酒
セ
ミ
っ

で
純
米
酒
を
試

飲
す
【
受
講
者
∥

日
뗆
香
港
뗊Ｎ

Ｎ
Ａ
∥
共
同
︶

　
﹁
香
港
新
潟
日
少
酒
祭
り
﹂

が

日

香
港
中
心
部
の
ホ
た

や
な
ど
で
２
日
間
の
日
程
で
始

。

た

県
酒
造
営
合
が
４
年

連
続
で
開
催

去
談
会
な
ど
の

ほ
◇
日
少
酒
の
知
識
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
日
少
酒
ご
へ
っ


を
開
い
た


　
ご
へ
っ

に
は
約

人
が
参

加

県
醸
造
試
験
場
長
の
金
桶

光
起
氏
ら
が
講
師
を
務
め

が

メ
や
水

杜
氏
な
ど
に
言
及
し

と

う

じ

な
が
ら
日
少
有
数
の
酒
ど
こ
ろ

と
い
わ
れ
る
新
潟
に
つ
い
て
説

明

純
米
酒
﹁
魚
沼
﹂
뗊
白
瀧

酒
造
︶
の
辛
口

中
口
を
教
材

に
日
少
酒
の
味
わ
い
寄
を
講
体

し
た
　

参
加
者
◇
ら
は
﹁
日
少
酒
で

一
番
有
名
な

　

は
も
れ
ド
は
﹂

﹁
日
少
酒
の
出
来
は
よ
イ
れ
の

」
う
に
天
候
と
関
係
が
あ
る
の

◇
﹂
な
ど
の

　

勢
問
が
出
た


２
時
間
の
ご
へ
っ

を
区
え
た

受
講
者
に
は
修
了
証
が
発
行
さ

れ
た
　

去
談
会
に
は
県
内
の
蔵
元


社
が
参
加

２
０
０
銘
柄
を
超

え
る
新
潟
清
酒
を
試
㍑
で
き
る

イ
ひ
れ
ち
も
催
さ
れ
た

県
酒

造
営
合
の
大
平
俊
治
会
長
は

﹁
初
回
に
比
べ
る
と
多
く
の
来

場
者
が
あ

た
뗇
継
続
は
力
だ
뗓

と
話
し
た
뗇
뗊Ｎ
Ｎ
Ａ
∥
共
同
뗋

　
こ
れ
。
で
も

　

募
集
時
の
年

齢
制
限
は

　

な
◇

た
が

뗒
高

齢
者
に
と

て

　

心
理
的
に
敷

居
が
高
い
뗓
と
の
指
摘
を
受
け
뗆


代
で
も

　

応
募
で
き
る
こ
と

を

　

明
確
に
打
ち
出
し
た

今

春
◇
ら

　

高
齢
者
の
採
用
強
化

に
向
け
て
業
務
内
容
や
勤
務
時

間
を
検
討
し

一
部
店
舗
で
は

す
で
に

代
を
新
規
雇
用
し

た


　
先
行
的
に
高
齢
者
な

ち
従

業
㍍
を
採
用
し
た
店
舗
の
一

つ

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
遊
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
柏
崎
柳
田
店
︵
柏

崎
市
︶
で
は

９
月
◇
ら

代

の
２
人
が
週
に
３
日

各
日
３


４
時
間
勤
務
し
て
い
る

そ

の
う
ち
の
１
人

藍
沢
京
子
さ

ん
뗊
뗋∥
同
市
∥
は
﹁
店
頭
の

募
集
ず
も
ぐ
を
見
て
す
ぐ
応
募

し
た

年
金
以
世
の
収
入
が
あ

る
と
気
持
ち
に
余
裕
が
で
き

る
﹂
と
話
し

返
却
さ
れ
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
化
際
」
く
棚
に
戻
し
て

い
た

２
人
の
仕
事
ぶ
り
に
つ

い
て
白
倉
修
店
長
は
﹁
心
配
し

て
い
た
体
力
面
の
問
題
は
な

い

人
当
た
り
が
協
ら
◇
く


勤
務
意
欲
も
高
い
﹂
と
語
る


　
清
水
泰
明
社
長
は
﹁
求
人
倍

率
が
高
い
状
況
が
続
き

な


ち
募
集
は
他
社
と
の
競
合
が
厳

し
い

ぐ
つ
ア
の
勤
務
介
境
を

整
え
て
雇
用
を
進
め
る
こ
と

は

少
子
高
齢
化
が
進
む
将
来

に
向
け
て
不
可
欠
﹂
と
説
明


高
齢
者
の
口
費
動
向
を
ぐ
つ
ア

の
な

ち
◇
ら
聞
き
取

て
販

売
戦
略
に
反
映
さ
せ
た
り

高

齢
者
が
得
た
収
入
を
口
費
に
回

し
た
り
と
い

た
優
果
に
も
期

待
を
寄
せ
る


　
新
潟
労
働
局
が
。
と
め
た
高

齢
者
の
雇
用
状
況
︵
６
月
１
日

現
在
︶
に
」
る
と

県
内
で


歳
以
上
。
で
継
続
し
て
働
け
る

企
業
は

・
７
％
と
な

て
い

る

職
業
対
利
課
の
飯
田
薫
課

長
は
﹁
位
術
や
経
験
を
持

た

即
戦
力
と
し
て

今
後
も
高
齢

者
の
雇
用
を
進
め
る
企
業
が
増

え
る
可
能
性
は
あ
る
﹂
と
話
し

た
株

式
뗆投
信
또
低
調

営
業
収
益

％
減

第
四
証
券

　

９
月
中
間

　
第
四
証
券
︵
長
岡
市
︶
の
２

０
１
６
年
９
月
中
間
決
算
は


売
上
高
に
当
た
る
営
業
収
益
が

前
年
同
期
比

・
３
％
減
の


億
３
３
０
０
局
円
だ

た

円

高
な
ど
先
行
き
へ
の
不
透
明
感

◇
ら
株
式
や
投
資
信
託
の
販
売

が
低
調
だ

た
の
が
影
響
し

た


　
営
業
損
益
は

仲
介
に
伴
う

支
払
化
数
料
が
増
え
る
な
ど
し

て
１
億
３
８
０
０
局
円
の
赤
字

︵
前
年
同
期
は
２
億
８
２
０
０

局
円
の
黒
字
︶
と
な

た

経

常
損
益
は
２
５
０
０
局
円
の
赤

字
뗊同
３
億
６
千
局
円
の
黒
字
뗋

だ

た

有
価
証
券
の
売
却
益

が
あ
り

純
利
益
は
前
年
同
期

比

・
６
％
減
の
１
億
２
７
０

０
局
円
だ

た


　
営
業
収
益
の
中
で
株
式
売
買

の
仲
介
な
ど
に
伴
う
受
入
化
数

料
は
前
年
同
期
比

・
９
％
減

の
５
億
７
８
０
０
局
円

オ
ば

ぐ

れ
や
だ
リ
ど
た

は
な
ど

を
駆
使
し
て
作
ら
れ
る
債
権
で

あ
る
仕
営
み
債
の
販
売
に
力
を

入
れ
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★新潟日報（2016年11月17日付）

★新潟日報（2016年11月18日付）

＜テレビ＞
局　名 番　組　名

ＮＨＫ新潟放送局 NHKニュース、新潟ニュース610

BSN 新潟放送 BSNニュースゆうなび

TeNY テレビ新潟放送網 夕方ワイド新潟一番

局　名 番　組　名

NST FNN･NST みんなのニュース

NCVコミュニティチャンネル にいがたフラッシュ

＜ラジオ＞
局　名 番　組　名

FM 新潟 FM HEAD LINE

★日本食糧新聞
　全5段

★朝日新聞・新潟版（2016年11月17日付）

・日本経済新聞（2016年11月17日付）
・日本農業新聞（2016年11月18日付）
・財界にいがた2016年12月号

など掲載多数

他




